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序 文

高速交通網時代・高度情報化社会の道へ、私達の生活や社会活動が一

層広域化する中で進めなければならないのが環境整備であります。

このような社会的背景の上に立ち、希望に満ちた、活力ある都市づく

り、豊かな創造力を育てるために、岸野地籍に於いて、市道拡幅工事及

び、地区同和対策集会所建設に伴い、同地籍の西裏・竹田峯両遺跡の緊

急発掘調査が市教委の委託、指導により、佐久埋蔵文化財調査センクー

で実施し、地元関係者を初め多くの皆様のご協力とご努力により昭和 60年10月現地調査が終了い

たしました。

佐久市は 500ヶ所有余からなる多くの遺跡が包蔵され、当地に居住した先人の生活の歴史を知

る上で県下でも最たる貴重な遺跡の宝庫として顕著であります。この度、発掘調査を実施いたし

ました、西裏• 竹田峯両遺跡から発掘された出土資料からは、文化財保護の面だけでなく、大変

貴重な学術資料も出土いたしました。

これらの文化遺産のもつ、重要性を認識し、後世に伝達すべく、保存に努めて参りたいと思い

ます。それに加え、文明の大きな流れの中で生がいのある郷土の建設のためには、市民生活の向

上を計り均衡のある発展、開発の必然性もさることながら、歴史的文化を尊重し、調査研究成果

を生かしながら、めざす都市像実現の開発を考えて参りたいと思います。

末筆ながら、本発掘調査に対しまして、多大なご甚力を賜りました、調査団長を初めとする、

調査団の皆様、地元関係者のご労苦、ご協力に対し深く感謝を申し上げ、厚く御礼を申し上げま

す。本報告書が原始、古代史解明のために役立てればと念じるものであります。

昭和 61年 3月

佐久市長

佐久市開発公社理事長

神津武士



序 文

文化財は、人間が長い歴史の過程においてつくり出してきた民族的な ：

遺産であり、歴史、芸術、学術的な価値を有する文化的遺産である。人々 ，

はそれぞれの文化財を国民的財産として後世に伝えることの必要性が今

日、特に重要であると考えております。

佐久市大字伴野及び根岸にまたがる西裏遺跡群内の西裏遺跡は、昭和

60年度地方改善施設事業としての市道拡幅工事、又、竹田峯遺跡は、地 ！

域の部落解放教育の核となる同和対策集会所建設事業の施工に先だち炎暑の中で実施されました。

西裏遺跡は、弥生時代中期から後期の住居址が 16棟、古墳時代の住居址 3棟、平安時代の住居

址 2棟が検出された所から長期にわたる複合遺跡であり、又、竹田峯遺跡は弥生時代中期から後

期の住居址が 5棟検出された。特に注目されるのは、弥生後期の壺棺である。佐久地方の発掘調

査では 3遺跡 5例しかなく、今回のように壺の中から胎児骨が検出されたのは県内でも稀有な資

料であります。

尚、この鑑定にあたっては、聖マリアソナ医科大学教授森本岩太郎先生のご協力をいただき学

術的解明を行っております。

本調査は、佐久埋蔵文化財調査セソクーをはじめ、地権者の皆様の並々ならぬご理解とご協力

により行われたことに感謝申し上げるとともに、藤沢平治団長、調査員、協力者には、強粘土質

の悪条件にもかかわらず、一応に調査を実施していただき無事完了できましたことを深くお礼申

し上げます。

今後、高速交通網時代に向けて、急速な開発が見込まれますので、これらに先がけて、佐久地

方の先人の足跡を正しく理解するため、多くの資料及び遺産の解明に努力してまいりたいと思い

ますので、諸先生方、又、関係各位のご指導・ご助言をお願いして、ご挨拶といたします。

昭和 61年 3月

佐久市教育委員会

教育長大井昭二



例 口

1 本書は、長野県佐久市岸野地区市道拡幅工事事業及び、岸野同和対策集会所建設事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2 調査委託者 西裏遺跡佐久市土木課 竹田峯遺跡 佐久市土地開発公社

3 調査受託者 佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センター

4 発掘調査所在地番

西裏遺跡群西裏遺跡佐久市大字根岸字竹田峯 203-1• 4 , 205, 206, 209, 210, 

219-1 

同上 伴野 字西裏 351-1, 952-2, 956, 956-2 

957-1・2, 961, 962, 964-1 

西裏遺跡群竹田峯遺跡 佐久市大字根岸字竹田峯 203-2• 3• 4 

5 調査期間及び、面積

西 裏 遺 跡 昭 和 60年 7月 10日~8月29日.9月30日~61年 3月 15日 900m' 

竹 田 峯 遺 跡 昭 和 60年 8月27日~10月 4日・10月29日~61年 3月 15日 986 m' 

6 調査団の構成

事務局

佐久埋蔵文化財調査センター

所 長 木内 捷

庶務係主任 畠山俊彦

庶務係 高橋純子

調査団

団 長 藤沢平治 （北佐久農業高校教諭）

調査指導者 林 幸彦 （佐久市教育委員会）

調査担当者 高村博文 （佐久埋蔵文化財調査センクー調査係主任）

調査主任 三石宗一 （同 上 調査係）

調査副主任小山岳夫（同 上 調査係）

調査員 大井今朝太、羽毛田伸博（以上佐久考古学会員）

発掘調査協力者

（五十音順） 浅沼ノプ江、石田順子、今井嘉太郎、遠藤しづか、神部妙子、工藤郷子、工藤



みのり、駒村英明、角田芳通、長沼隆年、橋詰信子、細萱ミスズ、柳沢ひろ子、和久井義

雄（佐久考古学会員）

整理調査協力者

（五十音順） 青木敏子、浅沼ノプ江、市川香里、井出みづほ、上原あや子、上原梅男、上原

きみ子、上原ちづ江、遠藤しづか、大井恵美子、神部妙子、小林幸子、桜井和子、篠原浩

江、須藤久米子、田中夏江、土屋春子、内藤治伸、中沢孝江、中嶋みつ子、並木ことみ、

羽毛田卓也、橋詰勝子、橋詰けさよ、橋詰信子、花里いずみ、平林美津江、細萱ミスズ、

堀米松司、堀米やい子、宮）II百合子、森泉好治（佐久考古学会員）、柳沢央、柳沢ひろ子、依

田京子、依田ともえ、和久井義雄 （佐久考古学会員）

人骨 鑑定 森本岩太郎（聖マリアソナ医科大学教授）

獣骨 鑑定 宮崎重雄（群馬県前橋第二高校教諭）

地形・地質・石質指導 白倉 盛男（佐久考古学会副会長）

石器 指導 堤 隆 （佐久考古学会員）

航空 写真 水間正

遺物 写真 畠山俊彦

7 本書の編集は、高村・三石・小山が行い、執筆
は第II章•第 1 節遺跡の地理的環境を白倉が、

第III章•第 5 節、第IV章•第 6 節の西裏・竹田峯遺跡出土石器を羽毛田卓也
が担当し、他の章

については、高村博文・三石宗ー・小山岳夫・羽毛田伸博が、それぞれ分担し、文末に記して、

文責を明らかにした。

8 本書及び西裏遺跡・竹田峯遺跡出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に

保管されている。

本調査において、竹田区々長大井勝雄氏、堀込章市氏、伊坂工務店、伊坂建設を初め地元の方々

には、発掘調査中、数々のご協力およびご援助をいただき、また報告書作成にあたっては、下記

の各氏よりご指導・ご助言をいただきました。記して感謝の意を表します。

青木和明、臼田武正、木下亘、桐原健、笹沢浩、花岡弘、福島邦男、矢口忠良

（敬称略、五十音順）
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凡 例

1 本書は、事業年度等の関係から限定された期間内での、迅速な刊行を墓本的編集方針とし、

調査により検出された遺構、遺物の資料をできるだけ多く図化し、また、最大限分かりやすく

記録することに努めて作成した。

2 本書は、西裏遺跡群西裏遺跡と竹田峯遺跡の両遺跡についての報告であるが、各遺跡の遺構、

遺物の記述はそれぞれ第III章西裏遺跡の遺構と遺物、第IV章竹田峯遺跡の遺構と遺物に分け（但

し、西裏遺跡第3・4号溝状遺構を除き、他の溝状遺構については、第IV章にまとめて記述した。）第

I章発掘調査の経緯、第II章遺跡の立地と環境及び層序、第v章調査のまとめは、両遺跡の内

容を併せて記述した。

3 本書に掲載した遺物の実測図及び拓影図説明において、遺構との共伴関係が強いと考えられ

る土器等は、「00住居址出土土器」とし、それ以外、混入遺物も含む土器等は、「00住居址

内出土土器」として記載してある。他の遺構についても上記に準拠する。尚、今回の発掘調査

における状況が、道路・耕作等の攪乱のため、遺構覆土が極めて薄かったことにより、やむを

得ず行ったものであることを記しておく。また、このような状況から、石器についても確実に

共伴する資料を除き、西裏•竹田峯両遺跡とも、各遺構ごとに細述しないで、それぞれの章に

一括し、まとめて報告を行った。

4 竪穴住居址（以下、本文中においても、特別の場合を除いて住居址とする）の記述については、検

出位置⇒検出層序⇒重複関係⇒平面形態⇒覆土⇒壁（壁溝を含む）⇒床面⇒柱穴⇒炉、カマド（位

置→残存状況→乎面形態→層位→構材→その他） ⇒その他の付属施設⇒遺物出土状態⇒その他の観

察事項の順に記載し、他の遺構についても、基本的に住居址の記載順序を踏襲した。

5 土坑について

土坑については、従来「土壊」を名称として使用してきたが、「土壊」の字は、第 1義の意味

で、墓の概念が含まれているため、「坑」の字と変換し、「土坑」としてある。

6 遺構の略称

竪穴住居址⇒住、土坑⇒D、特殊遺構⇒T、溝状遺構⇒M、ピット ⇒P、攪乱溝⇒RM  

7 水糸レベルについては、各遺構ごとに統一し（例外は除く）、標高は縮尺尺度の上に明記した。

8 挿図

1) 重複遺構については、上端のみを実線で表示した。また、遺構内における攪乱について

は、細い実線で上端のみを表示した。



2) 縮尺

竪穴住居址、特殊遺構→ 1/80 炉、カマド→ 1/30 土坑→ 1/60 土器→ 1/4(大

型は除く） 石器、石鏃、玉類→ 1/1 古銭→ 1/1 

その他、規模、大きさの差がある遺構・遺物に対しての縮尺は統ーできないので、個々にし

てある。なお、写真図版中遺物の縮尺についても上記に準拠する。

3) 遺構・遺物実測図に用いたスクリー ソトーンは、下記の内容の表現である。

遣構実測図

地山冒量冒冒l

遣物実測図

炉、カマド仁ニニ］

赤色塗彩□□□□ 土師器内面黒色研磨-

焼土鳳璽璽璽l

須恵器断面□□2コ
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図版 七 1 第 4号住居址 図版 十九 1• 2 第 3号溝状遺構Pl遺物出土状況

2 第 5号住居址 3• 4 第 3号溝状遺構Pl断面

3 第 6号住居址 5 第 3号溝状遺構pz遺物出土状況

図版 八 1 第 7号住居址 6 第 3号溝状遺構P3遺物出土状況

2 B-D区全景 7 第 4号溝状遺構

図版 九 1 第 8号住居址 図版 二十 1 第 1号土坑

2 第 9号住居址 2 第 2• 3• 4• 5号土坑

図版 + 1 第10号住居址 3 第 3号土坑遺物出土状況

2 第 8・9・ 11号住居址 4• 5 第 3• 4号土坑

図版 -+-- 1 第12• 13号住居址 図 版 二十ー 1 第 6• 7• 8号土坑

2 第12号住居址打製石斧出土状況 2 ピット群

3 第14号住居址遺物出土状況 図版二 十 二 1 F・G区全景

4 第14号住居址 2 H・I区全景

図版 十二 1 第15号住居址 図 版 二十三 1-8 第 2• 3• 6• 9• 10号住居址

2 第16号住居址 出土土器

3 第17号住居址 図版 二十四 1-3 第 3• 10号住居址出土土器



図版二十五 1-8 第14・ 18号住居址、第 1号溝状 4 第 1• 2号潟状遺構

遺構内出土土器 図版三十九 1 第 1号土坑

図版 二十六 1-8 第 1号特殊遺構出土土器 2 第 2号土坑

図版二十七 1 第 3号溝状遺構出土土器 3 第 3号土坑

図版二十八 1-8 第 4 号溝状遺構、 第 1 • 3• 6 4 第 4号土坑

号土坑出土土器 5 第 4号土坑遺物出土状況

竹田峯遺跡 6 第 5号土坑

図版 二十九 1 竹田峯遺跡全体写真 7 第 6号土坑

2 竹田峯遺跡より西方水田面を望む 8 第 7号土坑

図版 三十 1 第 1号住居址 図版 四十 1 第 8号土坑

2-5 第 1号住居址遺物出土状況 2 第 9号土坑

図版三十一 1 第 2号住居址 3 第10号土坑

2 第 2号住居址炉 4 第11号土坑

3 第 2号住居址磨製石斧出土状況 5 第12号土坑遺物出土状況

4 第 3号住居址 6 第12号土坑

図版三十二 1 第 4号住居址 7• 8 P 1遺物出土状況

2• 3 第 4号住居址遺物出土状況 図版 四十一 1 第13• 14号土坑、ピット群

4 第 5号住居址 2 第16 • 17号土坑、ピット群

図版三十三 1 第 3• 4• 5号住居址 図版 四十二 1• 2 第 1号住居址出土土器

2 第 3 • 4• 5号住居址 図版 四十三 1-8 第 2・3号住居址、第 2号特殊

図版三十四 1 第 2号特殊遺構 遺構、 第 3 号周溝、第 4• 5号

2 第 2号特殊遺構壺棺出土状況 土坑出土土器

図版 三十五 1 第 2号特殊遺構壺棺出土状況 図版 四十四 1 第 2号特殊遺構出土土器

2 第 2号特殊遺構壺棺内人骨出土状況 2 第 2号特殊遺構出土玉類

図版三十六 1 第 2号特殊遺構壺棺内人骨出土状況 3-5 第 3号周溝、第 9号土坑、

2 第 2号特殊遺構獣骨出土状況 P 120出土遺物

3 第 2号特殊遺構 図版 四十五 1 西裏遺跡出土石器

4 第 1号特殊遺構 図版 四十六 1 西裏遺跡出土石器

5 第 3号特殊遺構 図版 四十七 1• 2 竹田峯遺跡出土石器

図版三十七 1 第 1号周溝 図版 四十八 1• 2 竹田峯遺跡出土石器

2 第 2号周溝 3 西裏•竹田峯遺跡出土土製品

図版三十八 1 第 3号周溝 図版 四十九 1-4 発掘調査スナップ

2・3 第 3号周溝遺物出土状況 5 西裏•竹田峯遺跡発掘調査団
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第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

西裏遺跡群西裏・竹田峯遺跡付近の地形は、蓼科山塊に源をもつ幾筋もの片貝川に流れ込む支

流により形成された （浸食作用）北東に伸びる幾状もの台地が観察出来る。遺跡はこの台地の一つ

で、北方に広がる水田面からの比高差約 7mを測り、標高 660~670mを示している。今回、西裏

遺跡は昭和 60年度地方改善施設整備事業として、遺跡群を南北に縦断している市道の拡幅工事を

佐久市土木課が行うに先立ち、また、竹田峯遺跡は佐久市教育委員会が地元の要望により、同和

地区の社会教育活動の充実進展を図る目的をもって設置する、岸野同和対策集会所建設のため、

その建設予定敷地について事前に調査し、記録保存する必要が生じた。そこで、佐久市教育委員

会より委託を受けた佐久埋蔵文化財調査セ｀ノクーが調査を実施する運びとなった。

第 1図 西裏遺跡群西裏・竹田峯遺跡の位置
(1 : 50,000 国土地理院地形図による ）
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第 2節調査日誌

西裏遺跡

本遺跡の調査は、 トマト畑に隣接している

ことを考慮してA-E区、 F-K区の二期に

分けて実施することになった。また、発掘区

の幅が約 6mであるため、グリッドの設定は

行わず 20m問隔にある幅杭を用い、南側より

A区・ B区……とし、遺物は各区毎にあげる

ことにする。

7月16日（火） -19日（金）

A-E区まで重機による表土削平作業を

行い、並行してプラ｀ノ確認作業を行う。

7月20日（土） -31日（水）

プラン確認作業により重複関係の確認さ

れた遺構から覆土の掘り下げ作業をはじめ

る。写真撮影は随時行う。

8月 1日（木）

実測作業・写真撮影を行い、 A区-E区

までの発掘作業を終了する。

8月2日（金） -6日（火）

F-K区まで重機による表土削平作業を

行い並行してプラソ確認作業を行う。

8月7日（水） -20日（火）

プラン確認作業、溝状遺構の掘り下げを

行う。

8月21日（水） -27日（火）

重複関係の確認されたものより、掘り下

げ作業を行う。暑さと粘質の強い土のため

作業が難航する。

8月28日（水）・ 29日（木）

実測作業、写真撮影を行いF-K区まで

の調査を終了し、西裏遺跡の発掘作業を完

了する。

竹田峯遺跡

8月27日（火） -29日（木）

重機による表土削平作業と並行してプラ

ン確認作業を行う。

9月2日（月）

グリッド設定を行う。グリッドは 4m X 

4 mとし、基準となるか行と 7列の十字の

杭のみトランシットを用いて設定する。南

北ラインは北から、あ～け行、東西ライン

は、東から 1-12列までの番号をつけ、各

グリッドの北東交点をそのグリッド名とし

た。

9月2日（月） -28日（土）

溝状遺構・周溝より掘り下げ作業を始め

る。き・ <-4•5·6 グリッド付近は住

居址•土坑等が複雑に重複しておりプラン‘

確認作業、掘り下げ作業が困難である。

9月30日（月） -10月4日（金）

写真撮影・実測作業を行う。 10月4日機

材の撤収を行い、竹田峯遺跡の発掘作業を

完了する。

西裏•竹田峯遺跡

9月30日（月）～昭和 61年 2月28日（金）

西裏・竹田峯遺跡報告書作成作業を行い、

印刷所に引きわたす。
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第 1表 西裏・竹田峯遺跡調査作業工程表

去 内整理I~ 項目 土 表作成・原稿

I年月~ 発掘調査 遺 構 遺 物 執筆・割り付け

昭和60年

『 ½67 月，

8 月

.．.． ． ． • ． • 

9 月

％ 

.:..＇・・・ 男 ［ 羹
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・. 一11/ -: 註 •• /6 
ヒ・・．• 

11 月 ツ15記'：： 
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12 月 :％ 

図：：
面：：
修：： 復：：
正：：. ． •• 1/io 

昭和61年 .:.-: y 14 元：：
1 月 f:-.・ ¼ . 
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追、牟・・.. 稿：：
構・：．.：．％  ． 

卜 ・ ． 
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スレ ,・；,.9 '',{, 測 ..·••:, ... ． ． 拓［ ％ 遺~ ％ 叫筆 ：．:’ ． ’ 
・・本 物 • 
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ス ：.・• •. 1/ 19 

：： 割：：
1/ 22 •• 付り ：：： ： 

.;:: 1/zs 'ナ :'% 
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第II章遺跡の環境・層序及び概要

第 1節西裏遺跡群付近の自然環境（地形と地質）

わが国第一の長流信濃）IIの上流千曲川流域の最上流部にある佐久平は、標高では小諸市布引の

河床で 550mからさかのぽって南佐久郡佐久町で 750m、南北距離にして 20km、東西幅は佐久市

中央部で東西 10kmの南北に長いほぽ菱形の高原盆地で、その真ん中を南から北に向かう対角線上

に千曲）IIが流れ下っている。左岸からは片貝川・鹿曲川が、右岸からは抜井川・雨）II・内山川・

志賀川・湯川の支流が流入して平地全面を潤している。

佐久平の四周は北側に活火山浅間山 (2560m)を南端とした上信越高原国立公圏、東側は妙義

山(1104m)、荒船山 (1422m)を主峯とする妙義荒船佐久高原国定公園、南は金峯山 (2595m)、

甲武信ヶ岳 (2468m)中心の高山地帯の秩父多摩国立公園、西側はホッサマグナ（日本中部地溝

帯）中心部に隆起噴出した赤岳 (2899m)、硫黄岳 (2742m)、蓼科山 (2530m)、霧ヶ峯・美ヶ

原台地と続く八ヶ岳蓼科火山列の八ヶ岳中信国定公園と国立 27• 国定 52の自然公固中の四つに

四方を囲まれた自然景観に恵まれた地域である。従って佐久平は僅かに北西隅の上田小県方面に

続く部分のみ平地続きで他の各方面は何れも山地に取りまかれ他地域への交通は全て峠越しをし

なければならなかった。現在あまり利用されていないが古代から通行した記録のある峠路を数え

てみると群馬県側 18• 山梨県側 6・諏訪方面 7• 上小方面 2の計 33にのぽっている。

高原盆地佐久平は年平均気湿 10℃内外、降水量年計 1,000mm内外高燥な大陸性気象に恵まれ

て、晴天日数多く日照時間・紫外線量も多く牧畜・稲作の実績は目覚ましいものがあった事は次

の記録が実証している。奈良•平安時代からの信濃勅使牧 16 の内望月牧・塩野牧・長倉牧が佐久

平周辺に置かれ、特に望月牧は信濃産貢馬 80頭中の 20頭を出す最大の牧であった。以来佐久産

良馬は中世源平戦国時代の歴史の中に見られ、大正・昭和の現代になっても多くの軍馬供給地で

もあった。養蚕・山羊・羊・兎の飼育の盛んな事のあったのも牧畜適地の実証でもある。

弥生時代遺跡が佐久平全面に分布し、後期箱清水式土器の出土の多い事は佐久の気象条件と千

曲川本支流の水の安定適温が稲作を早く普及した事を物語っており、現在でも佐久平では冷害旱

害のない良質米産地として自認し面積当たり米収量が全国最高水準を維持している事実がある。

これに関連して佐久高原での稲田養鯉業が江戸時代から成果を挙げ佐久鯉は自他共に世に知ら

れ、水と米に恵まれた佐久の千曲川流域には古くから醸酒業が発達し現在も 15社の酒蔵が製造高
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の2/3を他地方に移出していることで

理解できる。

西裏遺跡群は，この佐久平の中央部東

西幅の最も広い部分の最西端佐久市根

岸・伴野地区に立地し、 蓼科火山の山

裾がゆるやかに佐久平と交わる境界線

にまたがって分布している。蓼科火山

大河原峠方向から幼年期地形の緩やか

な斜面が続き、佐久平に没する一歩手

前で兜状の小隆起をしているのが虚空

蔵山 (773.6m)であり、佐久平を一望

出来る景勝から戦国時代の峰台跡とさ

れている。東側は片貝川に、西側は中

沢川に浸食された小尾根状の残丘の突

端が盛り上がっている。虚空蔵山山頂

部は 10m内外の厚さのローム層に被

われており、その下盤には蓼科火山初

期の火山噴火物である安山岩礫を含む

集塊岩が約 20mの厚さで堆積してお

り、山麓にある多福寺境内の裏山付近

はその下部の相浜層が露出し集塊岩と

の不整合面からは地下水が泉となって

湧き出している。相浜層は凝灰岩•砂

質凝灰岩・細粒砂岩・礫質凝灰岩が薄

層の互層を繰り返し県道相浜本町線の

路面以下まで厚く続いている （第2図

参照）。

本遺跡はこの県道相浜本町線以北に

続く丘陵台地上に位置するので地質学

的には相浜層上に立地しているといえ

Eヨ，，p,~/tl I國 相浜層

D ローム層 屠霞9宝生寺トロイデ

四 i卸灰角礫岩

第 2図 虚空蔵山附近地質断面想像図
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第3図 県道相浜本町線から西裏遺跡への入口、相浜層

露出 ①相浜本町線 ②今回の拡幅道路 ③相浜層

る。 第4図 西裏遺跡確認トレンチ地層面

①表土 ②混交土 ③以下相浜層
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その地層断面露出が相浜本町線竹田
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第5図 竹田峯遺跡地層断面図

は以前にナウマソ象歯・鹿

角化石、植物ではメクセコ

イヤ• あかさんしょうば

ら・ひめばらもみ・つげ・

まんさく・さわら・とうひ・

広葉樹の葉の化石など発見

され、新生代第四紀洪積初

期の堆積物であるとされて

いる（北佐久郡誌自然編）。

西裏•竹田峯両遺跡は、

風化分解した強粘土で厚さは 2-30 cmしかなく、それ以下も相浜層の凝灰質岩石の水平堆積層が

基盤となっている。相浜層は淡水湖底堆積物で堆積後の地殻変動を受けていないので堆積当時の

まま整然とした水平層をなしており、竹田峯遺跡の北東部にいれた地層確認トレンチ断面は、第

4• 5図のようにな っている。 （白倉盛男）

第 2節

30 

13 

地府名

①表 土 黒色耕作土

②粘土層巣褐色

耕作土と粘土交混

この相浜層の浸食残丘上に立地し、表土耕作土層も相浜層の凝灰岩が

遺跡の歴史的環境

下部になると

褐色強し

今回調査の実施された西裏遺跡群付近の地形を大別すると、

峯堀割断面と今回の拡幅道

路への入口掘削面に模式的

に地層断面が見られる （第

3図参照）。

この相浜層は根岸地区の

山裾には、至る所で露出を

見る事が出来るが最も典型

的なものは伴野字倉瀬の通

称金竜寺崖の千曲川側に高

さ約 25m余の模式的断面

が見られる。 この層中から

3つの地域に分けられる。第 1に

立科山塊を源にもつ幾筋もの河川によって形成された谷口扇状地と、 さらに一段高く、北東に伸

びているいくつもの丘陵部で、小宮山 ・竹田・日向・沓沢地区がある。第 2に、千曲川左岸の今

岡から下県にかけて形成されている段丘がある。第 3に、千曲）IIと片貝川にはさまれた自然堤防
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第6図 周辺遺跡分布図

(1 : 25,000国土地理院地形図による）

状の微高地があり、桜井地区がこれにあたる。西裏•竹田峯遺跡は、第 1 地域の丘陵の一つに位

置し、標高は 660-670mを測る。第 1地域の丘陵・扇状地上で、発掘調査の行われた遺跡は、後

沢遺跡(49)(S51-52)、中村遺跡(33)(S 57)と少なく、後沢遺跡で、縄文時代前期前半 6棟、中

期後半 3棟、弥生時代中期栗林式期 3棟、後期箱清水式期 32棟の住居址群、方形周溝墓 3基が検

出され、さらに古墳•平安時代の住居址も 10 棟検出されている。中村遺跡では、縄文時代中期の

住居址 16棟などが検出され、縄文時代中期の集落の一端を読みとることができた。また榛名平遺



第 2表周辺遺跡一覧表

No. 造跡名 所 在 地 立地
時 代 備 考

縄弥古奈平中 （ ）内佐久市分調No.
1 西裏遺跡群 伴野字西裏、根岸字竹田峯 丘陵

゜゚ ゜゚
本調査 (317) 

2 今井城跡 今井字城・前田 台地

゜
(236) 

3 今井宮の前造跡 今井字宮の前・面 ・居屋敷• 前田 段丘

゜゚
(235) 

4 上北谷追跡群 桜井字上北谷、 八反田 平地

゜
(323) 

5 平馬塚古墳 II字平馬塚 平地

゜
(327) 

6 平馬塚逍跡群
II字平馬塚・石堂・西屋敷・東屋敷・南屋

平地

゜゜゚゜
昭和60年度一部発掘調査 (324)敷•四十九・橋詰・上の田・町田

7 宮浦逍跡群 II字宮浦・北西・束 平地

゜゚゜゚
(322) 

8 北畑逍跡群 II字北畑 ・束畑 平地

゜゚゜゚
(321) ， 二束餅追跡 伴野字二束餅 （乎台地i也） 

゜ ゜
(325) 

10 束窪井戸造跡 II字束窪井戸 段丘

゜ ゜
(222) 

11 下県屋敷辿跡群
II字屋敷・束屋敷添・膳棚・石橋・北

平地

゜゚゜゚゜
(221) 屋敷添

12 休石遺跡 II字休石 平地

゜゚゜゚
昭和53年度発掘調査 (219) 

13 舞台楊追跡 根岸字反り田 台地

゜゚゜゚゜
昭和56年度発掘調査 (220) 

14 火の雨塚古墳 伴野字唐松坂 台地

゜
(223) 

15 唐松坂遣跡 II字唐松坂 台地

゜
(218) 

16 相浜田造跡 根岸字相浜田 台地

゜
(217) 

17 小金平追跡 FF字小金平 丘陵

゜゚゜゚゜゚
昭和56年度一部発掘調査 (216)

18 中島造跡 II字中島 台地

゜゚ ゜
(301) 

19 坪の内逍跡群 II字坪の内・尾崎・曽里・かぶった・ 山麓

゜゜゚゜゚
(302) 

20 坪の内古墳 II字坪の内 山麗

゜
(316) 

21 榛名平遣跡群 II字榛名平・大窪 山麓

゜゜゚゜゚22 大日影 B遣跡 根岸字大日影 扇状地

゜
(307) 

23 脇坂南遺跡群 II字脇坂南、村中 山麓

゜ ゜
(304) 

24 大日影 A遺跡 II字大日影・小日影 山麓

゜゜゚゜
(306) 

25 堀の内遺跡 II字堀の内・下堀の内 丘陵

゜ ゜゚
(308) 

26 伊勢山逍跡 II字伊勢山 丘陵

゜゚ ゜゚
(309) 

27 居村逍跡 II字居村 扇状地

゜ ゜
(310) 

28 西村中遣跡 II字西村中 扇状地

゜゜゚゜
(312) 

29 水操逍跡群 II 字水採•宮脇 山麓

゜
(313) 

30 月田畑遺跡 II字月田畑 ・社口 山麓

゜ ゜
(311) 

31 社口 A 逍跡 II字社口 山麓

゜
(385) 

32 社口 B遺跡 II字社口 山麓

゜
(386) 

33 中村辿跡群 II字中村・道タ ・十二下・天童 扇状地

゜゚゜゚゜
昭和57年度一部発掘調査 (387)

34 蒻陵古墳 II字中村

＂ ゜
II (399) 

35 下長坂辿跡群 II字下長坂・天童 山麓

゜゜゚゜
(389) 

36 釜塚古墳 II字天童 山腹

゜
(398) 

37 長坂口逍跡群 II字長坂ロ ・中村 扇状地

゜ ゜
(388) 

38 山法所遺跡群 II字三法所 ・峯海戸 山麓

゜ ゜
(390) 

39 日向城跡 II字上長坂 ・三年替戸 山腹

゜
(397) 

40 三年替戸 A遺跡 II字三年替戸 山麓

゜ ゜
(392) 

41 筒村遺跡 II字筒村 山麓

゜ ゜
(391) 

42 三年替戸 B逍跡 II字三年替戸 山麓

゜
(393) 

43 工ケ平遣跡 ff字工ケ平 山麓

゜
(394) 

44 石平追跡 II字石平 山麓

゜
(395) 

45 北袈追跡群 伴野字北裏 ・南裏 丘陵

゜゚゜゚゜
(318) 

46 宝生寺 山砦 II字涌石 丘陵

゜
(546) 

47 西束山遺跡 II字西束山 丘陵

゜゚ ゜
(319) 

48 束山遺跡 II字東山 山腹

゜゜゚゜
(320) 
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49 後沢遺跡 小宮山字後沢 段丘

゜゚゜゚゜
昭和51・52年度発掘調査 (400)

50 上の 山遺 跡 II字上の山 山麓

゜
(405) 

51 小宮山砦 II字屋敷添 平地

゜
(415) 

52 町の 後遺跡 前山字町の後 平地

゜゚
(406) 

53 西の張造跡 小宮山字西の張 谷平あ地り

゜゚゜
(404) 

54 小山の神 B遺跡 II字小山の神 山麓

゜ ゜
(402) 

55 小山の神A遺跡 II字小山の神 山腹

゜
(401) 

56 長ヶ窪遺跡 ff字長ヶ窪 山腹

゜゜゜
(403) 

57 前 山 城跡 II字城山、伴野城根 丘陵

゜゚
(416) 

58 居屋敷造跡 前山字居屋敷 山麓

゜
(407) 

59 瀧の下遺跡 II字瀧の下・象ヶ岡 山麓

゜
(408) 

60 象ヶ 岡遺跡 II字象ヶ岡 山麓

゜ ゜
(409) 

61 高尾 A 遺跡 II字高尾 山腹

゜゚゜゚
(410) 

62 川越石 窯址 II字川越石 山腹 0昭和58年度発掘調査 (550) 

63 倉沢逍跡 II字倉沢 山麓

゜
(411) 

64 中道逍跡 II字中道 平地

゜゜゚
(412) 

65 三千束遺跡群 三塚字三千束・榎田 平地

゜゚゜
(417) 

66 ―町田遺跡 II字一町田 平地

゜゚゜゚゜
昭和40年度一部発掘調査 (414)

67 三塚鶴田遺跡 II字鶴田 平地

゜
昭和50年度発掘調査 (414) 

跡(21)は、昭和 50年から 53年にかけて 4回にわたり、岸野村誌考古資料の分布調査の一環とし

て表面踏査が行われ、その結果、旧石器時代石器類、縄文時代前期～古墳時代の土器片が表採さ

れ、さらに古墳址も 2基確認された。当地域の縄文時代の遺跡は、標高 700-800mを測る丘陵や

扇状地に分布しており、上記遺跡の他、坪の内(20)、大日影A(24)・B (22)遺跡等がある。

弥生時代の遺跡はさらに一段低い段丘上にも分布しており、本遺跡のほかに北裏遺跡(45)、堀

の内遺跡(25)等がある。古墳時代の遺跡は、弥生時代とほぽ重なるように分布しており、坪の内、

大日影A遺跡などがあり、古墳は坪の内(20)・墓陵(34)・釜塚古墳(36)等がある。 第 2地域の

段丘上では、小金平(17)(S56)・舞台場遺跡(13)(S56)で発掘調査が行われ、小金平遺跡で縄文

時代前期 1棟、奈良時代 1棟、平安時代 1棟、舞台場遺跡では、弥生時代後期箱清水式期 13棟、

古墳時代後期 10棟、奈良時代 9棟、平安時代 20棟の住居址が検出されている。また休石遺跡(12)

は、昭和初年から完形の須恵器大甕が出土した遺跡として知られていたが、その性格は判明して

いなかった。その後昭和 43年県道の改修工事の際に、大甕 3個体の中にそれぞれ長頸堵、甕、蔵

壺器が入って発見され、さらに昭和 53年岸野村誌刊行会による確認調査によってこれら既出遺物

は、配石址や炭化層等の存在と関連し、火葬墓としての性格が強いとされた。

これらの遺跡の他には、下県屋敷(11)・唐松坂(15)・相浜田(16)遺跡など縄文時代～歴史時代・

中世までの遺跡が存在している。

第 3地域の徴高地上は、佐久平圃場整備事業の影響により、数多くの遺跡の発掘調査が行われ

ている。順に列記すると、儘田cs44)、中道(64)(S46)、三塚三塚cs48)、市道cs49)、三塚

町田cs49)、跡部町田(S50)、三塚鶴田(67)(S50)、上桜井北cs52)、平馬塚遺跡群(6)石堂

， 



遺跡cs59)などがある。検出された遺構は、儘田遺跡で平安時代の住居址 4棟、中道遺跡で古墳

時代後期 2棟、平安時代 5棟、三塚三塚遺跡で後期 2棟、平安時代 1棟、市道遺跡で中期 1棟、

後期 7棟、平安時代 2棟、三塚町田遺跡で後期 1棟、跡部町田遺跡で後期 5棟、三塚鶴田遺跡で

平安時代 4棟、さらに上桜井北遺跡では後期 9棟、平安時代 8棟の古墳時代・歴史時代の住居址

群が確認されている。さらに石堂遺跡では、中世の竪穴状遺構が 1基検出されている。

このように、西裏遺跡群周辺地域は、先土器時代から中世まで濃密な遺跡の分布がみられ、佐

久地方のおける古代史解明の上で有効な資料であるといえよう。 （三石宗一）

第3節基本層序及び検出遺構・遺物の概要

1) 基本層序

西裏遺跡群は、片貝川と中沢川に浸食された北東に伸びる幾状もの丘陵の一つに所在し、北方

に広がる水田面からの比高約 7m、標高 660-670mを測る。

相浜•平井から小宮山にかけての一帯の土壌は強粘土質で、西裏遺跡群の存在する竹田地区も

その例外ではない。遺構確認面であるIV層.IV層は、西裏遺跡南端部においては認められず、 II

lm 

第7図西裏遺跡基本層序模式図

層直下がVII層相浜層となる。

西裏遺跡基本土層

第 1層 黒茶褐色土層（耕作土） 粘性弱い、

層厚は南側で薄く約 10cm、中央付近で

厚く約 40cmを測る。

第II層黒褐色土層粘性強く、しまりあり。

竹田峯遺跡においては、この層はみら

れない。

第III層 遺構覆 土

第1V層茶褐色粘土層粘性強く、しまりあり。

西裏遺跡発掘区B区付近以外での遺構

確認面である。

第VII層相浜層

10 

B区付近においてはIV層はみられず、

この層上面が遺構確認面である。



1 m 

第8図 竹田峯遺跡基本層序模式図

遺構覆土

竹田峯遺跡基本土層

第 1層 黒茶褐色土層（耕作土） 粘性弱い。

第III層遺構覆土

第IV'層茶褐色粘土層粘性強く、しまりあり。

第IV層 白色粘土層粘性強く、しまりあり。

竹田峯遺跡発掘区北西域においてはIV

層上面が遺構確認面であり、他地域では

IV'層上面が遺構確認面である。

第V層 白色粘土層

IV層白色粘土層が基調であるが、茶

褐色粘土が混入する。

第VI層茶褐色粘土層

IV層茶褐色粘土層が基調であるが、白

色粘土がブロック状に混入する。

西裏•竹田峯遺跡において検出された住居址は、他遺構との重複及び攪乱がはげしく、単独で

全プランが検出された住居址は、竹田峯遺跡 2号住があり、また一部ではあるが単独で検出され

た住居址は西裏遺跡 16号住、竹田峯遺跡 1号住のみである。ほとんどの住居址は、床面付近まで

破壊されており、西裏遺跡 3 号住•竹田峯遺跡 2 号住を除くと、 1 層か、あるいは 2 層に分かれ

るのみである。覆土を色調・土質・含有物に分類し比較を行ったが、ほぽ黒褐色土層と茶褐色土

層を基調としているものの、時間的類似性は看取できない。

土坑は、住居址のように重複関係がはげしくなく、西裏遺跡D2•5•6•7 、竹田峯遺跡D

3• 4• 6• 7• 8• 9• 12 ・ 13• 14• 15が単独で検出されているが、住居址同様、底面付近ま

で破壊されているものが多く、 2-3層に分かれるのみで、黒褐色土層と茶褐色土層を基調とす

る。溝状遺構も同様に破壊が著しいが、竹田峯遺跡第 1号周溝は 5層に分かれ、レンズ状に堆積

していることから自然堆積であると思われる。

2) 検出遺構・遺物の概要

西裏遺跡検出遺構

竪穴住居址 21棟弥生時代中期 7棟 (5住.6住.7住・ 12住・ 15住・ 18住・ 19住）

後期 4棟 (3住.4住・ 13住・ 17住）

弥生時代 5棟 (1住・ 2住・ 16住・ 20住・ 21住）

11 
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古墳時代前期 1棟 (10住）

中期 2棟 (9住・ 11住）

奈良• 平安時代 2棟 (8住？・ 14住）

特殊遺構 1基 T 1 (古墳時代中期）

溝状遺構 4基 Ml•M2 (中・近世以降）、 M3 C弥生時代）、 M4 C古墳時代前期）

土 坑 9基 D3 C弥生時代中期後半）、 D1·2•4-9(時期不明）

ピ ッ ト群時期不明

竹田峯遺跡検出遺構

竪穴住居址 5棟弥生時代中期 2棟 (2住.3住）

弥生時代後期 1棟 (1住）

弥生時代 2棟 (4住.5住）

特殊遺構 3基 T 1 C時期不明）、 T2 C弥生時代後期）、 T3 C弥生時代？）

周 溝 3基 1号周溝（時期不明）、 2号周溝（弥生時代？）、 3号周溝（弥生時代

?) 

土 坑 17基弥生時代中期後半?1基 (D12)、平安時代 2基 (D1• 4)、時期不明

14基 (D2・3・5 -11・13-17) 

ピッ ト 群 時 期 不 明

溝状 遺構 3甚 Ml・M2 C中・近世以降）、 M3C弥生時代？）

西裏•竹田峯遺跡出土遺物

土 器 縄文土器・弥生土器（壺・小型壺・甕・小型甕・台付甕・甑・坪・高坪・鉢等）、

古墳時代前期土師器（壺・甕・小型丸底堵・小型器台・鉢等）、古墳時代中期土

師器（壺・甕・坪・高坪・坑等）、奈良• 平安時代土師器（甕・坪・高台付杯等）、

須恵器（甕・坪）、灰釉陶器（長頸瓶・婉・皿）、中世以降陶器（すり鉢・染付茶

婉）。

石器・石製品 打製石器（石鏃・石斧・スクレイパー等）、磨製石器（石鏃・石器等）、砥石、

管玉、ガラス小玉。

上製

そ の

品

他

紡錘車、土製円板、匙形土製品等。

胎児骨、馬骨、牛骨、貨幣、炭化物等。
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第III章 西裏遺跡の遺構と遺物

第 1節竪穴住居址

1) 第 1号住居址

遺構（第 12図・図版五）

本住居址はD区南寄り調査区東側で、上方を

新しい攪乱により破壊されているものの全体層

序第IV層茶褐色粘質土面で検出された。平面形

態は、住居址のほとんどが東側調査区外になっ

ており、西壁付近の一部分が検出されただけで

あるので、形態及び長軸方位等は不明で、西壁

長 408cmを測る。

覆土は 1層でローム粒子が微量に含まれてい

る茶褐色粘質土層である。壁はやや急傾斜で直

線的に立ち上がり、確認面からの壁高は 16.

5-33.5 cmと深めである。

床面は粘土質の影響もあると考えられるが、

ほぽ平坦で固めであった。柱穴・炉址等の付属

施設は、住居址の西壁部分だけの検出のため明

らかでない。

遺物（第 13• 14図）

本住居址の覆土からは、弥生土器が出土して

いる。その内 10点 （実測図 1点、拓影図 9点）が

図化できた。 13-1は弥生

時代と考えられる甕の底部

A(f———~~ 
・‘'ー

1

A
 

1 茶褐色土府 枯性強く堅〈しまる。 襟高667.Sm 

ローム粒子を微泣に含む。 0 (1 : 80) 

第12図 第 1号住居址実測図
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第14図 第 1号住居址内出土土器拓影図

Iヽ¥―l 0 (1 4)5cm ~. 
と思われる。文様の施文 第13図 第 1号住居址内出土土器実測図
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第 3表 第 1号住居址出土土器観察表

:_夏I器 刷 法 屈 成形 及ぴ 器 形の 特 徴 調 整 備 考

13-I I甕 I<1.4〉
旦

内）横位のヘラナデが施されている。

外）ハケメ による調整が施されている。
回転実測 B 

第4表 第 1号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

14-1 空． ロ緑部
口唇部に LR縄文が施されている 。 フク土
口緑端部は粘土帯の薄い貼付の為、肥厚されている。 中期

14-2 空a±, 口緑部 有段状の口縁部に LR縄文が施文されている。
フク土
中期

14-3 壺 胴 部
LR縄文は、施文された後、ヘラ描の横走平行文によって区画され、更に、 フク土
ヘラ描の刺突文力哺渭琵れている。その下部は、連続山形文がみられる。 中期

14-4 
空一胴 部

胴中～下位、ヘフ描の横走平行線文の下に、頂部に円形浮文を フク土
有するヘラ描の連続山形文か、連孤文が施文されている。 中期

14-5 甕 頸 部
3本一組の粗いクシ描簾状文が少なくとも 2帯施され、その下 フク土
部にヘラ描の波状文が施されている。 中期

14-6 甕 胴 部 5本一組のクシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。
フク土
中期

14-7 壺 頸 部 10本 1組のクシ描波状文が、少なくとも 3帯施文されている。
フク土
後期

14-8 壺 頸 部 クシ描平行線文の下にヘラ描の鋸歯文が施されている。
フク土
後期

14-9 甕 頸 部 等間隔止めの簾状文の下にクシ歯波状文が施されている。
フク土
後期

方法等から中期的様相を示す資料として 14-1 -4の壺形土器片が出土しており、 14-8のよう

に頸部に櫛描平行線（あるいは簾状文か？）の下に箆描の鋸歯文が施される、後期的様相を持つ壺

形土器も出土している。覆土中からの遺物では、黒曜石剥片が 12点出土しており、その他弥生時

代以外の土器は伴出していない。本住居址の所産期については、弥生時代と思われるが、確実に

共伴すると考えられる資料がなく確定できない。 （高村）

2) 第 2号住居址

遺構（第 15図、図版五）

本住居址はB区北寄り調査区西

側で、全体層序第1V層茶褐色粘質

土面で検出された。住居址のほと

んどが西側調査区外になってお

り、また、第 1号溝状遺構により

東壁付近が全体に破壊されている

ことに加え、耕作による攪乱が北

壁部分に及んでいるため、住居址

A-

調査 区 外

[
 

Ml 

唖)

A
-

~ ー ニ疇冒
1 黒褐色土粘性強〈堅くしまる。

A' 

栢高669.2m

0 (1 :so) 2m 

第15図 第 2号住居址実測図
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の形態等はほとんど推測できない。

覆土は黒褐色粘質土層の 1層である。確認面からの壁高は、 6.5~11cmと浅く、ややなだらかな

立ち上がりを示している。幅 1mほどの範囲の床面の状況は、概ね平坦で固めてあった。

炉の位置は住居址の全容が不明なため明らかでないが、検出された床面とわずかな範囲の南壁

からみて、住居址の中央付近と思われる部分に長軸 65cmX短軸 45cm、深さ 3~ 8 cmの地床炉が

存在する。ビットは 2個検出されているが、本住居址に伴うと考えられる積極的な所見は得られ

なかった。

遺物 （第 16図、図版二十三）

本住居址からは覆土上部において 16-1・

2に図示した大型の高坪が出土している。

16-1の坪部は結合部から直線的に外傾しロ

辺部付近でさらに短く外反する。内外面とも

赤色塗彩が施されており、内面には横位のヘ

ラミガキが、外面には口辺部外反部分に横位

の、それ以下は縦位のヘラミガキが施されて

いる。 16-2は高杯の脚部で外面は赤色塗彩

が施され、内面上部はハケメ調整が、裾部付

近ににヨコナデが施されている。その他、黒 ゜
2 

(1 : 4) 10cm 

曜石剥片 3点が出土している。 （高村） 第16図 第 2号住居址内出土土器実測図

第 5表 第 2号住居址内出土土器観察表

挿図
器種 法函 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番 号

(25 4) 坪下部は直線的に外傾し、最上部で外 内）横位のヘラミガキが施されている。 B区耕作土
(9 5〉 反する。 外）坪上部に横位のヘラミガキが施され、 坪下 回転実測A

16-1 百 部に縦位のヘラミガキが施されてい る。

赤色塗彩

内外面に赤色塗彩が施されている。

(14 4) ほぽ直線的に開き裾部でわずかに外反 内）脚部下部には横位の ヨコナデが施され、 上
B区耕作土

16-2 喜
< 9.3〉 する。 部にはハケメが施されている。

回転実測A
外）縦位のヘラミガキが施されてい る。

内面に赤色塗彩

3)第 3号住居址

遺構（第 17図、図版六）

本住居址はC区南寄り調査区西側で、全体層序第IV層茶褐色粘質土面で検出された。住居址の

ほとんどが西側調査区外になっており 、また、第 1号溝状遺構によって東壁のほとんどが破壊さ

19 



れていたが、・わずかに東南

隅、南壁よりのコーナ付近

は検出できた。北壁は上部

のプラソ確認作業において

検出できず、表土よりの土

層断面から推測した。平面

形態等はほとんど不明であ

るが南北規模 437cmを測る

と思われる。

覆土は 6層に分割でき、

すべての層に焼土粒子、炭

化物が含まれており、特に

1層から 4層までは顕著で

あった。南壁の確認面から

の壁高は、 20.5-35.5cmと深く、ほぽ直線的になだらかな傾斜で立ち上がる。

床面には覆土で観察された焼土が第 17図のように調査区域外に入り込むように広範囲に分布

@ 

-A  

A
-

巣褐色土府 粘性強〈しまりあり 。焼土粒子を微嚢に含む。

赤褐色土府 粘性強〈堅〈しまる 。焼土粒子 を多祉に含む。

黒褐色土層 粘性強〈堅くしまる 。焼土・炭化物を含む。

4 黒色土層 粘性強く堅〈しまる。炭化物を多紐に含む、焼土を含む。°

5 Jt褐色土層 粘性強く堅〈しまる。焼土を少位含む。 (P2裂土）

6 焦褐色土層 炭化物を含む。 ・(Pl覆土）

標浙669m

(I : 80) 2m 

第17図 第 3号住居址実測図

しており、焼失住居址の可能性が看取できる。柱穴は RとBが住居址東方の主柱穴かもしれな

いが、住居址の全容があきらかではないことから速断はさけたい。

遺物の出土状況については、大型壺 (18-1)が南東コーナ付近、床面直上から頸部をp1の

上面に向け南西の方向に横倒しの状態で出土し、 Rの覆土内から壺の口饂部 (18-2)、小型甕

(18-3)、甕の底部 (18-4)の3点が、 18-4の上から 18-3さらにその上部より 18-2の

順に埋没していた。これら 4点の土器は、共伴する可能性が強いものと考えることができよう。

また、住居址覆土上部より古墳時代の遺物 (20-1• 2)が混入しており、あるいは該期の遺構

が存在していた可能性もあるが調査時においては確認できなかった。

遺物 （第 18- 21• 88図、図版二十三・ニ十四）

本住居址からは弥生土器、土師器が出土しており、弥生土器片の割合が高い。その内弥生土器

は 11点（実測図 6点、拓影図 5点）が図化できた。弥生土器の器種には、壺・甕・坪・高坪等があ

る。

（高村）

A
-

実測できた弥生土器の壺 (18-1)は胴部最大径を中央やや下部に有する無花果形の壺である。

外面調整は頸部に 8本から 10本を 1組とした櫛描波状文が 6帯以上施され、胴上部から胴部最大

径を有する付近まで赤色塗彩が施され、胴下部は縦位のハケメ調整の後、縦位のヘラミガキが施

20 



0 (1 : 4) 10cm 

第18図 第 3号住居址出土土器実測図
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第 6表 第3号住居址出土土器観察表

挿番号図 器種 法 籠 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

最大径胴下部に有す。底部から胴部最 内）横位のハケメ調整。 完全実測
(54 9〉 大径部分にかけやや内弯気味に立ち上 外）頸部 8本 -1本一組の波状文。胴上部から 内・外面共磨滅著しく、特

18-1 壺
(II 5) がり、胴部最大径部分から頸部にかけ 胴部最大径部分まで赤色塗彩。胴下部縦位 に内面凹凸のハクリ著しい。
(41 1) やや内弯気味に立ち上がり頸部で大き のハケメ調整の後縦位のヘラナデ（ヘラミ

くくぴれる。底部やや凸気味の平底． ガキ）

輪積み成形か？

(21.0) 口縁部は外反し、端部で小さ〈内弯し 内）赤色塗彩（横位方向ミガキ ）カ11liされている。 回転実測 B 
く7.8〉 て立ち上がる。 外）ハケメ調整ののち口緑部上部はヨコナデ。 Pl 

空-
口緑端部は 4-8本一組のクシ描波状文 口緑部ハクリが著 しい。

18-2 
（右回り ）が一帯施される。口緑部には赤色

塗彩が幅06-lcmの横位に走る線と縦位に

走る線と力咬宝封る文様と思われる部分がある。
(10.4) ロ径と胴部最大径（胴中央下）がほぼ同 内）ハケメによるヨコナデの後ヘフナデ（横位） 完全実測
(16.6> じで壺形をなす。 が施されている。 Pl 

頸部大きくくぴれ、口緑部は緩〈外反 外）口縁部ヨコナデ（横位）

18-3 
小形 (II 0) 気味に外傾し、端部で僅かに内弯する。 胴中央上部から胴下部はハケメによるナデ

甕 胴中央下 の後ヘラナデ（縦位）。

文様）頸部は11本一組の簾状文。胴上部は 9本

一組のクシ描波状文が各一帯ずつ施されて

いる。

底部からの立ち上がり部分 1cm程直線 内）ヘフケズリが施されている。 完全実測
(4.4〉 的である。 外）ヘラケズリした後に縦のヘラナデが施され Pl 

18-4 甕 (4.8) 底部中心部は 2mm程上げ底。 ているが、実測面ではそのヘラナデは観察

されない。

底部はヘラケズリしてある。

底部からの立ち上がり部分 1cm程直線 内）横位のヘフナデが施されているようだが実 回転実測 B 
< 4 7〉 的である 。 測不可能。

18-5 甕
(9 0) 外）立ち上がり部分横のヘラケズリの後、横の

ヘラナデが施されている。

立ち上がりの上部横のヘラケズリの後、縦

のヘラナデが施されている。

底部はほぽ平底。 内）横のヘラナデがあるようだが、余りはっき 回転実測 B 
< 3.6〉 底部からの立ち上がり部分がふ〈らん り残っていない。 接合関係 H-3とC区

18-6 甕 (6.8) でいる。 外）横の右回りヘラケズリの上に縦のヘラナデ

が施されている様だが、磨滅していて観察

しに〈い。

される。内面調整は横位のハケメ調整が施されている。又、成形方法は 3cmから 5cm幅の粘土帯

を用いた輪積成形と思われる。壺 (18-2)は口縁部のみで全器形は知り得ない。口縁部は外傾

し、端部で小さく内弯して立ち上がる。外面調整は口縁端部に 4本から 8本を 1組とした櫛描波

状文が右回りに 1帯施文されており、口縁下部には 0,6cmから 1cmの幅で横位に走る線と交差す

る形で赤色塗彩が見られる。また口縁部内面には赤色塗彩が施されている。

甕 (18-3)は最大径が胴中央やや下に位置する小甕である。成形方法は 2cmから 3cm幅の粘

土帯を用いた輪積成形と考えられる。外面調整は頸部に 11本 1組とした右回りの櫛描簾状文が 1

帯施文され、その下部に 9本 1組の櫛描波状文が 1帯施されている。胴部は縦位のヘラナデが行

われ、内面はハケメ調整の後横位のヘラナデが施されている。その他の甕 (18-4 ~ 6)は底部

から胴下部までしか残存せず全器形は知り得ない。 18-4の外面調整は底部ヘラケズリ、胴下部

縦位のヘラケズリの後、縦位のヘラナデが観察され、内面調整はヘラケズリの後、ヘラナデが見

られる。 18-5の外面調整は底部ヘラナデ、胴下部縦位のヘラ ナデが観察されている。18-6の

外面調整は底部ヘラケズリ、胴下部縦位のヘラナデが施されている。
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第19図 第 3号住居址出土土器拓影図

第 7表 第 3号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

19-1 空- 口縁部
口唇部に LR縄文が施文され、口縁部にクシ描波状（右回り）文

後期
が施文されている。内面には赤色塗彩が施されている。

19-2 甕 ロ縁部 9本一組のクシ描状文（右回り）が施されている。 後期

19-3 甕 ロ縁部
口唇部に縄文が施文され、 6本一組のクシ描波状文（右回り）が

後期
施されている。

19-4 甕 ロ縁部
貼付口緑、口唇部に LR縄文が施され、 8本一組のクシ描波状

後期
文（右回り）が施されている。

19-5 甕
頸． 8本一組のクシ描簾状文(3連止め・右回り）が施された後、 7

後期胴部 本一組のクシ描波状文（右回り）が施文される。

本住居址出土土器と位置づけた 19-1は壺の口縁端部に位置する破片であり、口万騨隕こLR縄

文が、口縁部は右回りの櫛描波状文が、内面は赤色塗彩が施されている。 19-~ は甕の口縁部に

位置する破片であり、 9本 1組右回りの櫛描波状文が施文されている。 19-3は甕の口縁部に位

置する破片であり、 口唇部に縄文が施され、口縁部は右回り 6本 1組の櫛描波状文が施文されて

いる。 19-4は甕の口縁部に位置する破片であり、口唇部にLR縄文の施された貼付口縁である。

文様は 8本 1組の右回り櫛描波状文である。19-5は甕の頸部から胴上部に位置する破片であり、

文様は頸部に右回り 3連止めの櫛描簾状文が施され、胴上部は 7本 1組の右回りの櫛描波状文が

観察できる。尚、 19- 1 -5は弥生後期

の様相をもつ土器片と考えられる。

20-1は小型甕の口縁下部から胴上部

に位置する破片であり、文様は口縁部と

゜
(1 : 4) 10cm 

第20図 第 3号住居址内出土土器実測図

第 8表 第 3号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

21-1 小
ロ縁～ 頸部に 6本一組のクシ描波状文（右回り）。口縁・胴部に 4本一

不明甕 胴部 組のクシ描直線文（波状文か？ ）が施されている 。

21-2 空＇ギ 胴 部 クシ描の垂下文の周囲にヘラ描の刺突文が施文されている。 中期

21-3 空． 胴 部
3本のヘラ描の平行線文の中に LR縄文が充填されている。下

中期
の文様帯にはヘラ描の刺突文が加えられている。

21-4 甕 胴 部
クシ描の斜走直線文が縦位羽状に施され、ヘラ描の刺突文が加

中期
えられている。

21-5 甕 胴 部 ヘフ描の刺突文が施されている 中期
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第 9表 第 3号住居址内出土土器観察表

挿図
器種 法旦 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

(13.5) 丸底。口辺部上部で内核をも って短か ，内）横のヘフナデの後、縦のヘラミガキが施さ 回転実測 A 
く5.0〉 〈外傾する。 れている。 口辺部上部横のヘラナデ。 非常に赤色の土である。

外）口辺部から底部までヘラケズリ。口辺部上
20-1 j不 部はヘラケズリの後横のヘラミガキが施さ

れている。

口辺部ヨコナデの後粗めの横位ヘラミガキ、

底部横位のヘラケズリ。
(12.2) 丸底で口辺部内弯している。 内）黒色処理した後、中心へ向かって暗文風へ 回転実測 B 
< 5.8〉 ラミガキ。

20-2 杯 ロ辺部ヨコナデの後横位のヘラミガキ。

外）底部は横のヘラケズ リの後、祖いヘラミガ

キが施されている。

胴上部に櫛描直線文 （波状文？）

が、頸部に右回りの櫛描簾状文が

施文されている。 20-2は壺の胴

部に位置する破片であり、文様は

櫛描の垂下文の周囲に箆描の剌突

r-.,._ 
、玄ぷ窃^

育化

゜
10cm 

文が見られる。 20-3は壺の胴部

に位置する破片であり、文様は箆描平行線文の中に縄文が充填され、下の文様には箆描の剌突文

が施されている。 20-4は甕の胴部に位置する破片であり、文様は櫛描斜走直線文が縦位羽状に

施文され、箆描の剌突文が加えられている。 20-5は甕の胴部に位置する破片であり、文様は箆

描の刺突文が観察できる。 20-2 -5は弥生中期後半の様相をもつ土器片であり混入遺物の可能

性が強い。その他図示し得なかった弥生土器で赤色塗彩の施された壺、高坪、坪の破片がある。

尚、混入遺物として土師器の坪 (21-1) (21-2)がある。杯 (21-1)は底部丸底で、口辺

部は上部で内稜をもって短く外傾する。外面調整は口辺部から底部までヘラケズリの後、口辺部

は横位のヘラミガキが観察され内面調整は横位のヘラナデの後、縦位のヘラミガキが施されてい

る。坪 (21-2)は底部丸底で口辺部は内弯している。外面調整はヘラケズリの後、口辺中央よ

り下に横位のヘラミガキが観察され、内面調整は黒色処理をした後、中心に向かって、暗文風に

ヘラミガキが施されている。これらの土師器は、その特徴から古墳時代中期終末から後期前葉に

位置づけられるものと思われる。

その他、 88-8の平基有茎打製石鏃が 1点出土している。

以上本住居址の所産期については、共伴する壺 (18-1• 2)及び甕 (18-3• 4)が時期判

断の良好な遺物と考えられるが、佐久地方において明確な弥生時代の編年が確立していないこと

と、同様な資料がみられない段階で明示することができない。今後、同様な資料の増加を待って

位置づけていきたい。しかし覆土内の出土土器の分析により櫛描文、赤色塗彩土器片が多く弥生

第21図 第3号住居址内出土土器拓影図

時代後期の可能性が強いと考えられる。 （羽毛田伸）
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4)第4号住居址

遺構（第 22図、図版七）

本住居址はC区のほぽ中央調査区西側で、全体層序第IV層

茶褐色粘質土面で検出された。住居址のほとんどが第 1号溝

状遺構と攪乱溝により破壊されており、北西隅は調査区外に

はいりこんでいるため、平面形態・規模等はほとんどつかめ

なかった。確認面からの壁高は、

床面は概ね平坦で固めであり、

6 -23 cmで西壁が深く、北

壁は浅い。壁の立ち上がりは、なだらかでやや直線的である。

9 ―̀ 
調査区外

＇ 

＇—-応→s ¥j 
P2 

直~--"'V'

疇l'm,'~
(T) 

が、本住居址に帰属するかどうかつかめなかった。その他、炉・壁溝等の付属施設は検出されて

し、なし 'o

遺物の出土状況については、床面直上より大型の赤色塗彩壺形土器が出土しており、共伴する

可能性が強い。
＼ 

第゚23図 第 4号住居址
内出土土器実測図

げ I器種I法迅： 成形及ぴ器形の特徴

-1胴部はふくらむ。

23-1 I甕 I(4.0〉
(6.0) 

ピットは 2個検出されている

．ゃ呼名宅醗 一

亨象 {/ 
I I 1 

第10表

第24図

第22図 第4号住居址実測図

第4号住居址内出土土器撮影図

第 4号住居址内出土土器観察表

調 整

内）ヘラナデが施されて いる。

外）胴部最下部は横位のヘラナデ、その上部は

縦位のヘラナデ。

備

回転実測

Hl4 

考

B
 

第11表 第 4号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 文 様 様 備 備 考

番号 種

24-1 空． ロ緑部 ロ唇部に LR縄文が施されている。
フク土
中期

24-2 空ギ ロ縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている。
フク土
中期

24-3 甕 胴部 5本一組のクシ描斜走線文が縦位羽状に施されている。
フク土
中期

24-4 甕
ロ・ 10本一組のクシ描簾状文（等間隔止め）が一帯施された後 8本一 フク土
頸部 組のクシ描波状文が施文されている。 後期

遺物（第 23• 24• 91図）

本住居址内からは、弥生時代中期、後期の土器が出土している。そのうち、図示できたのは甕

の底部 (23-1)のみである。中期的様相を示す土器としては、

25 
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形土器の口縁部 (24-1)、同じく口唇部に箆描の刻目が観察される壺口縁部 (24-2)等がある

が、床面直上より出土している大型の赤色塗彩壺形土器等から弥生時代後期的様相の強い住居址

と思われる。尚、西壁に接して床面より浮いた状態で砥石 (91-8)が出土している。（高村）

5) 第 5号住居址

遺構（第 25図、図版七）

本住居址はC区北寄り調査区西側で、全体層序第IV

層茶褐色粘質土面で検出された。第 1号特殊遺構と重

複関係にあり、プランの北東部を破壊されている。ま

た、第 1号溝状遺構と攪乱溝により東壁部分が破壊さ

れており、西壁については調査区外のため確認できな

かった。覆土は 1層で粘性が強くローム粒子・焼土粒

子を含む黒褐色土層である。確認面からの壁高は約 8

cmと浅く、概ね平坦である。ピットは 4個検出されて

おり、深さはそれぞれ Rが31cm、 Rが32cm、Bが

36 cm、R が6cmを測る。その他、炉・壁溝等の付属

施設は検出されていない。

遺物（第 26図）

本住居址内からは弥生土器片・土師土器

片・須恵器片が出土した。いずれも小破片

のため実測し得なかった。

拓影図 (26-1)は壺の胴部に位置する

破片で文様は上部箆描平行直線文中に、 5

本 1組の櫛描剌突文、下部は箆描連続山形

文の中に箆描の剌突文が施されている。

26-2は壺の胴部に位置する破片で櫛描文

A p4 
調査区外

- -

虚 p3 ◎P1 

A 焼土プロック A' 

-1 
I II 

Tl 

l 焦褐色土層 標高669.6m

帖性強く堅くしまる 。 0 (I : 80) 2 m ・ ・

ローム粒子・焼土粒子を含む。

第25図 第 5号住居址実測図
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第26図 第 5号住居址内出土土器拓影図

10cm 

と横走平行線文の組み合わせ、垂下文の周囲に、箆描剌突文が施されている。 26-3は壺の胴部

に位置する破片で箆描横走直線文が施されている。 26-4は壺の胴部に位置する破片で箆描横走

直線文中にLR縄文が 1帯問隔で充填されている。 26-5は壺の胴部に位置する破片で 2帯の櫛

描平行線文の間にRL縄文が充填され更に箆描の連続山形文が施されている。 26-8は壺頸部に

位置する破片で文様は櫛描横走平行直線文が施されている。その他壺破片の拓影図で表せなかっ
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第12表 第 5号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

26-1 空-='=" 胴 部
上部ヘラ描の平行直線文中に、 5本一組のクシ描刺突文、下部 フク土
はヘラ描連続山形文、中にヘラ描の刺突文が施されている 。 中期

26-2 壺 胴部
クシ描の垂下文と横走平行線文の組み合わせ。垂下文の周囲に フク土
ヘラ描の刺突文が施されている 。 中期

26-3 空． 胴部 ヘラ描横走の平行線文が施されている。 フク土
中期

26-4 空-='= 胴部 ヘラ描の横走直線文中に LR縄文が一帯間隔で充填されている。
フク土
中期

26-5 壺 胴部
2帯のク シ描乎行線文の間に RL縄文が充埴され、更にヘラ描 フク土
の連続山形文が施文されている 。 中期

26-6 甕 胴部 クシ描の簾状文の下に 、クシ描横走平行線文が施されている。
フク土
中期

26-7 甕 口縁部
4本一組のクシ描波状文と、簾状文が施されている 。 口唇部に フク土
はヘラ描による刻目が施されている 。 後期

26-8 空-='=" 頸 部 クシ描の横走平行線文が施文されている。 フク土
不明

たもので、赤色塗彩破片、無文土器破片がある。

拓影図 26-6は甕の頸部から胴部に位置する破片で、櫛描簾状文の下に櫛描横走平行線文が施

されている。 26-7は甕の口縁部から頸部に位置する破片で、口唇に箆描による刻目が施され、

ロ縁部に 4本 1組の櫛描波状文が施され、頸部には櫛描簾状文が施されている。その他甕口縁部

有段状を呈し、口唇にLR縄文が施され口縁部に箆描山形文が施されている破片、口縁部は有段

状を呈し赤色塗彩が施され、口唇にLR縄文、口縁に箆描連続山形文が施されその中にLR縄文

が施されている破片、胴部に櫛描斜走直線文の施されている破片がある。

その他、赤色塗彩が施され、口縁端部に突起のある高坪破片が見られる。

尚、土師器甕及び坪破片については、特殊遺構との重複関係からの混入とみられ、須恵器杯及

び甕の小片 2点については、まったくの混入と判断する。

以上、出土遺物に弥生中期後半的な特徴がみられることから、本住居址の所産期もそれに近い

時期と考えておきたい。 （羽毛田伸）

6) 第 6号住居址

遺構（第 27図、図版七）

本住居址はD区中央付近調査区の中ほどで、全体層序第IV層茶褐色粘質土面で検出された。住

居址の東側大部分が攪乱により破壊されており、西壁の中央付近から東西に直線的に第 1号溝状

遺構に関連する小さな幅の溝状遺構が覆土上部を攪乱しているが、床面までは達していない。平

面形態は検出できた西壁の観察から、中央にやや膨らみをもった胴張りの隅丸方形になると思わ

れ、西壁長 502cmを測る。覆土は 1層で、粘性が強くローム粒子を含む茶褐色土層である。西壁
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Q (I : 80) 

の立ち上がりは、やや急角度で直線的であり、確認面からの

R 壁高は西方が深く、約 30cmを測る。

床面は平坦であり 、深さ 24cmを測る柱穴が西壁中央から

60 cm内側に検出されている。

遺物の出土状態は、南西壁際において床面より約 16cm程上

部で甕 (28-1)が出土している。

2m 

第27図 第6号住居址実測図

遺物 （第 28• 29図、図版二十三）

本住居址からは、弥生土器が出土している。その内 15点（実

測図 6点・拓影図 9点）が図化できた。

器種には壺・甕 ・坪 ・高坪等がある。

壺形土器としては、全器形を知り得た資料は出土していな

いが、29-1 -4の拓影図に示したように、頸部から胴部に

かけての文様が観察できた。 29-1• 3は頸部が細く括れる

深堀遺跡で出土した完形の壺形土器の器形に近い土器と思わ

ね箆描沈線と縄文の組み合わせによる施文がなされている。

甕形土器としては、 28-1が唯一、全器形を知り得た資料

で口縁部に最大径があり、胴上部でややふくらむものの大き

な屈曲はみられず、頸部付近が直線的に立ち上がり、有段状

の口縁部を形成している点に特徴が見られる。口縁部外面にはLR縄文がみられ、頸部から胴部

下半中程まで櫛描波状文が施されている。 28-2は口縁部から胴中位ほどまでの破片であるが胎

戸
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第28図 第6号住居址出土土器実測図
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(I 4) 10cm 

第29図 第6号住居址出土土器拓影図

土・焼成とも良質な感じを受ける。頸部に櫛描波状文が一帯 1周していると思われ、その下部は

縦位の羽状の斜走直線文が施されている。 28-2と同様、頸部に櫛描波状文、以下、縦位の羽状

の斜走直線文が施され、さらに、口唇部にLR縄文が加えられる甕 (28-6)が存在する。器形

では 29-6の土器口縁部がやや強く外反することが観察でき、両方とも丁寧な調整が施され精製

土器の感を受ける。 29-5の口縁部は頸部との接合痕を外面に未調整のまま残しており、口唇部

にLR縄文を施した後、箆描の刻目が 1周すると思われる。頸部以下には間隔をおいた斜走直線

文が施されており、やや大きめの甕になると考えられる。その他、 29-7は口唇部に箆描の刻目

がみられ、頸部付近に櫛描波状文が観察出来る小破片がある。以上の甕形土器には、器形に共通

第13表 第 6号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法量 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番 号

(14 8) 最大径は口緑部にあり、口縁部は有段 内）口縁部、 ヨコナデの後、粗いヘラミガキ。 回転実測 B 
(17 3〉 状に立ち上がり、胴部は中位で小さ〈 胴一底部、ハケメによる調整の後横位のヘ 接合関係

(6.4) ふくらむ。器厚が厚〈、全体にゴツィ ラミガキが施されている。 No4+5+II区十 7ク土

弥生
ロ径 雰囲気がある。 外）口縁部はヨコナデ。胴部は、ハケメ調整の 破片の一部に内面が真黒に

28-I 
甕

後、胴下半部には、上半部に波状文施文の なっているものあり、 2次

後ヘラナデ（縦位）が施文されている。 焼成によるも のか。

文様）口緑部は、 L):¥縄文が施されている。

胴部上半 7帯の クシ描波状文（右回り）が施

されている 。やや雑である。

(14.0) 口緑部は短かく外反し、胴部は小さく 内）単位の細かいヘラナデが粗に施されている。 回転実測 B 
く60) ふくらむ。 外）口縁部ヨ コナデ。他は不明。 II区

28-2 甕 文様）頸部にクシ描波状文（右回り）が一帯。 接合関係 II区のみ

胴部にクシ描斜走直線文が縦位羽状に施さ 楼茶褐色

れている。 焼成良好

内）ハケメの後ナデが施されている。 回転実測 A 

28-3 壺
く3.3〉 外）下位に横位ヘラナデ、 上位に斜位のヘラナ 裂土

(9.7) デが施されている。 胎土黒褐色

焼成良好

内）ナデカ哺且されているが不明瞭 回転実測 B 

28-4 甕
く20〉 外）ヘラナデが施されている。 II区

(8 4) 茶褐色

焼成良好

内）ハケメ調整の後、横位のヘフナデが施され 回転実測 A 

28-5 甕
く26〉 ている。

(6.9) 外）ハケメ調整の後、斜位のヘラナデが施され

ている。

28-6 甕 く(I6 6I〉) 
内）祖いヘラナデが施されている。 回転実測 A 
外）ハケメ調整の後、ヘラナデが施されている。
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第14表 第 6号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考

番号 種

29-1 空． 頸部
LR縄文が頸部のほぽ全面に施された後、 3本のヘフ描横走平

フク土、中期行線文、 2本のヘラ描連続山形文が施文されている。赤色塗彩

29-2 空- 頸部 ヘラ描横走平行線文が施されている 。
II区
中期

29-3 空-±, 胴部
ヘフ描横走平行線文と連孤文の組み合わせ。連孤文中に LR縄 No. 3 
文が充填されている。 中期

29-4 空"""" 胴部
ヘフ描の沈線文が、楕円状に施されていると考えられ、その中 I区フク土
にクシ描直線文が施されている。 中期

29-5 甕
ロ縁～ ロ唇部に、 LR縄文が施された後、ヘフ描の刻目が施文されて I区フク土
胴部 いる。胴部は、 6本一組の斜走直線文。 中期

29-6 甕
口縁～ ロ唇部にはLR縄文が施文されている。頸部は8本一組のクシ描波状文（右回り）、 フク土
胴部 胴部には 7本一組の斜走直線文が縦位羽状に施されている。 中期

29-7 甕
口縁～ 口唇部にヘフ描の刻目が施され、頸部にクシ描波状文が施され II区
頸部 ている 。 中期

29-8 甕
頸部～

胴部に、 10本一組の クシ描斜走直線文が施されている 。
II区

胴部 中期

29-9 甕 胴部
4本一組のクシ描波状文が施文された後、ヘフ描の刺突文が施 II区
されている。 中期

性がみられ 28-2がやや胴部に最大径をもちそうであるが、その他は、ほぽ 28-1のような口縁

部に最大径をもつ直線的な器形になりそうである。

その他、内外面赤色塗彩が施される杯及び高坪の土器が出土しているが、いずれも細片のため

器形はほとんどわからない。

以上のことから、これらの覆土内出土土器は、弥生時代中期後半の土器群と位置づけておきた

1, ヽ

7) 第 7号住居址

遺構（第 30図、図版八）

本住居址はD区、第 6号住居址と接してその北方に

位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面で検出された。

第 6号住居址との重複関係は、大きな攪乱により破壊

されているため明らかでない。さらに、住居址の北方

においても耕作の攪乱が床面まで及んでおり、また、

西方を第 1号溝状遺構により切られていることから、

西壁の一部が検出できたにすぎない。したがって、平

面形態・規模等については、ほとんど不明である。

覆土は一層で、粘性が強くローム粒子を含む茶褐色

土層である。西壁の立ち上がりは、急角度でほぽ直線

30 

（高村）
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1 茶褐色土層 帖性強く堅く しまる。 標/,$667.5m

ローム粒子を含む. 0 (I : 80) 2 m 

第30図 第 7号住居址実測図



的になっており、その壁下に第 30図のように深さ 2-3 cmの壁溝が存在する。

床面はほぽ平坦で、第 1号溝状遺構近くに深さ 5cmの掘り込みをもつ焼土層が検出されたが、そ

の性格については明らかにできなかった。

遺物（第 31• 32図）

本住居址からは、弥生土器、土師器が出土している。土師 -~ しdシ:;
器は、糸切り痕が観察ができる坪底部の小片 1点で混入遺物 。(1: 4) 5 cm 

と考える。 第31図 第7号住居址出土土器実測図

弥生土器の器種としては、壺・甕・台付甕・甑・坪あるい

第15表 第7号住居址出土土器観察表

げ器種法泣成形及び器形の特徴 調 考:ft〗［犀雪口□ ~I~:i1i~!ei冨凸屑且三門

6
 

彎‘ 疇 7

3
 

10cm 

第32図 第7号住居址内出土土器拓影図

第16表 第7号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

32-1 空-=>a- ！同部
ヘラ描の連孤文が 5本認められ、 LR縄文が、一帯おきに施文

中期されている。

32-2 空． 胴部
ヘラ描の垂下文の中に クシ描直線文が充填され、その下部ヘラ

中期描横走平行線文と RL縄文の文様帯がみられる。

32-3 甕
口縁～ 口唇部に LR縄文が施文されている。

中期頸部 頸部以下はヘラ描の斜走直線文が縦位羽状に施されている。

32-4 甕
頸～ 頸部に 4本一組のクシ描波状文（右回り）を 2帯、胴部に 5本一

中期胴部 組のクシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。
32-5 甕 胴部 クシ描波状文の下部にヘラ描の刺突文が施文されている。
32-6 甕 胴部 クシ描斜走直線文上にヘラ描の刺突文が施されている。
32-7 壺 口縁部 口唇部に指頭による押さえが施されている。
32-8 空． 口縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている。

32-9 空-='= 口縁部
口唇部に LR縄文が施された後、クシ歯状工具による刻目が施
されている。
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は鉢、高坪等があるが、いずれも破片が多く、実測できたものは 1点で甑の底部 (31-1)と思

われる。

壺としては胴下部に箆描の連弧文に、 1帯おきにLR縄文が施される破片 (32-1)と箆描垂

下文が観察される小片 (32-2)が出土しており、大型の壺形土器になるものと考える。また、

ロ唇部にある箆描の刻目が加えられる壺と思われる口縁部片 (32-8• 9)も見られる。

甕としては、口唇部に縄文が施文され、 口縁部短く外反し、頸部から条痕文的櫛描の縦位羽状

文が施されるやや小型の甕の小片 (32-3)と6住で出土した甕と同じ文様パター ソと考えられ

る頸部～胴部の破片 (32-4)がある。 32-4と6住の甕 (28-2• 29-6)との文様施文の相

違点は、頸部に 2帯の櫛描波状文を巡らし、縦位羽状文も変形的に感じられる。その他、台付甕の

台部と思われる土器が出土している。

坪は器壁の薄い、内外面赤色塗彩が施されるやや大型の口辺部が出土しており、あるいは鉢か

もしれない。また、内外面赤色塗彩の土器が存在するが、高坪の坪部の破片と考えられる。

以上、本住居址の出土土器は、壺 32-1・2や甕 32-4等の観察から弥生時代中期後半の様相

を示すものと考えられる。 （高村）

8) 第 8号住居址

遺構（第 27図、図版九・十）

本住居址はD区北寄り調

査区東側で全体層序第IV層

茶褐色粘質土面で検出され

た。 9住・ 11住と重複関係

にあり、プラ｀ノ検出の際、

覆土上面でそれぞれの住居

址を切って構築されている

ことが確認できた。平面形

態は住居址の東側が調査区

外のため全容はつかめない

が、西壁長 414cmを測る隅

の角張った方形を呈するも

のと思われる。カマドを基

準とした主軸方位は真北を

示す。

In 

1<! 

◎
凡

c
P
l
o
p
s
 

1 黒褐色土層 粘性強く座くしまる．

ローム粒子・焼土粒子を少批含む。

荼

綴`

図
均

迅
6

叫

≪:I -------------・o::il 

楳i11;667,3m

0 (I : 80) 2 m 

第33図 第 8号住居址実測図
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覆土は 1層で粘性が強くローム・焼土粒子を

含む黒褐色土層である。確認面からの壁高は 3,

5~17 cmと浅く、やや急傾斜で立ち上がる。

床面は北方がやや低めではあるが概ね平坦で

あった。柱穴は 5個検出されており、それぞれ

の深さは R が 15cm、 B が 25cm、Bが51cm、

Rが 16cm、 Rが26cmを測る。北壁の調査区

外寄りには焼土が存在し、その位置及び土質か

らほとんど破壊されたカマドと思われるが形態

及び構材等はあきらかでない。 （高村）

fo:i ¥co 

R
 

I°'- 屈

A
 

A
 

~ 
遺物 （第 35• 36図）

本住居址内からは弥生土器片、土師器器片、

土製紡錘車が出土した。そのうち実測し得たも

のは土製紡錘車のみである。

本住居址は 9住（古墳時代） 11住 （不明）を切っていることから、本住居

址の所産期はそれ以降と考えられる。そのことから本住居址内出土遺物を

I I!/. 褐色土吊 枯性あり 。焼土粒子を含む。

焼土屑

黄褐色土層 粘性強い。

0 (1 : 30) lm 

第34図 第8号住居址カマド実測図

観察してみると、医示し得なかった土器片で、土師器甕破片は 1点で、こ こJD

゜れは器肉薄く外面ヘラケズリ、内面ヘラナデが施され、外面にco2の付
10cm 

着が観察でき、真間・国分期と思われる薄甕の破片である。土師器坪破片
第35図第 8号住居址

内出土土製品実測図

は2点で、 1つは内面黒色研磨が施され、他は内外面共に磨滅著しく調整

不明である。

以上本住居址出土の土師器片は 3

点のみで、 真間・国分期の特徴がみ

られるもののいずれも小片で、本住 ゜
2
 

v
£
 

｀
＂

営

し、̀p1
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マ

｀
 

(1: 4) 10cm 
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第36図第 8号住居址内出土土器拓影図

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

36-1 空ギ 胴部 粗いク シ描、連孤文が施されている。 中期

ヘラ描の横走平行線文の中にヘラ描 ・クシ描の刺突文が施され
36-2 壺 胴部 中期

ている。

36-3 空ギ 胴部 ヘラ描の横走平行線文と、ヘラ描の刺突文の組み合わせ。 中期

36-4 甕 ロ縁～ 4本一組の クシ描斜走直線文が、 まばらに施されている。 中期胴部

第17表 第8号住居址内出土土器拓影図観察表
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居址の所産期を確定することはできない。

尚、混入遺物として弥生中期的様相をもつもの (36-1 ~ 4)などと、弥生後期的様相をもっ

土器片が含まれている。土製紡錘車 (35-1)は穿孔面に繊維物の付着が認められる。 （羽毛田伸）

9) 第 9号住居址

遺構 （第37図、図版九.-t-) 

本住居址はD•E区にま

たがる調査区東側で、全体

層序第IV層茶褐色粘質土面

で検出された。 8• 11住と

重複関係にあり、プラン確

認の際、南壁が 8住に切ら

れ、西壁プランがはっきり

と確認できたため 3棟の構

築順序は、古い時代から 11

住→ 9住→ 8住になると考

える。平面形態は南壁部が

8住によって破壊されてい

ることと、東側が調査区外

のためあきらかにできな

し、

゜

8住

A
 

8住

B
-

調査区 外

1 I 

第37図 第 9号住居址実測図

B' 

A' 

A' 

覆土は 1層で、粘性が強

く、 ローム粒子 ・焼土粒子

少量を含む黒褐色土層であ

る。確認面からの壁高は 8~10 cmを測り床面はほぽ平坦であった。床面より柱穴が 5個検出され

］ 黒色土府 枯性強 く堅 くしまる。

ローム粒子を含む。焼土粒子を少嚢含む， 襟蘭667.4 m 

0 (1 : 80) 2 m 

ており、深さは Rが15cm、 Rが15cm、 Bが 17cm、 Rが 10cm、 Rが15cmで、住居址内の

位置等から R• R が主柱穴と推測する。検出された北壁中央上面において焼土粒子を含んだ

土層が存在し、カマドの可能性が強いと判断したが、その下部より深さ約 30cmのピ ットが存在し

カマドと位置づける積極的な資料は得られなかった。

遺物の出土状況は調査区外付近の北壁下に高坪の坪部 (38-4)が出土し、また、 RとRを直

線で結んだ線上の、中央からややRよりに床面より 5cm程浮いた状態で壺の口縁部 (38-2)が

出土している。 （高村）
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遺物 （第 38• 39・40図、図版二十三）

本住居址からは土師器が出土しており、そのうち 5点が図化できた。混入遺物として多量の弥

生土器片が出土し、そのうち 4点 （実測図 1点、拓影図 3点）を参考資料として図化した。

土師器の器種には、甕・壺・坪・高坪がある。

甕は、頸部に接合帯をもち、口縁部器肉厚く「く」の字状に立ち上がり、内外面共にョコナデ

が観察できる 38-1がある。

壺 (38-2)は口縁部のみで全器形を知り得ないが、口縁部外反し、口縁端部やや内弯する土

器であり、類例があまりみられず今後の研究にまかせたい。

n 
ー/‘‘ ((, □□3 

0 (I : 4) 10cm 

第38図第 9号住居址出土土器実測図

第18表 第9号住居址出土土器観察表

、‘、し
.‘ 

挿図
器種 法就 成 形 及 び 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番号

(16 8) 頸部は「〈」の字状に外反しており、頚 内 ・外面共に、頸上部はヨコナデが観察できる。 回転実測 B Nu2 
38-1 痰 く50〉 部より上方の器壁がより厚い。 細かい小石粒子を多く含む

が焼成は良好。
(8  8) 頸部は緩かに外反し、接合痕が観察で 内）口縁部から頸部にかけてヨコナデ、それよ 回転実測 B No.3 

38-2 空てコ
< 5 1〉 きる。 りも下方にヘラナデ。 細かい小石粒子を多く含み

外）縦位のハケメ→ヨコナデ→縦位ヘラナデの 焼成はややもろい。

順に施されている。

(14 2) 口緑部は「く」の字状に外反しており、 内）ナデ調竪 回転実測 A 
く5.3〉 ロ唇部には鋭さがある。 外）口辺部～底部上方にナデ調整。その下方に 小石粒子を多く含んでいる

丁寧な縦位のヘラナテ＇が観察できるが、器 が、外面は粒子が沈みなめ

38-3 J不
面は祖れ、順序は不明。 らかであり、内面は浮いて

いた小石粒子が後に剥がれ、

その痕がポツポツと多数観

察できる。

焼成良好
(17 2) 坪部下端外而にわずかに稜を持ち、脚 内）底面に至るまでヨコナデ． 完全実測 No 1 
く72〉 部との接合部分はソケ ット式になって 外）口縁部はヨコナデ。底部に至るまでは縦位 細かい小石粒子を多少含む

38-4 嘉
いる。坪部内面の底面に関しては、中 のヘラケズリ。底面においては、脚部との が、調整により粒子が沈み、

央が幾分盛り上がっている。 接合部を中心に横位→縦位の順にヘラケズ 器面はなめらかであり、焼

リ。調整時の順序は、縦位のケズリの後、 成は良好である。

部分的に横位ケズリが施されている。

焼成前に外部よりあったと思われる。 内）横位へのヘラナデが施されているが租である。 破片実illll
38-5 爵く53〉 穿孔がある。 外）ヘラミガキが丁寧に施されており、裾部に 細かな小石粒子を多少含む

は、わずかに沈線を施している。 が、焼成は良好。
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坪は口縁部に内稜を有し口辺上部ナデ調整、下部へ

ラケズリの観られる 38-3がある。

高坪は坪部平坦で外稜を有し、坪上部は外傾、口縁

端部でやや内弯するもの(38-3)、脚部はなだらかに

開き、円形の透しを有するもの(38-4)がある。 38-

4は脚部中央に最大内径 1.3cm最小内径 1.05cmの透

しを有し、市道第 3号竪穴状遺構出土の透しを有した

高杯に類似している。

尚、混入遺物 39-1は最大径を、口縁端部に有し、

ロ縁部から頸部にかけ櫛描斜走直線文、頸部に櫛描平

fい

゜
(1 : 4) 10cm 

第39図 第 9号住居址内出土土器実測図

2 

0 (I : 4) 

行線文が施文された弥生中期後半と考えられる甕であ 第40図 第 9号住居址内出土土器拓影図

第19表 第 9号住居址内出土土器観察表

：悶器種法盈 成形及ぴ器形の特徴,,_,:J~ 胃:m三攣~~
調整

内）横位ヘラナデ。
外）口縁部にハケメ調整が残っている。
文様）口縁部から頸部にかけて 9本一組のクシ

描斜走直線文。その後、頸部に沿うように
して10本一組のクシ描横走乎行線文が一帯
施されている。

備 考

回転実測 B 
細かい小石粒子を多少含む
が焼成は良好である。色調
は内面が白黄掲色、外面が
暗茶褐色。

第20表 第 9号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位

番 号 種
文 様 備 考

40-1 空~ 頸部
ヘフ描横走平行線文の文様帯内にヘフ描斜走直線文が横位羽状 赤色塗彩
に施されている。 後期

40-2 空ギ 頸 部 クシ描のT字文か施されている。
赤色塗彩
後期

40-3 空ギ 頸 部 クシ描の簾状文が施されている。
赤色塗彩
後期

り資料提示に留めておく。その他、壺には赤色塗彩が施され頸部に箆描平行線文と箆描斜走直線

文の組になった 40-1、櫛描T字文の 40-2、櫛描簾状文の 40-3がある。

以上、本住居址出土の内稜を有する杯 (38-3)は市道遺跡第 8号住居址出土の杯に類似して

おり、高坪 (38-4)の類型は本遺跡第 1号特殊遺構に良好な資料で検出されていることから本

住居址は第 1号特殊遺構と同一時期の可能性が強いといえよう。 （羽毛田伸）

10) 第 10号住居址

遺構（第 41図、図版十）

本住居址はE区の北方寄りで、全体層序第IV層茶褐色粘質土面で検出された。西壁のほとんど

と北西隅付近は、第 1号溝状遺構により破壊されており、北壁と東壁の半分以上が攪乱されてい
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て不明である。 また、南東隅は調査区外になっているが、検出された南壁・南西隅・北壁の一部

及び柱穴の位置から東西 604cm、南北 607cmの隅丸方形を呈する大型の住居址と思われ、長軸方

位はN-1"- Wを示す。覆土は 1層で、粘性強く、パミスを多量に含む茶褐色土層である。確認

面からの壁高は、北壁が浅く、南壁が深めで 5-26.5 cmを測る。また壁はややなだらかな傾斜を

もって直線的に立ち上がる。

床面は平坦で固く、柱穴が 3個検出されている。柱穴の位置は住居址プラン内で規則的な配置

が看取でき、北東隅に位置したと思われる柱穴が攪乱によって破壊されたことを考え合わせると、

これら R - B は主柱穴と判断できる。 炉・カマド等の火を使用した痕跡は、調査時において

認められなかった。その他、南壁の中央付近と思われる位置に長軸 100cmX短軸 50cm、深さ 25cm 

の方形土坑が、壁直下に位置しているが本住居址との帰属関係についてははっきりしない。

遺物の出土状況については、 R の南西隅寄りに床面直上で堵 (42-1)が出土しており、本
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住居址に共伴する可能性が強い。 42-2は R の覆土から、また、 43-1の甕及び 43-3の胴下

部から底部はP4の北方に床面より 7cm程浮いた状態で出土している。 （高村）

遺物（第 42~44図、図版二十三）

本住居址からは、土師器・弥生土器が出土している。このうち、 9点（実測図 5点、拓影図 4点）

を図化した。土師器は古墳時代前期に位置づけられる可能性が強いものと、古墳時代中期に位置

づけられる可能性が強いものとに二大別される。整理過程においてこの二時期の土師器のいずれ

が本住居址に帰属するか慎重に検討を重ねた結果、出土状況、遺構の属性などから、前期を共伴

遺物、中期を混入遺物と見傲し、遺物の記載もこれに準拠して行うことにした。また、弥生土器

については、後期のものがほとんどであり、古墳前期の土器と共存する可能性が認められるもの

も存在するため、合わせて詳細な記述を行っておきたいと思う。

古墳時代前期と考えられる土師器の器種には、図化した堵 42-1• 2の他に、壺・甕・高坪が

ある。壺には有段状を呈する小型の複合口縁壺の口縁部と考えられる破片があり、甕には素口縁

で平底、あるいは台付のハケメ調整の甕の口縁部・胴部片

44-4、高坪には、脚部が柱状を呈し、赤色塗彩が施される

小型の高坪の脚部片等がある。堵 42-1は、口縁部は幅広く

胴部に近い径を有して長 く伸び、胴部は中位よりやや下位に

最大径を有するつぶれ気味の球形を呈する。底部は辛うじて

平底を呈するが、 3.3cmX4.0 cmの楕円状の小さなものであ

る。外面調整は口縁部の上部に横位、他は全面にわたり縦位

のヘラミガキが施されている。また、口縁部内外面、胴部外

面には薄い赤色塗彩が施されている。内面調整は、口縁部は

縦位のヘラミガキ、胴部は横位のヘラナデが施されている。
、、）二心

0(1:4)5Cm 

42-2は42-1と同形態のもとの考えられる。外面調整は横 第42図 第10号住居址出土土器実測図

第21表 第10号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法筵 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

胴部中央に最大径を持ち、ややつぷれ 内）口緑部に縦位ヘラミガキ。 回転実測 A No. l 
く147〉 た球形をしている。底部は平底で小さ 頸部以下は横位ヘラナデ。 細かい小石粒子を多少含む

42-1 壺
(2.1) 〈、底面は33(cm) X4.0(cm)の楕fil形 外）全体に縦位ヘラミガキが丁寧に施されてい が焼成は良好。
但し をしている。内面に接合痕を観察する る。赤色塗彩が施されている。
楕円形 ことができる。口緑部は素口緑で、長

7 2 〈大きく外傾する。
ロ縁部は完全に残ってはいないが、頸 内）頸部～口縁部に横位のヘフ ミガキが丁寧に 破片実測 ビット4

< 2.6〉 部より「く」の字状に外傾、上方で外 施されており、赤色塗彩される。頸部以下 細かい小石粒子をわずかに
広 反する。 は無彩である 。 含むが、胎土は緻密で焼成42-2 ロ

外）全体に横位のヘラ ミガキカ哺訳され、赤色塗 良好。壺
彩される。調整は、外面より内面頸部以上
の方が丁寧にミガキがかけられている。
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位のヘラミガキ、内面調整も口縁部に横位のヘ

ラミガキが施され、内外面ともに赤色塗彩がみ

られる。

古墳時代中期と考えられる土師器の器種に

は、甕がある。甕 43-1は、器肉が厚く、口縁

部は「＜ 」の字状に強く短く外反して、上端部

でわずかにふくらみ内弯気味となる。胴部は偏

球胴を呈すると考えられ内面の口縁部と胴部の

境には、 2段におよぶ接合帯がみられる。また、

調整は口～胴部にかけて暗文風のヘラミガキが

全面に施されていると考えられる。 43-2は

「く」の字状に強く短く外反する 口縁部に胴部

は偏球胴を呈すると考えられる。外面調整は、

ロ縁部は横ナデ、胴部は粗いハケメ調整ののち、

ヘラナデが施されている。 43-3は偏球胴を呈

すると考えられ、底部は周縁部に粘土帯をドー

ナツ状に貼付けた結果、若干中凹みとなってい

る。外面調整はハケメ調整ののちヘラナデが施

されている。この他、 J宛か杯と考えられる小片

もみられる。

時期不明のものは 43-4がある。 43-4は1

孔を有する甑の底部片で、外面にハケメ調整が

施されている。

ヽI

｀ ({ 

蓬`三
==—立

"' 2 ,, 
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第43図 第10号住居址内出土土器実測図

第22表 第10号住居址内出土土器観察表

挿図
器種 法 緑 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

番号
(13 6) 器壁は厚＜、頸部は「く 」の字状に外 内）ヘフナデが施されている。 回転実測 B 

43-1 甕
< 9 0〉 反しており、外面の口縁部には、わず 外）口縁部にヨコナデ、その後、丁寧にヘラミ 細かい小石粒子を多く含ん

かに稜線を持つ。内面に接合帯を持つ。 ガキが施されており、そのミガキは頸部を でいるが、焼成は良好であ

境に上・下に分かれている。 る。

(17.6) ロ縁部「〈」の字状に大き（外傾し、 内）胴上部はハケメ調整（横位）、口縁部はヨコ 回転実測 B No 2 

43-2 褻
< 9.0〉 外反する。胴部球状を呈する。最大径 ナデが施される 。 粒子粗い。内面磨滅著しい。

は胴部にある。輪積成形。 外）胴上部はハケメ調整の後ヘラナデ、口緑部 E区耕作土

はヨコナデが施されている。 甕胴下部～底部と接合？

底部凹状を呈す。 内）ハケメ調整（横位方向）の後、底部ヘフナデ。 完全実測

43-3 甕
く12.4〉 胴部球状を呈すと思われる。 また、胴部の継ぎ部分はヘラナデ。 粒子粗い。

(6.4) 輪栢成形。 外）ハケメ調整（縦位方向）の後、ヘラナデ （縦 No 2 

位方向）。

単孔をもつこしきで、胴部はやや内弯 内）ヘフナデ（斜位方向）が施されている。 回転実測 A 
43-4 甑 く(45. .40> ) 気味。 外）ハケメ調整（縦位方向）が施されている。 色調は外面赤褐色。
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第23表 第10号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考

番 号 種

44-1 空-±, 頸～胴部 頸部にクシ描横走平行線文が施されている。 弥生後期？

44-2 
空`  頸 部 クシ描T字文が施されている。 弥生後期？

44-3 空． 頸 部
クシ描横走平行線文が施された後、ヘラミガキカ屯足位に加えられ、 赤色塗彩

T字文風に仕上げられている。赤色塗彩が施されている。 弥生後期？

44-4 甕 口縁部 ハケメが施されている。
素口縁

古墳前期？

弥生土器の器種には壺がある。 44-2は胴

疇饂苧 ． 
‘‘ 

部が丸みをもってふくらむ器形と考えられ、

頸部には櫛描の平行直線文が施されている。

赤色塗彩はみられない。 43-2は櫛描T字文

が施される頸部片、 43-3は櫛描横走平行線
＼＼ 

文上の一部に、幅 1.5cm程の縦位ヘラミガキ

を施して文様を磨消しT字文風に仕上げてい

る頸部片で赤色塗彩がみられる。

以上、本住居址の出土土器は 42-1、44-
第44図 第10号住居址内出土土器拓影図

4のように、古墳時代前期的な土器がみられ、弥生土器として記載したものの中にも、 44-1の

無彩の壺のように古墳時代前期に共存する可能性がある土器も認められる。従ってこれらの土器

をもって本住居址が古墳時代前期の所産であることを推定したいのであるが、和泉期と考えられ

る第 1号特殊遺構出土の壺 78-1と器形及び暗文風のミガキが施される調整技法の点で強い共

通性が認められる 43-1などの土器群の存在を全く切り捨てて考えることは今回は敢えて避け

ておきたい。 （小山）

11) 第 11号住居址

遺構（第 45図、図版十）

本住居址は、 D区北寄りで 8• 9住及び第 1号溝状遺構に切られて南西隅付近のみが検出され

た遺構である。床面はあまり平坦とはいえず、本遺構を積極的に竪穴住居址といえる資料に乏し

く、あるいは土坑であった可能性も考えられるが調査時の認識を尊重しておきたい。

南西隅付近の壁から、隅丸の形態をもって、ほぼ直線的に西 ・南壁が伸びていたものと思われ

るが、形態、その他の付属施設についてもあきらかでない。

遺物は 46-1が、 8住寄りの床面付近から出土している。その他、黒曜石・チャート剥片が 10

点出土している。
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本住居址からは、丸底になる

と考えられる坪 (46-1)が出

調査区外 土している。器形は底部からゆ
揉高667l m 

゜
(1'80) 2m るやかに外弯し、口辺部中位よ

第45図 第11号住居址実測図 りやや上で膨らみをもって内弯

し、口縁部短く外傾し、内面に明確な稜線を画する。外面調整は口辺上部にヨコナデが見られ、

底部付近はヘラケズリが観察でぎる。

内面は稜線以下、底面に縦位の暗文的ヘラミガキが施されている。

第24表 第11号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法 最 成形及び器形の特徴

番号
(12 4) 丸底で口辺部は内稜をもって短か〈外

< 5 5) 傾する。

46-1 坪

12) 第 12号住居址

遺構（第 47図、図版十ー）

調 整

内）口辺部ヨコナデの後、横位のヘフナデ。

底部は横位ヘラナデの後、暗文風の縦位へ

ラミガキが施されている。

外）口辺部ヨコナデ、底部にはヘラケズリが施

されている。尚、口辺部端部にヘラのキザ

ミが 2箇所にみられる。

（高村）

備 考

回転実測 B 

本住居址は、調査区中央付近、 F区内に位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において検出

された。第 13号住居址と重複し、東側を破壊され、住居址中央を南北に攪乱溝によって攪乱され

ており、西側中央に攪乱土坑がある。西壁北側は調査区外である。平面形態は、南壁と西壁南側

が確認されたのみであるため、推定で南北 400cm、東西 490cmの隅丸長方形であると考えられる。

長軸方位はN-69°-Wを示している。確認面からの壁高は、北壁が確認されず、 0-10 cmと浅め

である。壁溝は検出されなかった。床面はほぽ平坦で、固めである。ピットは 5個検出された。

主柱穴は、 R -R でほぽ長方形に配置されている。 R は西側を溝によって破壊されており、

残存部で 44X34cm、深さ 20cm、 Bは攪乱土坑によって南側上部を破壊され、42X32cmの楕円

形で深さ 38cmを測る。 R• R は径 20• 34 cmのほぽ円形を呈し、深さは各々 29cm• 48 cmを測

る。 Bは RとRの中間に位置し、溝によって上部を破壊されており、残存部で径 22cmのほ
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遺物（第 48図）

本住居址内からは弥生土器片・土師器片・打製石斧 (48-1 • 2)が出土しているが、土師器

片は、坪の小破片が見られるのみで混入遺物と考えられる。このうち実測し得た土器片はなく、

第25表 第12号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

49-1 空ギ 胴部
租目の LR縄文が僅かに施されている。その後、少なくとも 7 フク土
本のヘラ描横走平行線文が施文されている 。 中期

49-2 空ギ 頸 部
LR縄文が施文された後、 3本のヘラ描横走平行線文で区画さ フク土
れている。 中期

49-3 甕 胴部 クシ描斜走直線文が、縦位羽状に施されている。 フク土
中期

49-4 甕
頸～ クシ描簾状文及び、 6本一組のクシ描波状文（右回り）が施され フク土
胴部 ている。 後期

打製石斧 2点のみである。

打製石斧は 2点とも大型の完形品で撥形を呈

し、石質は玄武岩である。刃部は円刃で使用痕

が著しく、 48-2は刃部に使用による欠損が見

られる。

拓影図 49-1は壺の胴部に位置する破片で
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あり、文様はわずかにLR縄文が見られ、その
第49図 第12号住居址内出土土器拓影図

後、箆描の横走平行線文が少なくとも 7本施文されている。

49-2は壺の頸部の破片であり、 LR縄文を施した後、 3本の箆描の横走平行線文で区画され

ている。

49-3は甕の胴部破片で、櫛描斜走直線文が、縦位羽状に施文されている。

49-4は甕の頸部から胴上部に位置する破片で、櫛描簾状文と、 6本 1組の櫛描波状文が右回

りに施されている。

その他、図示し得なかった弥生土器で、壺・甕・坪・高杯破片がある。

壺胴部破片には、、箆描文、箆描文と縄文の施されたものや、無文のものが比較的多く見られる。

以上、本住居址出土の弥生土器は、覆土中からの出土で、本住居址の時期判断の明確な資料とは考え

難いが、箆描文・縦位の櫛描斜走直線文が多く、弥生時代中期的様相を示す資料と言えよう。（三石）

13) 第 13号住居址

遺構（第 50図、図版十ー）

本住居址は、発掘区中央F区東側に位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において検出され

た。第 12号住居址と重複関係にあり、東壁を破壊している。西壁と北壁西側一部が検出されたの
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ローム粒子で1設龍に含む。

第50図 第13号住居址実測図

で、北側は 45゚ 程の比較的緩い傾斜で立ち上がる。

みで、東側大部分は調査区外である。平

面形態は、プラソのほとんどが調査区外

であり、西壁付近の一部が検出されたの

みであるので、形態規模及び長軸方位等

は不明である。覆土は I層のみで、ロー

ム粒子を微量に含む黒褐色土層である。

確認面からの壁高は、 7.5-25cmを測り、

南から北に向かって徐々にレベルを低下

させている。壁は、南側は 60゚ 程の急傾斜

床面は、ほぽ平坦で堅固な状態である。ピットは、北西隅から 1個検出された。平面形態は、

22Xl6 cmの楕円形を呈し、深さは llcmを測る。炉址は、西壁部のみの検出であるため検出されな

かった。

遺物の出土状況は、検出された西壁付近においては、床面直上に遺物はみられず、覆土中に散

漫に分布しているのみである。

遺物（第 51・52図）

本住居址内からは、弥生土器片・土師器片が出土しているが土師器は 2片のみで混入遺物と考

える。そのうち 6点（実測図 2点、拓影図 4点）を図化した。

図示できた弥生土器の器種には壺・坪がある。

壺 (51-1)は底部のみで器形は不明である。外面調整は斜位のヘラナデが施され、内面調整

はナデが施されている。坪 (51-2)も底部

のみで全器形は不明である。調整は外面に縦

位のヘラミガキ、内面に横位のヘラミガキが 、▽饂邑-ヒニニ'y'l
施され、内外面とも赤色塗彩がみられる。

\~ 
0 (I : 4) 10cm 

拓影図 52-1は壺の頸部の破片であり、櫛 第51図 第13号住居址出土土器実測図

第26表 第13号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法 量 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

番号

内）単位は不明瞭ながらナデが施されている。 回転実測 B 

壺
く18〉 外）斜位ヘラナデが施されている。 投土

51-1 
炭素が付着した為か、黒色8 

を呈している 。

弥
内）横位のヘラミガキが施されている。 回転実測 A 

51-2 生 く4.3〉 外）縦位のヘラミガキが施されている。 焼成良好
坪 (5 3) 内外面に赤色塗彩。

44 



第27表 第13号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

52-1 空-±a, 頸 部 クシ描T字文が施されている。
フク土
後期

52-2 甕
口緑～ 簾状文（等間隔止め、右回り）が施された後、クシ描波状文が施 フク土
頸部 されている。 後期

52-3 甕 胴 部 クシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。
フク土
中期

52-4 空てギ ロ縁部 ヘラ描？波状文が施されている。
フク土
不明

描T字文が施されている。 52-2は甕の口縁

部から頸部に位置する破片で、頸部に等間隔

止めの 10本を 1組とした櫛描簾状文が右回

りに施された後、口縁部に 10本 1組の櫛描波

4

c

m

 ゜

曇
警

ー

墨
ヽ
~

4
 

．．
 

3
 ロ`

饂
冨

゜

霞f' 
J̀
r
.
 

『

r3▼
"5-
＂,
と-

•• 

状文が施文されている。 第52図 第13号住居址内出土土器拓影図

52-3は甕の胴部の破片であり 、櫛描斜走直線文が縦位羽状に施文されている。 52-4は壺の

ロ縁部に位置する破片であり、口縁部に箆描きと思われる 2条の波状文が観察される。

その他図示し得なかった弥生土器に壺・甕・坪 ・高坪がある。甕は櫛描波状文が多く、壺・坪・

高坪には赤色塗彩を施されたものが比較的多くみられる。また、口縁部のみで坪・高坪の坪部か

は不明であるが、口縁部はほぽ垂直に内弯し、調整は内外面ともヘラミガキされ、赤色塗彩が施

されている弥生土器が出土している。口縁部には山形の突起が貼付され、孔を有する。

以上本住居址の所産期については、時期判断の資料が極めて乏しく、明示することはできない

が、覆土内出土土器は、櫛描波状文、赤色塗彩土器片が多く 、弥生時代後期的様相を示している

といえよう。 （三石）

14) 第 14号住居址

遺構 （第 53図、図版十ー）

本住居址は、 F • G区境界付近に位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において検出された。

第 15号住居址と重複関係にあり、東壁を破壊し、住居址南西隅から北東隅にかけて攪乱溝によっ

て破壊されている。溝によって住居址を南北に破壊されているため、平面形態は推定で東西 393cm 

の隅丸方形になるものと思われる。長軸方位は、 N-s・-Eを示している。

覆土は、 2層に分割され、 2層とも粘性 ・しまりが強く 、第 1層はローム粒子を含む茶褐色土

層、第 2層はローム粒子を多量に含む明褐色土層である。壁は 45°-60゚ 程の比較的急な傾斜で立ち

上がり、確認面からの壁高は、6.5-20.5cmを測る。壁溝は検出されなかった。

床面は茶褐色土層で構築されており、ほぽ平坦で堅固である。
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第53図 第14号住居址実測図

ピットは、総数で 3個検出さ

れた。いずれも壁付近に配され、

主柱穴であると考えられる。南

西隅に位置すると思われる主柱

穴は、溝によって破壊されたも

のと推察できる。 R は、 58X 

26 cmの長楕円形を呈し西側に

テラスを有する。深さは 12cmを

測る。 Rは28X22cmの楕円形

で、深さ 8cm、断面形は逆台形

状を呈する。 B は径 26cmの円

形を呈し、深さは 16cmを測る。

断面形はU字状を呈する。カマ

ドは検出されなかった。

遺物の出土状況は、北壁中央付

近から甕口縁～胴部 (53-1)、

高台付坪(53-3)、坪(53-4• 

6)が出土しており、本住居址

に帰属するものと考えられよ

う。

遺物 （第 53図、図版二十五）

本住居址内からは、弥生土器片、土師器片が出土している。そのうち実測し得たものは土師器

6点であり、器種には甕・坪・高台付坪がある。甕 (53-1)は最大径は口縁部に位置し、口辺

部は「コ」の字状に外傾し、やや内弯気味に立ち上がる。胴上部は丸味を帯びている。外面調整

は口辺部から胴上部はロクロヨコナデ、その後、胴下部はヘラケズリが下から上へと縦位に施さ

れている。甕 (53-2)は最大径は胴上部に位置すると思われ、口辺部は「く」の字状に外傾し、

わずかに内弯して立ち上がる。胴部はふくらみをもつと思われる。外面調整はロクロヨコナデの

後胴部に下から上へのヘラケズリが施されている。内面調整はロクロヨコナデの後、頸部にヘラ

ナデが見られる。

高台付坪 (53-3)は口辺部は内弯気味に外傾し、端部でやや外反する。外面調整は右回りの

ロクロヨコナデがみられ、高台貼付の後周縁部にヘラケズリが施される。

坪には 53-4 -6がある。いずれも口辺部は内弯気味に立ち上がり、底部は平底である。
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第54図第14号住居址出土土器実測図

第28表 第14号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法縁 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番号

(26 8) 胴上部は丸味を帯ぴ、頸部から「コ」の 外）口辺部から胴上部は ロクロヨコナデ、その 破片実測 B 

54-1 甕
く135〉 字に、口辺部は外傾し内弯する。最大 後、胴上部は縦のヘラケズリが施されてい 接合関係

径は口辺部にある。 る。 TNUH-14Nu4とH-14
(26 8) II区殴土。

(20 8) ロ辺部「〈」の字状に外傾し、僅かに 内）口辺部～頸部はロク ロヨコナデ。頸部はそ 回転実測 B 
< 8.0〉 内弯する。胴部はふ〈らみをもつと考 の後ヘラナデがみられる。

54-2 褻 えられる。最大径は胴部にあると考え 外）口辺部～頸部は ロクロヨコナデ。頸部から
られる。 下部はロクロヨコナデの後、縦のヘラケズ

リが施されている。

誓
(15.8) ロ辺部は内弯気味に外傾し、端部でや 内）底部から 口辺まで黒色処理した後、ヘラミ 回転実測 A 

54-3 
く60〉 や外反する。はりつけ高台が施されて ガキが施されている。

且(7 .2) いる。器形の歪みが著し い。 外）右回りのロク ロヨコナデの後、底部の周縁

部には横のヘラケズリが施されている。

(14.8) 底部平底。 口辺部外傾しやや内弯気味 内）黒色研磨 回転実測 B 

54-4 
(4.5) に立ち上がる。 外）口辺部はロク ロヨコナデ。底部は回転糸切 I区、 Ill区
(6.2) り。右回りが施されている。 接合関係

No. l、 1区裂土、Ill区裂土

底部平底． 内）内面黒色研磨 回転実測 B 

54-5 坪
< 1 9〉 外）ロクロヨコナデが施され、底部の周縁には [[[区覆土、 P,内
(5. 9) ヘラケズリの後ヨ コナデが施されている。 接合関係

Ill区裂土、 P1内
底部平底で、 口辺部は内弯気味に立ち 内）ロク ロヨコナデの後、黒色研磨（縦方向） 回転実測 B 

54-6 坪
< 1 8〉 上がる。 外） ロクロヨコナテの後、口辺部最下部は横に 粒子が粗い。
(6  2) ヘラケズリが施されている。 祖雑なつくりであ る。

底部回転糸切 り。

調整も 同じく外面はロクロヨコナデが施され、内面は黒色研磨される。底部は回転糸切りが施

される 53-4• 6と底部周縁にヘラケズリが施される 53-5がある。

尚、混入遺物として、弥生土器片があり、器種は壺・甕・高杯がみられる。

以上、共伴する甕 (53-1 • 2)、坪 (53-4 -6)、高台付坪 (53-3)が時期決定の良好な

資料となり、本住居址の所産期は平安時代と考えられる。
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15) 第 15号住居址

遺構（第 55図、図版十二）

本住居址は、 F•G区境界付近東側に位置し、

全体層序第IV層茶褐色粘質土面で確認された。

第 14号住居址と重複関係にあり、西壁上部を破

壊されている。住居址東側大部分は、調査区外

であるため未調査である。

平面形態は、プラソのほとんどが調査区外に

なっており、西壁が第 14号住居址によって破壊

されているため、形態・規模及び長軸方位は不

明である。

覆土は、粘性・ しまりがあり 、ロ ーム粒子を

微量に含む、黒褐色土層 1層のみで構成されて

@ 

調査区外

標高666.2m

0 (1 : 80) 2 m 

第55図 第15号住居址実測図

いる。確認面からの壁高は、 20-22cmと深めであり、南側は 55゚ 程の比較的急傾斜で、北側は緩や

かな傾斜で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。

床面は、茶褐色粘土層で構築されており、堅固であるが、壁付近がわずかに窪む。柱穴．炉址

等の付属施設は、プランの北西部のみの検出であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は、検出された北西隅付近においては、床面直上に遺物はみられず、覆土中よ

遺物（第 57図）
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(l'.4) 10cm 
本住居址からは弥生土器片が出

土しているが、実測し得たものは 第15号住居址内出土土器拓影図

第29表 第15号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

56-1 空． 頸～ 頸部に RL縄文が施文された後、ヘフ描横走平行線文、連続山 フク土
胴部 形文で区画されている。 中期

56-2 甕 胴部 ヘラ描による沈線文が横走・縦走に施されている。
フク土
中期

56-3 甕
頸～ 頸部にクシ描の横走平行線文が施されている。 フク土
胴部 胴部にクシ描の斜走直線文が縦位羽状に施されている 。 中期

56-4 甕 ロ縁部
LR縄文が施文された後、一帯のヘフ描連続山形文が施されて フク土
いる。 中期

56-5 塁口縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている。 フク土
中期
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なく、拓影図のみである。

拓影図 56-1は壺の頸部から胴部に位置する破片で、頸部にRL縄文が施された後、箆描きの

横走平行線文と連続山形文で区画されている。胴部はハケメ調整の後、縦位のヘラミガキが見ら

れる。 56-2は甕の胴部の破片で箆描による沈線が横位・縦位に観察される。 56-3は甕の頸部

から胴部に位置する破片で、頸部に櫛描の横走平行線文、胴上部には櫛描の斜走直線文が縦位羽

状にみられる。 56-4は甕の口縁部に位置する破片で、口縁部と口唇部にLR縄文を施した後、

箆描の連続山形文が一条観察される。 56-5は壺か甕か器種は不明であるが口縁部に位置する破

片であり、口唇部に箆による刻目が観察される。

その他、医示し得なかった弥生土器で器種は壺・甕・台付甕・坪・高坪がみられる。壺は胴部

に箆描文・縄文の施されるものと赤色塗彩の施されるものとがある。甕は胴部に櫛描簾状文・波

状文・斜走直線文が施されたものがみられる。坪・高坪には赤色塗彩が施される。

以上、本住居址の所産期については、時期判断の資料が極めて乏しく、明示することはできな

いが、覆土内出土土器は、壺 (56-1)、甕 (56-2 ~ 5)のように箆描文・縄文が多くみられ、

また覆土内の出土土器に箆描文・櫛描文、赤色塗彩の施されたものが認められており、弥生時代

中期後半の様相を呈するものと思われる。 （三石）

16) 第 16号住居址

遺構（第 57図、図版十二）

本住居址は、 G・H区境界付近東側に位置し、第IV層茶褐色粘質土面より単独で検出された。

本遺構のほとんどが調査区外であり、西壁と思われる一部分が検出されただけである。したがっ

て、住居址として位置づけることは、非常に危険であるが、底面がほぽ平坦なことと壁の立ち上

がり方から一応、本書では住居址として記載しておく。

覆土は、粘性強く・しまりがあり・ローム粒子を多量に含む明褐色土層 1層のみで横成されて

いる。壁は、北側は床面からほぼ垂直に立ち上がり、南側は 35゚ 程の緩やかな傾斜で立ち上がる。

確認面からの壁高は、 8-14.Scmを測る。壁溝は検出

されなかった。

床面は、茶褐色粘土層で構築されており、堅固でほ

ぽ平坦であるが、南から北に向かってわずかにレベル

を低下させている。

ピットは 2個検出された。 Rは、東側が調査区外で

あるが、径約 24cmの円形を呈し、深さ 20cmを測る主

柱穴であると考えられる。 Rは、北西隅壁中に位置し、
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第30表 第16号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
法量

番号 種
文 様 備 考

58-1 甕 口縁部
ロ唇部に LR縄文が施された後、指頭による押さえが行われて フク土

いる。 中期

58-2 甕 胴部 クシ描波状文が施されている。
フク土
中期

58-3 甕 胴部 クシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。
フク土
中期

58-4 空． 頸部 クシ描T字文が施されている。
フク土
後期

径 16cmの円形を呈し、深さは 21cmを測るが、当住居

址に帰属するものであるかどうかは明確ではない。

炉址は、プランの西壁付近のみ一部の検出である

ため確認できなかった。
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第16号住居址内出土土器拓影図

10cm 

遺物の出土状況は、床面直上には遺物は見られず、覆土中に散漫に分布しているのみである。

（三石）

遺物（第 58図）

本住居址覆土内からは、弥生土器片が少量出土している。その内、わずか 4点のみ（実測図 1点・

拓影図 3点）を図化することができた。

弥生土器の器種には、壺と甕がある。壺は頸部に櫛描T字文が施される 57-4の他、赤色塗彩

が施されるもの、箆描文が施されるもの等がある。甕は口唇部に単節の LR縄文施文ののち、指

おさえが加えられる 57-1、櫛描波状文が施される 57-2、櫛描斜走直線文が縦位羽状に施され

る57-3などがある。

以上、本住居址の出土土器は、中期後半的な様相が認められる 57-1 -3と、後期的な様相の

57-4等混在した状況がみられる。従って、これらの遺物をもって本住居址の所産期を考えるの

は、極めて困難であるが、一応、弥生時代の住居址ととらえておきたい。 （小山）

17) 第 17号住居址

遺構（第 59図、図版十二）

本住居址は、 H区東側南寄りに位置する。第 18号住居址と重複しており、新旧関係は覆土上面

より確認され 18住の東側大部分を床面付近まで切って構築されている。西壁付近のみの検出であ

り、東側大部分は調査区外で未調査であるため、形態・長軸方位は不明である。規模は推定で、

西壁長 627cmを測る。覆土は 1層で、粘性・しまりがあり、小礫を含む黒褐色土層により構成さ

れている。確認面からの壁高は、 7-18 cmを測り、床面から急な傾斜で立ち上がる。壁溝は、南

西隅壁下より検出された。溝幅は 10-14cm、深さは 6-8cmを測る。床面は、 ほぽ平坦で、南か

50 



Ac 
@ 

二調 査 区外

A
 

ら北に向かって徐々にレベルを

低下させている。ヒ°ットは、西

側中央付近より 1個検出され

A' た。径 14cmのほぼ円形を呈し、

深さは 18cmを測る。主柱穴・炉

A' 址等の付属施設は、 プラソの西

壁付近のみの検出であるため、

疇

゜
2m 

第59図 第17号住居址実測図

確認されなかった。遺物の出土

状況は、南西コーナー、西壁付

近床上に甑 59-1、南西コー

ナー付近床上に甕 (59-3)が出土し本址に帰属する可能性が強いものと言える。 （三石）

遺物 （第 60・61図、図版十二）

本住居址からは、 多量の弥生

土器と土製品が出土している。

そのうち図化できたのは土器 5

点、土製品 1点である。

弥生土器の器種には、壺・甕・

甑・坪・高坪等がある。壺は、

素口縁の口唇部に単節斜縄文が

施されるもの、有段状の口縁部

に単節斜縄文が施されるもの、

胴部に箆描文・縄文・櫛描文を

組み合わせた文様をもつもの等、

第31表 第17号住居址出土土器観察表
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第60図 第17号住居址出土土器・土製品実測図

挿図
器種 法塁 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

番号
(26.0) 体部大きく外傾し、 口縁部の端部で僅 内）胴部はハケメによるナデ、口緑部は ヨコ ナ 回転実測 B 

60-1 甑
(12.4〉 かに内弯する。口悟部は平端である 。 デの後、ヘラナデが施されている 。 接合関係Nol・No.2・No.5、

外）胴部は縦位のヘラナデが施され、 口縁部は 覆土。

ョコナテの後、ヘラナデが施されている 。 色調黄褐色。

内）赤色塗彩（ヘラ ミガキの方向不明 ） 完全実測。

60-2 杯 < 2 1〉 外）体部赤色塗彩。底部ヘラナデが施されてい 内面鹿減著しい。

(5 4) る。

内）ヘフナデ。 完全実測。

60-3 甕 く29) 外）胴下部端、ヨコナデの後、縦位のヘラナデ 内面磨減著しい。

(5 8) が施されている。 接合関係No.l' 

小 ミニチュア土器 庖減著しく 不明。 完全実測。

60-4 ~ 
く170) 裂土。

(13 3) 内外面共に磨減著しい。
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第32表 第17号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 1器
番号種

I部位 文 様 備 考

61-11甕Iロ- I頸部に等間隔止め簾状文、口縁部に 6本一組のクシ描波状文が1フク土
頸部施されている。 後期

中期後半的な様相がみられる土器片が少量認められるものの、口縁～胴部に赤

色塗彩が施されるものが極めて多量に見られる。甕も、素口縁の口唇部に縄文 I 
0 (J:4)5cm . . 

が施される中期的な破片がみられるが、口縁・胴部に櫛描波状文、頸部に簾状第61図第17号住居

文が施されるもの (61-1)が主体を占める。図化した 60-3• 4は、底部破
址内出土土
器拓影図

片であるため文様は全くわからない。甑には、無彩で径 26cmが推定される大型品 60-1がある。

坪には、内外面に赤色塗彩が施される 60-2がある。高坪には、赤色塗彩が施された杯、脚部の

破片がある。

本住居址の出土土器は、中期後半的な破片が少量認められるものの、壺・坪・高坪等に赤色塗

彩が施されるものの他、 61-3のような櫛描波状文、簾状文が施される甕、床面上から出土した

大型の甑 (61-1)等、それぞれの器種で後期的な様相をもつものが主体を占めている。従って、

本住居址の所産期は、これらの遺物をもって弥生時代後期と考えておきたい。 （小山）

18) 第 18号住居址

遺構（第 62図、図版十三）

本住居址は、 G・H区境界付近東側に位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面より検出された。

第 17 号住居址•第 21 号住居址と重複関係にあり、第 17 号住居址により、北東部分の大半を床面

付近まで破壊され、攪乱により北西部上面を破壊される。東側大部分は調査区外であり、未調査

である。また、北壁一部は攪乱土坑により破壊され、南西隅付近上部は溝による攪乱を受けてい

る。 平面形態は、東側大部分が調査区外であり、西側のみの検出であるため、形態•長軸方位

は不明で、西壁長を計測できるのみであり、 698cmを測る。

覆土は、第 17号住居址により床面付近・床面まで破壊されているため、一部のみの観察だが 2

層に分割された。 2層とも粘性・しまり強く、第 1層は黒褐色土層、第 2層は粒子細かく、ロー

ム・白色粘土粒子を含む暗灰褐色土層である。床面直上にはロームブロックが確認された。

確認面からの壁高は、 7.5-25.5cmを測り、南から北に向かって徐々にレベルが低下する。床面

からは比較的急傾斜で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。

床面は、粘土層に掘り込まれているため堅固な状態でほぽ平坦であるが、南から北に向かって

レベルを低下させている。中央付近北側に一部焼土が観察された。

ピットは床面から総数で 4個検出された。 Rは主柱穴と思われ、径 26cmの円形を呈し、深さ
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第62図第18号住居址実測図

36.5 cmを測る。 R R• R は、住居址北側に位置し、 R•R は径 20 cm• 24 cmの円形で

深さは 28.5cm• 25 cmを測る。 R は50X 45 cmの方形を呈し、深さは 13.5cmを測る。

東側大部分は調査区外であるため炉址は検出されなかった。

遺物の出土状況は、西壁中央付近に比較的集中して見られる傾向がある。 63-1の壺は西壁中

央付近直下より、 63-5の甕は西壁より約 40cm離れた床面直上より出土しており、その出土状況

からこれらの遺物は、本住居址に帰属する可能性が強いものと考えられる。その他、西壁付近床

面直上より、甕・坪・台付甕 (63-7)が出土している。 （三石）

遺物（第 63-65図、図版二十五）

本住居址からは弥生土器が多量に出土しており、その内 21点（実測図 8点、拓影図 13点）が図化

できた。

器種には、壺・小型壺・甕・小型甕・台付甕・甑・坪・高坪等がある。

壺は、無文の素口縁に三角状の突起を有し、頸部に箆描の横走平行線文・連続山形文・粗い櫛

描の簾状文が施されるもの (63-1)、素口縁で口唇部に単節の LR縄文が施文されるもの (63-

2)、有段状の口縁部に単節の LR縄文が施されるもの (64-2)、箆描波状文が加えられるもの

(64-1)等がある。また、頸～胴部には頸部に単節LR縄文を地文とし、櫛描波状文、更に箆

描横走平行線文が施されるもの (64-4)、胴部中位に箆描の横走平行線文、胴部に山形文が施さ
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第18号住居址出土土器実測図

第18号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法屈 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

(15.1) 口緑部は頸部から＇弓」状に外反し素ロ 内）口緑部 ・頸部はハケメ調整の後、ナデが施胴 回転実測 A 
<17 9> 緑を呈する。端部には三角形状の突起 され、端部にヨコナデが施されている。 Nu 4、Nu6 

が 3箇所に貼付される。 部にはナデが施されている。 接合関係

壺
胴部はほぼ直線的に広がる。最大径は 外）口緑部から胴部にかけてハケメ調整が縦位、 Nu4 +Nu6 
胴部にある。 斜位に施された後、口緑端部はヨコナデ、63-1 .塁~. 

更に三角形状の突起が貼付される。
文様）頸部にあ り。ヘラ描の横走平行線文と連

ヽ
続 山形文の組み合わせが 2帯施され、その
下に祖めの 4本 1組のクシ描簾状文（右回
り）が施されている

(17 3) 口緑部は素口緑で、外傾やや外反気味 内）ハケメ調整の後、口緑端部ヨコナデ後、ロ 完全実測
く 62〉 に立ち上がり、口緑端部はやや内窃す 緑部斜位のヘラナデか。

63-2 壺 る。 外）ハケメ調整の後、口緑端部はヨコナデ、更
に口緑部縦位のヘラナデが施されている。

文様）口唇部に右回りの LR縄文を施文。
最大径胴下部 内）ハケメの後、 横位ミのガヘキラ縦ナ位デ。が底施部されヘてラいる。 完全実測（一部回転実測）

小 (4  1) 外）胴部赤色塗彩、 ケズ 割れ口断而に Fe02(ペンガ
63-3 形 (4  4) リの後、ヘラナデが施されている 。 ラ）付滸

'.sl1 - (9  2) 
胴下部

内）底部指によるナデ。胴下部横位のハケメ調 完全実測

63-4 
く 3.3) 整。 粗土

壺 (10.4) 外）胴下部縦位のヘラナデが施されている 。 底部外面ざちに¢,5X7mmの小石
含み、 ざらしている

¥13.8) 最大径は胴部部か中央ら より上部にある。 内）口緑部はヨコナデの後、横位のヘフナデ、 完全実面
く14.2) 口緑部は頸 「く」の字状に外傾し、 胴部はヘラナデが施されている 。 Nn 2 

素僅かに内弯して立ち上がる。 外）口緑部ヨコナデ、胴下部はハケメ調整のの 接合関係
(13 9) ロ縁である。 ち、縦位のヘラナデが施されている。 Nn 2 

63-5 甕 胴中央 台付哀となる可能性が強い。 文様）上部の摂は 7本一組のクシ描波状文（右 Hl7、殺土(I片流れ込み）
上部 ロ径の胴部最大径が同値に近い。 回り ）が一帯施さ れている 。胴上部以下は

斜走直線文を連絞的に縦位羽状に施す。
胴下部ハケメによるナデの後、縦位にヘラ
ナデが施されている＾
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(18 3) 口緑部素口縁で頸部から「く」の字状 内）口緑部はヨコナデ、胴部はナデの後、備か 回転実測 B 
< 8 3〉 に外傾し、やや内弯気味に立ち上がる。 にヘラナデが施されている。 裂土

最大径は胴部にある 。 外）ヨ コナデ 外面に煤が一部に付苅して
63-6 甕 文様）口緑端部に 6本一組のクシ描波状文。胴 いる。

上部から胴下部にかけ 8-9本一組のクシ
描波状文（右回り ）が施されている。
口唇部に は LRの縄文が施されている 。

g 台部内傾、やや外反気味に立ち上がる。 回転実測 B 63-7 く（ 7 O>  
9 8)  内外面共磨滅著しく調整不明。

(lo 4) 胴部外傾、やや内弯気味に立ち上がる。 内）縦位のヘフナデが施施 されている。 回転実測 B 
坪、 く53〉 外）縦位のヘラナデが されている。 裂 土

63-8 ゜(4.1) r 
甑

第34表 第18号住居址出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

64-1 壺 口縁部 LR縄文が施文された後、ヘラ描波状文が 2帯施されている。
フク土
中期

64-2 空． 口縁部 口唇部及び内面に LR縄文が施文されている。
フク土

中期

64-3 空． 口縁部
LR縄文が施文された後、ヘラ描の連続山形文・横走平行線文 フク土
が施されている。口唇部内側にヘラ描の刻目を有する。 中期

64-4 壺
頸～ 頸部に LR縄文が施文された後、 クシ描波状文からヘフ描横走 フク土

胴部 平行線文の順序で施文されている。 中期

64-5 壺
頸～

ヘラ描の横走平行線文・山形文が施されている。
フク土

胴部 中期

64-6 宮~ 
頸～ 上からヘフ描連続山形文 ・横走平行線文・クシ描簾状文の順序 フク土

胴部 で繰り返し施文されている。 中期

64-7 甕 口縁部
ロ唇部に LR縄文が施文され、口縁部にクシ描波状文が施され フク土
ている。 中期

64-8 甕 口縁部 ロ唇・ロ縁部に LR縄文が施文されている。
フク土
中期

64-9 甕 口縁部
口唇・ロ縁部に LR縄文が施文された後、口縁部にヘラ描波状 フク土
文が 2帯施文されている。 中期

64-10 甕 口縁部 口唇部に RL縄文が施された後、指頭によるおさえがみられる。
フク土
中期

64-11 甕
頸～ 胴部にクシ描斜走直線文が縦位羽状に施文された後、頸部にク No. 6 

胴部 シ描波状文が施文される。 中期

64-12 甕
頸～ 頸部に 7本一組の簾状文（右回り）、胴部にクシ描斜走直線文が フク土

胴部 縦位羽状に施文されている。 中期

64-13 甕 胴 部 ヘラ描の「コ」の字重ね文が施されている 。
フク土
中期

れるもの(64-5)、箆描の連続山形文、横走平行線文、櫛描簾状文が施されるもの(64-6)等がある。

小型壺は外面全面に赤色塗彩が施されている 63-3がある。

甕には内湾気味の口縁部の口唇部に単節LR縄文、櫛描波状文（右回り）更に、球形を呈する胴

部に櫛描波状文（右回り）が施される 63-6のほか、素 口縁の口唇部に指おさえ、箆描・櫛描の刻

目が施されるもの (64-10)、有段状の口縁部にLR縄文が施されるもの (64-8)、箆描波状文

が加えられるもの (64-9)、頸部に櫛描簾状文、胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される

64-12、頸部に櫛描波状文、胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される 64-11、胴部に箆描「コ」

の字重ね文が施される 64-13等、バラエティ ーに富む形態、文様構成の土器がある。台付甕と考

えられる 63-5は、わずかに内湾する 口縁端部に櫛描波状文（右回り）、上位に最大径をもつ胴部
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第18号住居址出土土器拓影図

に上から櫛描波状文（右回り）斜走直線文が縦位羽状に施されている。

る。

るものはない。

4) 10cm 

また、 台部には 63-7があ

63-8は、甑か坪か判別できかねる。逆「ハ」の字状に開く口辺部には内外面に縦位のヘラナ

デが施されているが、底部が欠損している。坪・高杯は赤色塗彩された細片があるが器形のわか

また混入遺物として櫛描T字文が施される赤色塗彩された壺 65-1がある。

以上、本住居址の出土土器は壺 63-1・2、甕 63-5• 6にみられる器形的特徴や、壺・甕に

みられる口縁・ロ唇部における縄文の施文、壺の頸部・胴部にみられる箆描文の多用また、甕に

おいても箆描文が少数ながら認められることなどを勘案すると中期後半的色彩が強いものと言え

る。但し、壺・甕における縄文の施文が、 ロ縁及び口唇部に

のみ集中すること、壺の文様帯が 63-1に代表されるように

頸部に集中し、他の文様帯は胴部中央に多く見られること、

箆描の文様が平行直線文、斜走直線文、連続山形文等直線的

な文様のみであること、甕にみられる櫛描波状文の多用及び

簾状文の使用など概略すれば壺・甕を中心に文様の簡素化、

集約化、壺の文様における縄文の消失化、櫛描文の多用化の

傾向が栗林II式と呼ばれる土器群とくらべて認められるよう

になり後期（吉田式）へ連なる要素も看取される。

第65図 ゜
(I :4) 10cm 

第18号住居址内出土土器
拓影図

第35表 第18号住居址内出土土器拓影図観察表

位7
p
 

立
口

器

種
図

号

挿

番 文 様 備 考

65-11壺 I頸 部Iクシ描T字文が施文されている。 P1 
後期
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以上の観点からみて本住居址出土の土器群をいわゆる百瀕式併行＝弥生時代中期末のものと

し、本住居址の所産期と考えておきたい。 （小山）

19) 第 19号住居址

遺構（第 66図、図版十三）

本住居址は、 G・H区境界付近の中央付近に位置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において

検出された。第 20 号住居址•第 2 号溝状遺構と重複関係にあり、第 20 号住居址に南壁付近、第

2号溝状遺構に西側部分を破壊されている。又、東壁南側一部と、東側を南北に攪乱溝によって

破壊されている。

平面形態は、住居址東壁付近と、中央付近が検出されたのみであるため、形態・長軸方位は不

明であり、規模は推定で東壁長 420cmを測れるのみである。

壁は、茶褐色粘土層を利用して構築され堅固であるが、確認面からの壁高は 0~9.5 cmと少な

く、残存状況は不良である。壁溝は検出されなかった。床面は、ほぽ平坦で堅固な状態であるが、

南から北に向かってわずかにレベルを低下させている。

字図燦逹 10 10 
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ピットは、床面か

〶 ら総数で 4個検出さ

れた。Rは主柱穴と思

われ、 40X30cmの楕

円形を呈し、南側にテ

ラスを有する。深さは

30cmを測る。 R• R• 

Rは、ほぽ東西に一

直線上に配列され、R

標高665.lm 

゜
(I : 80) 2 m 

第66図第 19号住居址実測図
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は55X42cmの楕円形

で東側にテラスを有

し、深さは34.5cm、B

は径34cmのほぼ円形

で南側にテラスを有

し、深さは 29cm、R

は25X20cmの楕円形

で、深さは 15.5 cmを

測る。



,, 

~ ＼い竺=Il 

lo:i 
I co 

二
¥1JH12 

））五

□ 4 

A 

,, 

ビ
(I 4) 10cm 

I ¥ ', i, 3 

゜
I Ol 

¥CP_ 

麟-~
熱褐色土府 しまりなし。

焼土府

3 赤褐色土府 枯性あり、しまりあり 。焼土を 多批に含む。
4 明褐色土層 枯性あり、しまりあり 。

5 媒褐色土府 粘性あり、しまりあリ 。

標莉665.1m 

0 (1 : 30) 1 m 
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第68図 第19号住居址出土土器 ．磨製石斧実測図

炉址は、ほぽ中央付近に位置するものと考え

られる。平面形態は、 85X71cmの楕円形で、深

さは 10-14cmを測る。炉内北側より炉縁石と思

われる石が 2個検出された。炉内覆土は 5層に

分割され、焼土は南半部黒褐色土層の下に見ら

第67図第19号住居址炉址実測図 れ、その下に明褐色土層が観察された。

遺物の出土状況は、残存状況が不良であり、本住居址に帰属すると考えられる遺物は覆土中よ

り出土した甕 (68-1• 2• 3)、磨製石斧 (68-4)と極めて少ない。 （三石）

遺物（第 68• 69図、図版四十六）

本住居址からは、弥生土器、土師器、須恵器、石器が出土している。このうち土師器、須恵器

は攪乱による混入遺物と考えられる。

弥生土器の器種には、壺・甕・坪・高坪があり、このうち 8点 （実測図 3点、拓影図 5点）が図

化できた。

壺には、頸部にLR縄文を地文として、箆描波状文、横走平行線文が施される 69-1、数条の

・"' .. ,.,-,~~~-
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第69図 第19号住居址内出土土器拓影図
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第36表 第19号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法祉 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番 号

胴部は欠損しているが、胴部にはふ〈 内）横位のハケメ調整が施されているが、方向 回転実測 A < 2 7) らみを持つと考えられる。 は観察できなかった。 小石粒を多〈 含むが焼成は
68-1 裂

(5  1) 外）底部に沿って指で押さえた痕が観察でき、 良好。
その後ナデ調整された こと が、粒子が斜方 底面に煤の付着がみられる。
向に飛んでいる ことより 考えられるが、 エ
具はわからない。

底部は厚手であ る。 内）ヘフナテ＇が施されて いるが、かな り凸凹し 回転実測 A 
く27〉 ており、一部に横位のハケメが観察できる 細かい小石粒子を多〈含む68-2 甕 (5  2) がヘラナデとの前後関係はわから ない。 が焼成は良好。

外）縦位のヘラナデが観察でき るが、方向は不
明である。

全体的に厘手である。 内）横位及ぴ斜方向に粒子が飛んでいることは 回転実測 A 
く28〉 観察でき るが、 磨滅が激しく調整法はわか 細かい小石粒子を 多〈含み

68-3 甕
(6  6) らない。 焼成はややもろい感 じであ

外）縦位ヘラナデの単位が一部観察できるが、 る。
磨滅が激しく方向は不明であ る。

底面に横位のヘラナデが観察できる。

第37表 第19号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

69-1 空． 頸～ 頸部に数本のヘラ描横走平行線文で文様帯が画され、一帯おき
中期胴部 に、ヘラ描刺突文が施文されている。

69-2 壺
頸～ LR縄文が施文された後、その上にヘラ描横走平行線文と波状

中期胴部 文が施文されている 。
69-3 甕 ロ縁部 LR縄文が施文された後、ヘラ描連続山形文が一帯施されている。 中期

69-4 甕
頸～ 頸部にクシ描横走平行線文、胴部にクシ描斜走直線文か縦位羽

中期胴部 状に施されている。
69-5 甕 頸～胴部 クシ描斜走直線文が施されている。 中期

箆描横走平行線文間に箆描剌突文が施される 69-2の他、有段状の口縁部に櫛描波状文が施され

るものなどがあり、箆描、縄文施文による文様をもつものが主体を占めるが、赤色塗彩が施され

る胴部片も散見する。

甕の口縁部には、有段状の口縁部に縄文を施文ののち、箆描波状文が施される 69-3、素 口縁

の口唇部に箆描の刻目を有するもの、縄文を有するもの、縄文と箆描の刻目を有するもの、指お

さえを有するもの、口縁部に櫛描波状文を有するもの、素口縁で無文のもの等がある。

頸～胴部には、櫛描横走平行線文と斜走直線文が施される 69-4• 5、櫛描波状文が施される

もの等、櫛描文が施されるものが主体的であるが、縄文を地文として箆描「コ」の字重ね文が施

されるものもある。坪には、赤色塗彩された小型のもの、高坪には赤色塗彩されたものがみられ

る。

土師器には器院の薄い甕の胴部片、須恵器には平行叩きが施されるものが少量ある。

石器には、磨製石斧、打製石斧がある。磨製石斧 68-1は、 R内より出土しているため本住

居址に伴出すると考えられるものである。石質は粘板岩製で所謂太型蛤刃石斧と呼ばれるもので

ある。打製石斧 89-4は玄武岩製で、短冊形を呈している。
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以上、本住居址の出土土器からは、図化されたものに中期後半的な様相が伺えるのであるが、

甕の口縁・胴部に、櫛描波状文が施される後期的な小片も割合多くみられるため、所産期を類推

することは難しい。

20) 第 20号住居址

遺構（第 70図、図版十四）

本住居址は、 G区北寄り中央付近に位置し、

全体層序第IV層茶褐色粘質土面において検出さ

れた。第 19 号住居址•第 2 号溝状遺構と重複関

係にあり、第 19号住居址の南壁付近を破壊し、

第2号溝状遺構により西側を破壊されている。

また、攪乱溝により東側を南北に破壊されてお

り、住居址中央付近が検出されたのみである。

平面形態は、中央付近のみの検出であるため、

形態及び長軸方位は不明で、推定で南北 425cm 

を測るのみである。

覆土は 2層に分割された。第 1層は粘性弱く 、

ローム粒子を含む茶褐色土層、第 2層は粘性強

くローム粒子を多量に含む明褐色土層で中央付

近北側にわずかに観察されたのみである。壁は

南壁が確認されたのみで確認面からの壁高は 7

-10 cmと浅く残存状況は不良である。壁溝は検

（小山）

(i) 
調査区外

M2 

19住

A' 

見1 ◎
P2 

B' 

RMa 

―瓢~~住

旦 P2 旦

胃
1 茶褐色土層 枯性弱くしまりあり 。ローム粒子を含む。

2 明褐色土府 粘性強くしまりあり 。 ローム粒子を多•品に含む。

標高665'.3m

0 I I : 80) 2 m 

第70図第20号住居址実測図

出されなかった。床面は平坦で堅固な状態であり、 第 19号住居址の床面とほぼ同ーレベルであ

る。ピットは 3 個は検出されたが、いずれも柱穴とは断定しがたい。 R•R は住居址中央付近よ

り検出され、 Rは58X 38 cmの不整備円形で深さ 26cmを測り、北側にテラスを有する。 B は

34 X 22 cmの楕円形で深さは 12cmを測る。 Bは南壁西側直下に位置し、 24X14 cmの楕円形を呈

し、深さは 11cmを測る。

遺物の出土状況は、住居址の残存状況が不良であるため、本住居址に帰属すると考えられる遺

物が少なく、 B北側. R 内より出土した甕 (71-1 • 2) がみられるのみである。（三石）

遺物（第 71・72図）

本住居址から出土した遺物には、弥生土器、土師器があり、土師器は攪乱による混入品と考え

られる。このうち、図化できたのは 11点（実測図 3点、拓影図 8点）であるが、実測された 71-
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第71図 第20号住居址出土土器実測図

・女芦'.:'t,.
溢；— .

苫翌］和，:
‘炉→芦ぷ.,--

5 

］， 
ー
•P-

＼氾冒:

忍珍；
彎`::・多¥、逐多

.z 7 

゜

受疇fri・
叫.¥箋・,

透，Jぺ
(I : 4) 10cm 

1• 2は全て底部片のため拓影図化

された遺物を中心とした記載をして

おきたい。

弥生土器の器種には、壺・甕・台付

甕・坪・高坪がある。壺には、 口縁

部の上端部に櫛描波状文が施される

72-1、更に口唇部にLR縄文が加

えられる 72-2、頸部に櫛描T字文

が施される 72-3、胴部に赤色塗彩

が施されるものなど、後期的様相を

示すものと、胴部に箆描の横走平行

線文が施される 72-6や縄文が加

えられるものなど中期後半的なもの

がある。甕には、口縁部に櫛描波状

第72図第20号住居址出土土器拓影図 文が施される72-4などの後期的な

第38表 第20号住居址出土土器拓影図観察表

挿図
器種 法嚢 成形及ぴ器形の特徴 調 州年父 備 考番号

底部は中央部でやや上げ底気味。 内）底部から胴部（横位）まで丁寧なヘフナデが 完全実測
く37〉 施されている。

71-1 醍
(7.0) 外）底部はヘラケズリが施されている。

立ち上が り部は横のヘラケズ リが施され、

そこから上部は横のヘラケズリの後、縦の

ヘラナデが施されている。

底部は平底で胴部への立ち上がりは直 内）底部はヘフケス~リの後、ヘラナデカ哺且され 回転実測 B 
< 3 8) 線的に外傾 している 。 ている様である。立ち上がりから胴部ヘラ

71-2 甕 (5  6) 底部と胴部の接合痕が観察できる 。 ナデが施されている 。

外）縦のヘラナデが施されている。

底部はヘラケズリが施されている。

第39表 第20号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

72-1 空-=b- 口縁部 口縁部の端部にクシ描波状文が施されている 。 後期

72-2 空ギ 口縁部 ロ縁部の端部にクシ描波状文、口唇部に LR縄文が施されている。フク土
1後期

72-3 空- 頸 部 クシ描T字文が施されている。 フク土
1ft期

72-4 甕 口縁部 8本一組のクシ描波状文が4-5帯施されている。 フク土
f後期

72-5 甕 ロ縁部 口唇 ・ロ縁部に LR縄文が施文されている 。 中期

72-6 空． 胴部 ヘラ描横走平行線文が施文されている。 中期

72-7 甕 胴部 クシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。 中期

72-8 甕 胴部 クシ描波状文がすり消されて、クシ描の垂下文が施されている。 中期
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ものと、櫛描波状文を施文ののち、垂下文が加えられる 72-8や、斜走直線文が縦位羽状に施さ

れる 72-7など中期的なものがある。台付甕には脚部のみのもの、 j:不・高坪には赤色塗彩が施さ

れるものなどがある。

以上、本住居址の出土土器は、中期後半と後期の土器が混在しており、所産期を決定する根拠

とはなり得ない。

21) 第 21号住居址

遺構 （第 73図、図版十四）

本住居址は、 H区南寄り中央付近に位

置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面に

おいて検出された。第 2 号溝状遺構• 第

9 号土坑•第 18 号住居址と重複関係にあ

り、第 2号溝状遺構により北西コーナー

上面を破壊されている。又、 18住との新

旧関係については、耕作等による攪乱に

より不明である。第 9号土坑上面を破壊

し、更に、住居址中央付近を南北に攪乱

溝によって、東半部は攪乱によって破壊

されており、残存状況は極めて不良であ

る。平面形態は、住居址西半部のみの検

出であるため、平面形態及び長軸方位は

不明で、推定で南北 324cmを測るのみで

ある。覆土は 2層に分割され、 2層とも

粘性が強く堅くしまっている。第 1層は

（小山）

R 
tro 

A' 

麟ー一△
~.\褐色土附 粘性強くしまる。ローム粒子を少磁含む。

明褐色土層 枯性強〈堅くしまる。ローム粒子を多紐に含む。

標祁665m

0 (I : 80) 2m 

第73図 第21号住居址実測図

ローム粒子を少量含む黒褐色土層、第 2層はローム粒子を多量に含む明褐色土層である。壁は粘

土層に掘り込まれているため堅固な状態である。確認面からの壁高は 0-32.5 cmを測り、急傾斜

で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。床面は、ほぽ平坦で堅固な状態である。ピットは 2個

検出された。 R は25X 20 cmの楕円形で深さ 6cm、 R は攪乱溝により上部を破壊されており残

存部で径 24cmのほぼ円形を呈し、深さは 2cmを測るが位置・形状より柱穴とは判断し難い。

遺物の出土状況は住居址西半部のみの検出であるため、本住居址に帰属すると考えられる土器

として北壁直下・西壁直下より出土した甕 (74 -1• 2)が見られるのみである。 （三石）
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遺物（第 74• 75図）

本住居址からは、弥生土器が出土している。このうち 9点（実測図

3点、拓影図 6点）を図化した。

弥生土器の器種には、壺・甕・杯・高坪がある。壺には櫛描の垂

下文の周囲に箆描刺突文が廻る 75-3、箆描横走平行線文中に櫛描

の連続剌突文、横走平行線文が充填される 75-4の他、胴部に縄文

を地文に箆描文が施されるものなど中期後半的なものと、赤色塗彩

が施される後期的なものがある。甕には素ロ

縁の口縁部にLR縄文が施される 75-2、有

段状の口縁部の口唇部にLR縄文、口縁部に

箆描波状文、横走平行線文が施文される 75-

1、胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に施さ

れる 75-5のような中期後半的なものと、頸

部に簾状文、胴部に櫛描波状文が施される

75-6の様な後期的なものがある。高坪には赤

芝襲心埓念芯恥．？部念•苓占芍
~、 、一---~---- 1 

、三/1 

\~ 竺rj'2
O (1 : 4) 10cm 

第74図 第21号住居址出土

土器実測図

烹詫ふ字環§
2 3

 

4
 

第75図 第21号住居址内出土土器拓影図

第40表 第21号住居址出土土器観察表

挿図 器 ,I法塁 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

器壁は全体に厚手で底部は何かで押圧 内）一部に横位ハケメが観察できるが、その上 回転実測 B 
< 1 8〉 して整形したと考えられる痕が観察で より横位及ぴ斜方向へのナデが施されてい 細かい小石粒子が多く含ま
(8.0) きる。後にナデが加えられてい る。 る。方向はいずれも不明。 れるが、底部を除いてその

74-1 甕 外） 縦位のヘラナデが施されているが、器面は 粒子は調整により沈んでお
凸凹である。 り、焼成はややもろい感じ
底面には、小石の埋まっていた痕などが多 である。
〈見られ、器面には小さな凸凹が多い。

底部は平底であるが小さく、土器全体 内）底部は一部に横位ヘラミガキの単位を辛う 回転実測 A 
< 2. 7〉 に丸味を感じる。 じて観察することができ るが、方向はわか 細かい小石粒子を多少含む
(3  6) らない。 が、焼成は良好である。

外）やはり横位ヘラミガキ痕が観察できるが、

74-2 方向はわからない。
坪 器面は全体的に祖れており調整はは っき り

わからない。
底面は、丁寧にヘラミガキが施されている
ように思われる。
底面を除く外面に赤色塗彩が施され、燈茶
褐色をしている。

第41表 第21号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

75-1 空ギ 口縁部 口唇部に LR縄文、口縁部にヘフ描波状文が 2帯、ヘフ描横走
中期平行線文が 1帯施されている。

75-2 空． ロ縁部 口唇部に LR縄文が施されている。 中期
75-3 空． 胴部 クシ描の垂下文の周囲にヘフ描刺突文が廻っている。 中期

75-4 空-,±a- 胴 部
ヘフ描平行線文に区画される文様帯中にク シ描の連続刺突文 ・

中期横走平行線文が充填されている＾
75-5 甕 胴部 クシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。 中期

75-6 甕
頸～ 9本一組のクシ描簾状文文（（右回り、等間隔止め）が施された後、 後期胴部 8本一組のクシ描波状 右回り）が施されている 。
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色塗彩が施されるものがある。以上本住居址出土土器は中期後半と後期の土器が混在しているが

総数では中期後半の土器が多い。住居址の所産期については決定できない。 （小山）

第 2節特 殊 遺 構

1) 第 1号特殊遺構

遺構 （第76・77図、図版十五）

本遺構はC•D区境界付近西側に位置し、全体層序IV層茶褐色粘質土面において検出された。

第 5 住居址•第 1 号溝状遺構と重複しており、第 5 号住居址北側を破壊し、第 1 号溝状遺構によ

り、東端部を破壊される。平面形態は西側大部分が調査区外にあり未調査であるため、形態、規

模等は不明である。

jo:i 
A 

ー 思匝

.A 
・.c 
ヨ

7!) 
／ 調 査区外＼ 

＼ 
／ 

＼ ¥'<P I A' 

) --;--

5住 汽〗
一乙

/ 

Ml ヽ _,, ---,~-
5住 kk ---1... -,• -

l 茶褐色土層 粘性強〈堅〈しまる 。茶色枯土 ・ローム

粒子を多益に含む、焼土粒子を少批含む。

標高667.9 m 

標高668.7m

0 (I : 80) 2 m 

第76図 第 1号特殊遺構実測図
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第77図 第 1号特殊遺構遺物出土状況実測図

覆土は、耕作による攪乱を受けており、最下層は粘性強くしまりがあり、焼土粒子を少量、黄

褐色粘土、ロ ーム粒子を多量に含む茶褐色土層 1層のみで、南壁直下に焼土プロックが観察され

た。確認面からの壁高は 5-17cmを測り、南壁は床面から比較的急傾斜で立ち上がり、東壁は緩

やかな傾斜で立ち上がる。底面は粘土層に掘り込まれているため堅固な状態であり、ほぽ平坦で

あるが、中央に向かって徐々にレベルを低下させる。ピットは P2を除き 5個検出されており、

Plは南壁直下に位置し、径 38cmの半円形で断面形は浅鉢状を呈する。 p3はP2 と東壁との中

間に位置し 22X18 cmで深さ 25cm、 p4は東壁直下に位置し径 20cmのほぽ円形で深さは 28cmを

測る。 Ps ・P6は東壁中・東壁外にあり楕円形を呈するが、本遺構との帰属性は不明である。

火処は認められなかった。

本遺構からは、壺・杯•高坪の完形土器が 5 点出土しており、遺物の残存状況は良好であった

と思われる。 78-1• 8• 9は長方形土坑 (P2)の西側底面より出土し、その出土状況は、逆

位に置かれた高坪 (78-9)の上に高杯 (78-8)が正位に置かれ、更にその上に壺 (78-1) 

が乗せられていたものが転街したと考えられる。 78-4• 5は、長方形土坑（以下土坑）西壁直

下より相互の口縁部が密着した状態で出土している。 78-2・3は、土坑の北 15-30cmの底面よ

り約 20cm、78-6• 7は土坑の西 20-40cmの底面より 10-15cm浮いた状態で出土している。78-

10は調査部分西端中央付近の底面より約 10cm浮いた状態で、 78-11は土坑上面と、北方約 75cm 

の底面より出土している。これらの遺物は長方形土坑の上部付近に集中してみられこの土坑は遺

構検出部分南側に位置し、 66X48cmの長方形を呈し深さ 20cmを測る規模形態で、本遺構の特徴的
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なものとみなせる。

以上のような完形土器 5点の出土状況は、佐久地方において初見と思われ、同様な資料がみら

れないため明らかでないが、住居址等にみられるような完形土器の出土状況に比べ、その特殊な

意味をもつものと考えられ、また他の器種に比べ、高坪の出土数が比較的多いことから、祭祀あ

るいは長方形土坑の規模から屈葬の場合、人間が十分埋葬できる大きさをもち、墓址的なものと

考えられ、これらの土器はその供献的な要素をもつものと考えられる。 （三石）

遺物（第 78図、図版二十六）

本遺構からは土師器、僅少ではあるが弥生土器・須恵器が出土しており、その内 11点が図化で

きた。弥生土器・須恵器、土師器（平安時代）は攪乱による混入遺物と考えられる。

第42表 第 1号特殊遺構出土土器観察表

挿図
器種 法 量 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

(11.8) 口辺部 「く」の字状に外傾外反し、端 口緑部内外面共ヨコナデの後暗文が施されている。 完全実測

78-1 壺
く19.1>部でつまみ上げられるように立ち上が 内）胴部はハケメ調整が施されている。 No.2 
(6.2) る。胴部はほぼ球形を呈し、下半に値 外）胴部はナデの後タテ方向のヘラミガキが施
(17.5) かな稜を有する。 されている。

(12.8) ロ縁部短か〈外傾しやや外反する。 内）胴部はやや粗略なナデが施され、口緑部は 回転実測 A 
< 9 0〉 底部指頭おさえによる直径約 25cmの ョコナデが施されている。 Nul3、14

78-2 哀 (5.1) 円形を呈する上げ底である。 外）口縁部はヨコナデが施され、胴部にはヘラ 磨滅は 2次焼成によるもの
ケズリが施されているが、磨滅が激しく単 か？
位は不明。

(13 2) ロ緑部は外傾する 。胴部最大径は胴上 内）口縁部はヨコナデ、胴部はナデが施されて 回転実測 B 

78-3 甕
(7 0) 部にある。 (12.8) いるが磨滅の為、単位は不明瞭である。 Nn!S、16

外）口縁部はヨコナデが施され、胴部は磨減の
為全〈不明。

(16 4) ロ緑部は短かく外反する 。胴部は、2 内）ヨコナデの後、黒色処理が行われ、更に放 完全実測

78-4 坪
く7.0〉 X 3cmの楕円形を呈する。指頭おさえ 射状のヘラ ミガキが加えられている 。 Nu 6 
(3  1) による上げ底である。 外）口辺部はヨコナデ、底部はヘラケズリの後、

上半部にヘラ ミガキが加えられている。

(12 4) ロ辺部は内稜をも って短か（外反する。 内）ナデ辺の部後は放ヨ射コ状ナ＂のデヘ、底ラミガキが施されている。 完全実測
78-5 坪 く4.8)底部は丸底。 外）口 部はヘラケズリの後、 Nu 5 

上半部に横位の ミガキが加えられている。

(1く35.42〉) 
ロ辺部は不明瞭な稜をも って短かく 外 内）口辺部はヨコナデ。底部は放射状のミガキ 回転実測 A 

78-6 坪
反する。底部は直径約25cmの円形を呈 底カ憶部されている。磨減著、上しい Nu33 

(2.3) する指頭おさえによる上げ底。 外） はヘラケズリの後 半枷にヘラミガ
キが加えられている。

(13.8) ロ辺部は強く外傾し、内弯気味に立ち 内）磨滅が著 し〈不明。

78-7 婉
く4.5〉 上がる。最大径は 口径。 外）口辺部はヨコナデの後、横位のミガキが施 No. l 

されている。胴部はヘラケズリが施されて
いる。

＜ (18.0) 杯部下端に稜を有し、上部はほぽ直線 坪脚内蔀部）／不内外面共ヨコナデの後、暗文。磨滅著しい。 完全実測

78-8 高
14 2〉 的に開き、端部でつまみ上げられるよ Nu 3 

坪 (14.4) うに内弯する。脚部は「ハ」の字状に 明。
開き裾部は大き〈広がる 外）ナデの後、縦位のヘラ ミガキカ哺iされている。

(16 7) 坪部下端に明瞭な稜をま有み し、口緑部は 坪部）／内）ナデの後、暗文が施されている。 完全実測
く13.5〉 大きく開き端部でつ 上げられる よ 外下部は周縁部ナデの後、暗文が施されてい Nn4 

高
(14 8) うに内弯する。脚部は「ハ」の字状に る。外面上部・内面ヨコナデの後、暗文が

78-9 
坪

開き裾部は大き〈広がる 。 施されていがる施。 ‘ 

脚部／内）ナデ されている 。
外）縦方向のヘラ ミガキが施され、裾部はヨコ

ナデの後 ヘラミガキが施されている。

(1＜ 7 2) 坪部下端に明瞭な稜にを有内 し、端部はつ ）不部／内）ヨコナデの後、）不上部に縦位のヘ 回転実測 A 
13. 7〉 まみ上げられるよう 弯する。柱状 ラミガキが施された後、下部に放射状にミ No!O 
(14.4) 部はややふくらみをも って開き、裾部 ガキが施されている n

78-10 百 は大き〈広がる。 外）坪上部は縦位のヘラ ミガキ、一部ヨコナデ
のみでミガキが認められない部分がある。

脚部／内）上部溝切り、柱状部はヘラケズリ、
裾部はヨコナデが施されている。

外）縦位のヘラミガキが施されている。
坪部下端で明瞭な稜を有する 。胴部は 内）ヘフケズ リが施され、周緑部にはナテが施 回転実測 B 

78-11 百
< 9 7〉 「ハ」の字状に開き、裾部で大き〈広 されているの Nu 7、21
(12 6) がる。 外）縦位のヘラミガキが施されている。磨減著

しい。
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壺 (78-1)は、 口辺部は

「く」の字状に外傾外反し、

端部でつまみ上げられるよ

うに内弯して立ち上がる。

胴部はほぽ球形を呈し、下

半部はわずかに稜がみられ

る。成形方法は 1cmから 2

cmの粘土帯を用いた輪積成

形と考えられる。口辺部は

内外面ともヨコナデの後暗

文が施され、胴部外面はナ

デの後縦位のヘラミガキが

施され、内面はハケメ調整

がみられる。甕は図示し得

なかったが口辺部片で、ロ

辺部に外稜を有し、口縁部

は外傾外反する。調整はロ

縁部にヨコナデが施され、

ロ辺下部はヘラケズリがみ

られる。小型甕は、口縁部

は短く外傾外反し、調整は

ロ縁部内外面ともヨコナデ

が施され、胴部外面はヘラ

ケズリ、内面はナデがみら

れるが、口径と胴部最大径

11 がほぼ等しいもの (78-

0 (l : 4) 10cm 2)、口径が最大径となるも

第78図 第 1号特殊遺構出土土器実測図

土師器の器種には、壺．

甕・小型甕・坪・坑・高坪

がある。

，
 

の (78-3)が認められる。

坪・婉は、明瞭な内稜をもっ
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て口縁部が短く外傾しやや内弯するもの (78-5• 6)がある。更に、底部から内 弯しながら立

ち上がり、内稜の見られないものも同時期に存在すると思われるが、本遺跡においての出土はみ

られなかった。

坪 (78-4 -6)の外面調整は、ヘラケズリの後、ヘラミガキが施され、内面は放射状の暗文

的なヘラミガキが観察される。又、 78-2• 4• 6の底部には、指頭おさえによる 2-3 cmの円

形を呈する上げ底がみられる。

高坪は 4点出土しているが、全器形の判明するものは 3点である。いずれも坪部に明瞭な稜を

有し、口縁部はほぽ直線的に外傾し端部でつまみ上げられるように内弯する。調整は坪部は内外

面ともョコナデの後暗文が施され、脚部の外面は縦位のヘラミガキがみられる。脚部は、ほぽ直

線的に「ハ」 の字状に開き裾部が大きく広がるもの (78-8• 9)、ややふくらみをもって「ハ」

の字状に開き裾部が大きく広がるもの (78-10)がみられる。又、 78-11は坪部の稜が著しく強

調されており、斜下方に垂下する隆起帯が観察される。この隆起帯は粘土紐を貼付けてからヨコ

ナデされたものであろうと思われる。脚部は直線的に開き裾部は大ぎく広がる。その他、蓋か小

型品の台部と思われる小片がみられる。

以上の完形品 5点の壺・坪・高坪の特徴は、古墳時代中期の様相を呈しているものと判断する

が、詳細については、第V章調査のまとめで検討してみたい。尚、遺構の性格についても、遺物

の出土状況のみから祭祀及び墓的遺構の可能性を前述したが、遺構の全容が不明であり、他に類

例を求めることが困難な特異例であることも勘案すると、上述した考察はあくまでも想像の域を

脱しないことを記しておかねばならない。 （三石）

第3節溝状遺構

西裏遺跡からは 4甚の溝状遺構が確認されている。この内第 1• 第 2号溝状遺構は、竹田峯遺

跡第 1号溝状遺構の関連性が考えられ次章の第 5節において述べてある。また西裏遺跡において

検出された攪乱溝については、本節で記載してある。

1) 第 3号溝状遺構

遺構（第 79・80図、図版十八）

本遺構は 1区南寄りで、南北方向に細長く伸びる調査区に対して直交する形で東西方向に伸び

ており、幅 6mという限られた発掘区のため全容が明らかにできないことから、形態・性格等に

ついてはほとんど言及できないと考える。
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調査区外

望立
，膠 P4
P5 

Ml 

調査区 外

ここ 竺

~
 

l 暗灰褐色土層

粘性強く堅〈しまる。

白色枯土を多祉に含む。

B' I 黒色土屑 粘性あり堅くしまる。白色帖土を少拭含む。

(M 4股土）

暗褐色土府 枯性強〈しまりあり。 (D8孜土）

明掲色土層 粘性強〈しま りあり。(D8殺土）

暗茶褐色土層 (D 7泣土）

黄褐色土層 ローム粒子を多屈に含む。 (D7覆土）

標高6訊.Sm

0 (I : 100) 2 m 

’ ’  第79図 第3・4号溝状遺構実測図

調査区内で確認された溝幅は、西側調査区

外に入り込む部分で最大幅 330cmを測り、同

じく東側の調査区外に入 り込む部分で最小幅

75 cmを測る。平面形態は北側壁が北方向に直 A
 

線的に伸びるのに対し、南側壁が直線的に北

西方向に伸び調査区範囲線と直角を形成し、

調査区の東側を基点とした場合、北に開く半

扇形を呈している。

断面形は底面がほぽ平坦であり、両側壁と

もなだらかな傾斜をもって立ち上がる。底面

からピット 4個と南側壁の中央付近で 1個の

計 5基のヒッ゚ トが検出された。この内、 p1・

P 2• P 3は、形態（直径約 50cmの円形を呈す）

及びそれぞれのピットから弥生時代の甕

(81-1• 2・3)を共伴していることから、同様の性格を持つものと考える。

@ 
A' 

A
-

A' 

゜
50cm 

第80図 第 3号溝状遺構Pl遺物出土状況実測図

Plから出土した甕 (81-1)は、第 80図で示したように掘り込まれたヒ°ット断面と余すこと

なく正位に埋め込まれた状態で出土している。 （高村）
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第43表 第3号溝状遺構内Pl-P3出土土器観察表
挿図

器種 法 昼 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考
番号

(26 6) 口緑部は受け 口状に内弯し、妓大径は 内）横位ヘラナデ？ 完全実測

(34 5〉 胴部中央にあたる。底部は指頭で押圧 外）口緑部から頸部にかけてヨコ ナデが施され 焼成はややもろい感じであ

(10 2) した と思われる痕が観察できる。 その上からクシ描文が施されている。胴部 る。

81-I 甕
(30 1) 下部は縦位ヘラナデで、方向はわからない。

文様）口縁部に 4本一組のクシ描波状文（右回 Pl 
り？）、頸部から胴部上半に 5本一組のク
シ描斜走直線文が縦位羽状に施されている。

方向不明。

(24 8) 内）口緑部にヨコナデ、頸部以下に横位ハケメ 破片実測 A 

(16 0〉 ヵ徳されている。 細かい小石粒子を多少含む

外）頸部にヨコナデが施されている。 が、胎土は密であり、焼成

81-2 甕
文様）口唇部から 口緑部にかけて単節 LRの斜 はややもろい感じである。

縄文が転されており、その後ヘラ描の連続
山形文が 2帯施されているが、その方向は P2 
右回りと考えられる。その下方には 6本一
組の斜走直線文が縦位羽状に施されている。

頸部は直立気味に立ち上がり、 口辺部 内）横位のヘラナデが施されている。 破片実測 B 
で大きく外傾し、口辺上部でやや内弯 外）口辺部は、横位のヘラナデが施されており、

81-3 甕
する 。 頸部はハケメ調整の後文様が施されている。 P3 

文様）頸部に8本一組のクシ描横走平行線文が
2帯施 された後、ヘラ描連続山形文が 1帯
施されている。

遺物 （第 81• . 82 図、図版二十七）

本遺構からは、弥生土器が出土している。このうち 6点（実測図 5

点、拓影図 1点）を図化した。

弥生土器の器種には、壺・ 甕がある。壺には胴部に櫛描と箆描に

よる垂下文が施されるものがある。甕には有段状の口縁部に櫛描波

状文、最大径を中位にもつ胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に施さ

戸
11

5
り

一
．．
 ー（

 

れる p1より出土した 81-1、有段状の口縁部に単節LR縄文を施

文ののち、小さくふくらむ胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に、頸部に横走平行線文が施される

第82図第3号溝状遣構
内出土土器拓影図

P2より出土した 81-2、有段状の口縁部に単節LR縄文を施文ののち、最大径を中位に有して

ふくらむ胴部に櫛描斜走直線文、頸部に櫛描波状文が施される p3より出土した 81-3、素口縁

で短く外反する口縁部の口唇部にLR縄文、頸部に櫛描横走平行線文、胴部に斜走直線文が縦位

羽状に施される 82-1、櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される胴部中位に箆描の刻目が施される

ものなどが出土している。その他少量ではあるが赤色塗彩が施される小片もみられる。以上、本

遺構の出土土器は、弥生時代中期後半に位置づけられるものであり 、遺構の所産期もそれに近い

ものと考えられる。 （小山）

第44表 第3号溝状遺構内出土土器拓影図観察表

位

＂ 
立
口

器

種

図

号

挿

番
文 様 備 考

82-11甕|口醤砿濯勢彦t孟五塁畠ヽ妥原悶喜悶ばf塁盃含唸苓？釘後、 胴部に 6本 一 l靡協

2) 第 4号溝状遺構
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遺構（第 79図、図版十八）

本遺構は I区北より第 3号溝と平行して伸びており、 3号溝と同様部分的な検出の為、形態・

性格等についてはほとんど言及でぎない。溝の南東側壁部で第 8号土坑を切ってプラ｀ノが伸びて

おり、土坑より新しい時代の遺構と考えられる。平面形態は最小幅 90cm-最大幅 160cmで、両側

壁とも小さな屈曲を見せながら南部を中心とするなだらかな弧を描くように見えるが検出された

範囲が局部的な為推測にすぎない。断面形は第 4号溝状遺構と同様底面は平坦で両側壁共なだら

かな立ち上がりを呈している。第 3• 4 号溝状遺構は西裏•竹田峯遺跡で検出された溝状遺構の

中で東西方向に伸びる点に特徴がありその全容が把握できなかった事が残念であった。（高村）

遺物（第 83図、図版二十八）

本遺構からは、土師器、弥生土器が出土しているが、弥生土器は混入遺物と考えられるため、

土師器のみを図化し、説明を加える こととした。

土師器の器種には、壺・ 甕・台付甕・ 小型丸底堵 ・鉢等がある。

壺 83-1は有段状の端部にわずかなつま み上げがみられる複合口縁から強くくびれる短い頸

部更に球状にふ くらむ胴部をもつ小型のもので口縁端部の内外面に各一条の沈線・ ロ縁部の内外

第45表 第 4号溝状遺構出土土器観察表
挿図

器種 法 籠 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

(14.5) ロ縁部は複合有段口緑で大きく外傾、 内）口緑部は赤色塗彩で、頸部はヘフナデ、胴 回転実測 B 
く8.1〉 外反する。頸部は大き〈〈ぴれ、胴部 部はナデが施されている。 毅土

空-
は球状を呈す。胴部内面には粘土帯が 外）口縁部は赤色塗彩で横位のヘラミガキ、稜 内外面共、磨滅が著しい。

83-1 ＾ 有
みられる。口唇部外面に一条の沈線が は枯土帯を指頭で押さえた後ヨコナデが施 粒子に砂粒を含む。

段 施されている。 されている。 胎土は白味がかり、きめ細

胴上部は赤色塗彩で横位のヘラミガキカ'1it1i かい。

されている。

(15.0) 口緑部は大き〈「〈」の字状に外反し、 内）ハケメ調整の後、横位のヘラナデが施され 回転実測 B 
刷 く15I〉 素口緑を呈する。胴部は縦長の球状を ている。 内面ハクリが著しい。

胄(5.1) 呈す。最大径は口縁端部にある。底部 外）口縁部は横位の粗いハケメ調整の後、頸部
(15 1) は平底である。 から口緑端部に向かって細かい縦位のハケ

83-2 
平底 メ調整が施されている 。胴上部は斜位の租

甕 いハケメ調整の後、縦位の細かいハケメ調

整が施されている。胴下部はハケメ調整の

後、縦位のヘラナデが施されている。
(9  8) 底部は丸底で、指押さえによると考え 内）口辺部はハケメ調整が施されている。その 回転実測 A 
< 4. 7〉 られる凹部がある。口辺部は広く外傾 後、ナデ調整が施されている。底部はナデ 胎土は白味がかり、きめ細

して内弯する。底部と口辺部の接続部 が施されているようだが、方向や単位はわ か...'。

小形
は外稜をもつ。 からない。

83-3 丸底
外）口辺部は縦位の粗いハケメ調整が外稜まで

施されており、上部に横位のハケメ調整も
地

見られる 。底部は、ハケメ調整が施されてい

る。外面全体にハケメ調整の後、ミガキあ

るいはナデが施されているようだが、磨滅

が著しい。ミガキまやや雑である。
(11 4) 底部は丸底で、口辺部は広〈外傾し内 内）口辺部は観察不可能。 回転実測 B 
く52〉 弯する。 底部はナデが施されている 。 接合関係 M4+D6 

小形 底部と口辺部の接合部は外稜をもつ。 外）口辺部は外稜に向かって、縦位のハケメ調
83-4 丸底 整が施されている。底部はよく観察できな

埒 いが、ハケメ調整が施されていると考えら

れる。外面全体、ハケメ調整の後のヘラナ

デが施されていると考えられる 。
丸底 (15 6) 器肉が薄〈、口辺と体部境は内稜を有 内）赤色塗彩が施されている。 回転実測 B 

83-5 
鉢

く2.2) す。口辺部は外傾し体部は内弯する。 内外面共、横位のヘラミガキが施されている。 内外面共、磨減が著 しい。or 
坪 胎土はきめ細かい。
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第83図 第 4号溝状遺構出土土器実測図

面・胴部外面に赤色塗彩が施されている。甕 83-2は、口縁部に最大径を有し、平底である。偏球

状にふくらむ胴部から、口縁部は「く」の字状に鋭く外反する。外面は口～胴部中位にかけて縦

斜位のハケメ調整ののち、胴部下位にヘラナデ、内面には横位のヘラナデが施されている。小型

丸底堵 83-3・4は、口辺部は広く外傾し、小さく偏平な丸底の底部との接続部に外稜を有する。

又、 83-3は底部の中央部に指おさえによると考えられる凹みを有している。調整は内外面とも

に磨滅のため、不明な部分が多いが、粗いハケメを基調としていたことは確かであり、その後に

施されたと推される。ナデ・ミガキはいずれにしても粗略なものであったと考えられる。台付甕

は「ハ」の字状に開く台部片がみられるが調整は不明である。鉢 83-5は広く外傾する胴部から、

ロ縁部はわずかに肥厚し、短く外反する。器肉が極めて薄く、内外面に薄い赤色塗彩が施されて

いる。以上、本遺構の出土土器は、有段口縁の壺 83-1、ハケ メ調整の甕 83-2、小型丸底均 83-

3• 4などが古墳時代前期のものと考えられ遺構の所産期及び性格を強く示唆するものと言える。

（小山）

3) その他の溝状遺構

遺構・遺物（第 93• 137図）

本遺跡からは、覆土の状態がほぽ耕作土に近く、中からビール瓶・缶等が混入しており、攪乱

溝と した溝状遺構が検出されている。

これらの溝は、ほぽ西裏遺跡の農業用道路（調査区）と同じに南東に伸びており、道の中央付近

に位置していたものと考えられる。これらの検出状況から攪乱溝 1-3 (RM 1 -3)は道との

関連性が強いものと考える。混入遺物で 93-2は弥生時代終末から古墳時代前期の小型高坪の結

合部分と考えられ、坪部は体部との境界に明瞭な稜をなし、もうわずかで口縁部が収束すると考

えられる。脚部は結合部から大きく裾部が開く形態をなすものと思われ、北陸の法仏II• 月影・

古府クルビ式の小型高坪にその類例が見られる。
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第4節土坑及びピット群

1) 土坑

遺構 （第 84• 85図、図版十四・ニ十・ニ十一）

本遺跡から検出された土坑は、総数で 9基を数える。これらの土坑のうち第 1号土坑を除き、

H区北寄り CD2 -5)及び I区北寄り東側 (D6 -8)に偏在して見られる傾向が看取される。

第 6・7号土坑は東側大部分が調査区外で未調査であり、また第 8号土坑は北側大部分をM4号

溝状遺構によって破壊されておりプランの一部のみの検出であるためその性格は不明確である。
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第84図第 1-6号土坑実測図

A' 

一 襟高663.8m

0 (I : 60) 1 m 

D6 
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A' 

l 暗褐色土局

2 焚褐色土府 ローム粒子を多混に含む
°楼illi664.5m

D7 
O (J : 60) 1 m 
.'  

9基の土坑は、全体層序第IV層茶褐色粘質土面

において検出された。

遺物は第 4• 8号土坑を除く、第 1~ 3• 5 

~ 7• 9 号土坑から出土しているが、第 3• 6号

土坑より比較的多く出土している。

尚、各土坑の詳細については第 46表にまとめ

た。 （三石）

遺物（第 86図、図版二十八）

第 1•2•4-9 号土坑

第 1号土坑からは、弥生土器の壺の底部 86-1 

一点のみ、第 2号土坑からは、弥生土器の壺の胴

部赤色塗彩片と甕片が出土しているが、いずれも

時期決定の根拠となり得ない。

第5号土坑からは弥生土器が出土している。器

種には壺・甕・坪がある。壺には胴部に箆描文が

施されるものと赤色塗彩が施されるものがあり、

甕には、素口縁の口唇部に箆描の刻目が施される

ものと、口縁部・胴部に櫛描波状文が施されるも

のがある。また、杯には内外面に赤色塗彩が施さ

75 
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調査区外

A~A 

暗掲色土屑 粘性強くしまりあり 。

明褐色土層 枯性強くしまりあり 。ローム

粒子を多紐に含む、白色枯土を含む。
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第85図 第 7-9号土坑実測図



第46表 西裏遺跡土坑一覧表

遺構名 検出位置
平面プラン

長軸方位 断面形 深さ 考
（区） 形態 長軸長短軸長

備

cm cm cm Mlと重複関係にあり、 D1→ 
D 1 D区 楕円形 168 N-23°-E 皿状 21. 5-25.0 Mlの順に構築され、東側を壊

される。

D2 H区 不整楕円形 60 36 N-61°-W 逆台形 15.0-24.0 

D4と重複関係にあり、 D4→ 

D 3 H区 卵 形 94 68 N-20°-E 逆台形 14.5-23.0 D 3の順に構築され、 D3を破
壊する。
弥生時代中期後半

D 3と重複関係にあり、 D4→
D4 H区 楕円形 72 (46) N-24°-E 逆台形 9.0-10.5 D 3の順に構築され、東側を壊

される。

D 5 H区 円 形 54 47 N-57°-W 逆台形 41.5-47.0 

D6 I区 （不整形） 132 東西 逆台形 9.0-14.0 東側未調査

D7 I区 （楕円形） 235 N-45°-E 逆台形 14.0-20.0 南側未調査

M4と重複関係にあり、 D8→ 

D8 I区 （楕円形） (144) N-20'-W 逆台形 13.5-22.0 M4の順に構築され、束側大半
を壊される 。
南端部未調査

D 9 H区 楕円形 130 111 N-ss・-E 逆台形 75.0-80.0 
21住の床面をとりのぞいた後、

検出される。

れる 86-6がある。以上、本遺構の出土土器は中期後半的なものと後期的なものが混在している

ため、時期決定の根拠とはなり得ない。

第7号土坑からは弥生土器の壺 86-7が一点のみ出土しており、素口縁の口唇部にLR縄文が

施文されている。所産期を決める根拠となるかどうかは判断しかねる。第 9号土坑からは弥生土

器と考えられる甕の底部 86-8と、斜に切り込まれた形状を呈する縁部に 1孔を有する筒形の不

明品 86-9が出土しているが、

第3号土坑

これらの土器から所産期を考えるのは極めて困難である。

本遺構からは弥生土器が出土しており、そのうち 3点を図化した。

弥生土器の器種には、壺・甕・台付甕・高坪がある。壺には無文で胴部中位に最大径をもつ、

86-2の他、頸部に縄文施文ののち箆描文が施されるもの、胴部に箆描文が施されるもの等があ

る。甕には、最大径をもつ有段状の口縁部に櫛描波状文（右回り）、 口唇部にLR縄文、頸部に波．

状文（右回り）、僅かにふくらむ胴部に櫛描斜走直線文が縦位羽状に施される 86-3があり、台付

甕には小型の台部がある。高坪の坪部はカップ形を呈し、接合部に断面三角形の突帯を有し、赤

色塗彩が施される 86-4がある。以上、本遺構の出土土器は中期後半に位置づけられ、所産期を

決定する資料と考えられる。 （小山）
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第86図 第 1・3・6・7・9号土坑出土土器実測図

第47表 第 1・3・6・7・9号土坑出土土器観察表

挿図
器種 法泣 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

内）磨滅著し〈不明 D 1 

86-1 壺
< 2 4) 外）ハケメのナデが値かに観察できるが、磨滅 回転実測 B 
(9  5) が著し〈方向は不明。 胎土に小砂がまじる。

底部表面に異色物付箔。
内）刷毛のナデ 回転実測 B 

く16.5〉 外）ハケメ調整の後ヘラナデ（縦位）が粗く施さ D 3 No. 2 

86-2 壺
(5  4) れている。 胎土はきめ細かい。
(14 0) 文様）なし。

胴部上位と下位の接合部には横方向のヘラ
ナデが丁寧に施されている。
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(22. 5) 胴部はややふくらみをもち、頸部から 内）口辺部から頸部はヨコナデの後、横位のヘ 回転実測 B 
(19 6〉 外傾し、 口辺部で受け口状に立ち上が ラナデが施されている。胴部はハケメによ 接合関係

る。最大径は 口辺部にある。 る横位の調整の後、横位の粗いヘラナデが D 3 No 1 
(22. 5) 施されている。

外）口辺部から頸部はヨコナデが施され、胴部
86-3 甕 は横位のハケメ調整が施されている。

文様）口唇部にヘラ描のきざみ目が施され、ロ
辺部と胴上部に 4本一組のクシ描波状文が
それぞれ 1帯ずつ施されてい る。胴部は 4
本一組のクシ描直線文が、縦位羽状に施さ
れている。

(5  5) かなり深い感じの杯部を持ち、坪部 と 内） 横位ヘラナデの後、縦位ヘラミガキが観察 完全実測
く142〉 脚部の境目の辺りに突帯部分がある。 できるが、ヘラミガキはそれはど丁寧に施 焼成良好

されているとは言えずヘラナデ痕の方が強い。 D 3 No.3 
86-4 喜 外）口緑部にヨコナデ、それ以下はヨ コナデの

後、丁寧に縦位ヘラミガキが施されている。
脚部の内面を除く内 ・外面に鮮かな赤色塗彩
が施されている。

底部止ち上がりに接合の為の指で押さ 内外面共に磨減が著し〈観察不可能。 回転実測 B 
86-5 甕 < 5 2> えたものと思われる痕が観察できる。 D6 

(9 3) 底部平底。

(1＜ 6 3) 口緑部は外傾し、内弯気味に立ち上が 内外面共磨滅の為、調整不明。 回転実測 A D6 86-6 坪 8.0〉
る。 赤色塗彩が施されている可能性が強い。 胎土は黒色を呈する。(5  8) 

(14.6) 頸部から口緑端部にかけ大きく外傾 ． 内）口緑下端はハケメ調整の後、横位のヘフナ 回転実測 A 
く59〉 外弯する。素口緑。 デ、 口緑端部はヨコナデの後、横位のヘラ D7 

86-7 空-
ミガキが施されている。

外）口緑部はハケメ調整の後、上部にヨコナデ
が施されている。

文様） 口唇部に LR縄文が施されている。

底部に指押さえが観察できる。 内）斜方向のハケメが観察できるが、方向は不 回転実測 A 
（壺） く2.5〉 明。底面は横位のヘラナデが施されている。 D9 

86-8 甕 (5. 7) 外）縦方向のヘラナデが観察できる。 細かい小石粒子を多少含む。

焼成は良好

外面に煤が付培している。
(3.4) 円筒形をしており、縁部は受け 口状に 内）磨滅しており、調整の観察はできなかっ t.:. 完全実illll
く54〉 内弯しており、水平ではな〈傾〈感じ 外）ヘラナデの単位が観察できたが、その方向 細かい小石粒子を多く含み

86-9 不明 である。但 し、 完存は していないので はわからなかった。 焼成はややもろい感じであ
(3  8) 正確な ことはわからない。また、端部 る。

に 1孔を有している。

2) ビット群

遺構・遺物 （第 87図、図版二十一）

本遺跡の 1区、第 3号溝状遺構と第 4号溝状遺構との間の区域から、ピ ットが 17個検出され、

これらをピット群と総称した。

ピットの平面形態は、円形がほとんどであるが楕円形のものも 4個存在する。規模は直径

30-40 cm前後が最も多い。深さはpgが浅く 11.5cm、最も深いのはP16で37.5 cmを測る。

断面形は、ほとんどがU字形であるが、中頃にテラスを持つピ ッ ト ( P2•P3•P4•P5·

P 7• P 11)が6個検出されている。

それぞれのピ ット内からの遺物の出土は、ほとんどなく、第 3号溝状遺構内で検出された 3個

のピ ットとは、その性格を異にすると思われる。

ピット 17個の配列を観察しても、規則性は看取できず、調査区外にも同様なヒ°ットが続くもの

と考えられるが、その所産期及び性格については追求できない。
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第48表 西裏遺跡ピ ット群一覧表

遺 検出位置 平面プラン 深
構

（区）
備 考

名 形態 径 さ

p 1 I区 楕円形 28X49 14 長軸方位N-42°-E 

P2 I区 円形 31-36 18.5 北方にテラスあり

p 3 I区 円形 43-50 29.5 北東にテラスあり

P4 I区 円形 48 32.5 東方にテラスあり

p 5 I区 円形 30-33 27 東方にテラスあり

P6 I区 円形 24-29 11. 5 

p 7 I区 楕円形 25X43 26 長軸方位N-6°-E 東方にテラスあり

P8 I区 楕円形 25X (31} 16 RM3により北西．部分破壊されている
長軸方位 N-25 -W  

pg I区 円形 19-23 11.5 

PIO I区 円形 28-38 14 

Pll I区 円形 29-33 27.5 東方にテラスあり

P 12 I区 円形 35-47 25.5 

P13 I区 円形 45-46 15 

P 14 I区 円形 39-42 13.5 

P15 I区 円形 26-29 13 

Pl6 I区 円形 43-47 37.5 

P17 I区 楕円形 35X54 20.5 長軸方位N-2°-W
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第5節西裏遺跡出土石器について

1) 石器の種類（第 88~92 図、図版四十五• 四十六）

西裏遺跡からは、打製石鏃・磨製石鏃・石錐・箆状石器・スクレイパー・握斧・打製石斧・磨

製石斧・砥石・石錘・石核が出土している。詳細は出土石器一覧表を参照されたい。

打製石鏃 (88-1 -25) 打製石鏃は未完成品を含め 166点出土している。小型の凹基有茎鏃

(88-1 -6)と、平基有茎鏃 (88-7・8)、小型の凸基有茎鏃 (88-10・11)、凹基偽友 (88-

13-15)、小型の凹基鏃 (88- 16-19)、平基鏃 (88-20• 21)、飛行機鏃 (88-12)、左右不対称

な有茎鏃 (88-9)、石鏃未完成品 (88-22-25)である。完成品は 88-1• 9• 10• 11 ・ 13• 20 

の6点で、他は全て欠損品である。尚、石鏃未完成品は総数 145点を数え、その内調整剥離段階

の途中で制作中止したものは 25点である。そして後者の内 4点を図示した。出土地点は、 88-8 

が第 3号住居址、 88-13が第 5号住居址、 88-9• 22が第 9号住居址、 88-3が第 14号住居址

II区、 88-2 が第 15 号住居址、 88-12 が第 17 号住居址、 88-23• 24が第 20号住居址、 88-1 

が第 1号溝状遺構VI区、 88-21が第 2号溝状遺構II区、 88-6•11 が F 区、 88- 14 が D区で、他

は全て表採である。第 12号住居址からは図示を控えたが石鏃未完成品が 16点も出土している。

これは、他の住居が 4点未満である事、又、後出の大型打製石斧の出土とも考え合わせると留意

しておくべきであろう。

磨製石鏃 (91-4 -6) 磨製石鏃は、先端が欠損したもの (91-4)と、基部が欠損したもの

(91-5)、整形段階の未完成品 (91-6)で、いずれも表面に研磨痕が認められる。 91-4は、

両面より穿孔され、直径 3mmを測る。出土地点は、 91-6が第 17号住居址、 91-5がG区、 91-

4がH区である。

石錐 (88-16-28) 石錐は 3 点とも錐部が欠損している。 88 - 26• 28は錐部断面が扇形を呈

し、 88-27は二角が鋭角な三角形を呈している。出土地点は、88-28が第 9号住居址、88-27が

第 10号住居址、 88-26が第 1号溝状遺構VII区である。他に図示を控えたが、第 12号住居址より

整形段階の未完成品、第 14号住居址より調整剥離段階の未完成品が出土している。

箆状石器 (89-3) 箆状石器は 1点のみの出土で、調整剥離にようて薄く仕上げられ、鋭角

な刃部が全周に渡って形成されている。使用痕は両側刃部にほぽ均等に認められる。出土地点は

第 17号住居址である。

スクレイパー (89-1・2) スクレイパーは 2点出土している。 89-1は、原石面をかなり

残すが両面加工によって鈍角な刃部が一辺に形成されている。 89-2は、貝殻状剥片にエッヂを
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第89図西裏遺跡出土石器実測図く 2〉

フレイク● ツール

形成したもので、剥片石器の範疇に入ると思われる。出土地点は、 89-1がE区、 89-2が第 2

号溝状遺構 I 区である。他に図示を控えたスクレイパーの未完成品が、第 6 号住• 第 9 号住• 第

18 号住•第 20 号住• T 1に各々 1点、第 1号溝状遺構III区・IV区に各 2点、第 2号溝状遺構に 1

点、第 4号溝状遺構に 2点、 J区に 4点、表採で 8点出土している。又加工痕のある微細剥片は、

縦長剥片（断面角状も含む）が37点、横長・翼状剥片が 17点、貝殻状剥片が 75点で総数 129点が

出土している。尚、第 12号住居址は13点出土し、他の遺構と比較すると偏りが認められる。そ

の他、 出土地点等の詳細は剥片数一覧表を参照されたい。

握斧 (89-8• 9) 握斧は性質の異なる 2点が出土している。 89-8は、母岩から剥いだ大

型剣片に簡単な調整剥離を行ったものである。 89-9 vま、不規則に剥片剣離を行った後、両面に
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調整剥離を行っていることから石核石器に近いものと思われる。出土地点は、 89-8が第 4号住

居址、 89-9がH区である。

打製石斧 (89-4 -7• 90-1 -5) 打製石斧は、大型打製石斧 5点 (90-1 -5)と、小

型及び中型打製石斧 4点 (89-4 -7)が出土している。大型打製石斧は 90-3• 4が完形品で

90-3は平らな自然石を利用し、両面に刃付けの調整剥離を行ったもので 90-4は両面に入念な

調整剥離によって刃部を形成し、基部に刃潰しを行った優れたものである。小型及び中型打製石

斧は 89-4• 7が完成品である。 89-4は側面がほぽ直線的に調整剥離がなされ、刃部は使用痕

により光沢を持っている。 89-7は扇形を呈し、刃部を中心に丁寧な調整剥離がなされている。

出土地点は、 90-3• 4が第 12号住居址、 89-4は第 19号住居址、 90-1が第 20号住居址、 89-

5が第 1号溝状遺構II区、 89-6が第 2号溝状遺構II区、 90-5が第 1号溝状遺構VI区、 90-2・ 

89-7が表採である。

磨製石斧 (91-1 -3) 磨製石斧は、 91-1• 3が太型蛤刃石斧で、 91-2が偏平片刃石斧

の欠損品である。 91-1 vま表面に薄く剥がれた欠損があるものの、丁寧に磨かれた良品である。
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第49表西裏遺跡出土石器一覧表く 1〉

挿図番号 器 種 石質
最大長 最大幅 最大厚 重覺

欠損状態 出土遺構 備 考
(cm) (cm) (cm) (g) 

88-1 石 鏃 黒躍石 1. 7 I 5 0 45 0 6 完 形 M 1 VI区 凹基有茎鏃

88-2 石 鏃 黒耀石 < 1 5 〉 くI0 〉 0 35 〈 03) 先端片逆刺欠 15住 凹基有茎鏃

88-3 石 鏃 黒耀石 く18 〉 く10 〉 0.4 < 0.4) 茎端部両方逆刺欠 14住II区 凹基有茎鏃

88-4 石 鏃 黒耀石 1 75 く15 〉 0 55 〈 1.0〉 片逆剌欠 表採 凹基有茎鏃

88-5 石 鏃 黒耀石 く1.8〉 く14 〉 0 5 く 08〉 先端両方逆刺欠 表採 有茎鏃

88-6 石 鏃 黒躍石 く16 〉 〈1.2〉 0.4 く 05〉 先端片逆刺欠 F区 凹基有茎鏃

88-7 石 鏃 黒罐石 く2.0〉 く125〉 0 6 〈 10〉 茎部片逆刺欠 表採 平基有茎鏃

88-8 石 鏃 黒耀石 く2.2〉 く09 〉 0 4 〈 05〉 茎端部片逆刺欠 3住No.4 平基有茎鏃

88-9 石 鏃 黒耀石 2.1 1.1 0 .55 0 7 完 形 9住 一方有が平基、他方が凸基を有す
る茎鏃。

88-10 石 鏃 黒耀石 1.6 0.8 0.45 0 6 完 形 表採 凸基有茎鏃

88-11 石 鏃 黒耀石 2.15 1. 3 0.5 0 8 完 形 F区 凸基有茎鏃

88-12 石 鏃 チャート 3.5 (1 55〉 0.6 〈 17〉 一方の逆刺部欠 17住 飛行機鏃

88-13 石 鏃 黒曜石 2 4 2 0 0 5 1 6 完 形 5住No.l 逆刺が円＜袂りが浅い凹基鏃

88-14 石 鏃 黒耀石 2.8 く145〉 0 6 < 1.4〉 片脚欠 D区 逆刺が円＜扶りが深い凹基鏃

88-15 石 鏃 チャート く2.2 > く1.6〉 0 45 く 13〉 先端片脚端欠 表採 逆刺が鈍く袂りが浅い凹基鏃

88-16 石 鏃 黒耀石 1 5 く12 〉 0.4 < 0.6〉 片脚欠 表採 逆無刺茎鏃が鈍く袂りが非常に浅い

88-17 石 鏃 黒耀石 くl.3〉 〈10 〉 0 3 く 05〉 先端、両脚欠 表採 無茎鏃

88-18 石 鏃 黒耀石 < 1.5〉 (1.15〉 0 3 く 04〉 先端、両脚欠 表採 無茎鏃

88-19 石 鏃 黒耀石 く1.4〉 〈1.2〉 0 3 〈 06〉 先端、両脚欠 表採 無茎鏃

88-20 石 鏃 チャート 2 3 1 8 0.6 2.3 完 形 表採 平基無茎鏃

88-21 石 鏃 黒耀石 く2.3〉 〈13 〉 0 5 1.3 基部欠損 M 2 II区

88-22 石銭未成品 黒耀石 2.15 2 0 0 45 2 0 9住 五角形を呈す。

88-23 石鏃未成品 黒耀石 〈 1.7〉 1 1 0 3 0 8 20住 五角形を呈す。

88-24 石鏃未成品 黒耀石 く2.1〉 2 0 6 5 2.3 20住

88-25 石鉄未成品 黒耀石 2.3 2 .15 7 5 4.2 表採 台形を呈す。

88-26 石 錐 黒耀石 く24〉 く11〉 0 5 1 2 片つ先まみ部・
錐部端欠 MlVII区

88-27 石錐（？） 黒躍石 〈27〉 (1. 3〉 0 6 1 9 錐部 先端 欠 10住 錐部断面三角形を呈す。

88-28 石錐（？） 黒耀石 く2.4〉 1 5 0.6 2.4 錐部 先端 欠 9住

89-1 スクレイパー 粘板岩 9.8 6 0 1 .3 99.5 完 形 E区 三角形を呈す。

89-2 スクレイバー 頁岩 3.1 5 8 1 1 16 4 完 形 M 2 I区 刃部 lmm-5mm幅ぐらいに磨耗．

89-3 箆状石器 粘板岩 7 .05 2.95 0 6 13 7 完 形 17住 箆状使を呈し刃部部は全周に両面加
エ、 用痕刃 両側にあり。

89-4 打製石斧 玄武岩 10.4 5 2 1 7 124 7 完 形 19住 短冊形を呈し刃部円刃で使用痕
著しい。

89-5 打製石斧 泥質岩 く6.75〉 5 1 (1 1〉 〈489〉 甚 部 欠 M 1 II区 使刃部円刃で、ほぼ全面にわたり
用痕が認められる。

89-6 打製石斧 玄武岩 く5.l〉 く66 〉 く13 〉 く515〉 刃 部 欠 M 2 II区 れスクレ イバーの再利用が考えら
る。

89-7 打製石斧 粘板岩 9.4 7 1 1 3 〈85.1〉 完 形 表採 扇中形を呈し、使刃部円刃で刃部を
心に各所に 用痕あり。

89-8 握 斧 頁岩 11.5 8.0 2 6 226 2 完 形 4住 部刃部剣認先形を呈し、使用痕は刃
にめられる。
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西裏遺跡出土石器一院表〈 2〉

挿図番号 器種 石質
最大長 最大幅 最大厚 重 量

欠損状態 出土遣構 備 考(cm) (cm) (cm) (g) 

89-9 握 斧 玄武岩 8 8 7.5 2.6 190. 7 完 形 H区 刃部剣先形を呈す。

90-1 打製石斧 玄武岩 く7.5〉 く8.6> く16 〉 く1337) 基部欠 20住No.3 刃部円刃であり扁平である。

90-2 打製石斧 玄武岩 (11.3〉< 8 0〉 く2.5〉 く3002〉 刃部欠 表採

90-3 打製石斧 玄武岩 19.4 10 7 2.7 722.4 
完形、大形打

12住No.2 
刃部円刃で使用痕著しい。遺構

製石斧、 撥形 に共伴。

90-4 折製石斧 玄武岩 22.8 10.8 3.0 754 
完形、大形打

12住No.l 
刃部円刃で使用痕著しい。遺構

製石斧、撥形 に共伴。

90-5 打製石斧 安山岩 < 8 0 〉 く7.15〉 <1.8〉 182 1 刃部欠 M 1 VI区 基端部側辺使用痕認められる。

91-1 磨製石斧 粘板岩 11 6 5.2 3 45 350 5 完 形 19住PZ
太型蛤刃石斧。 刃部使用痕若し
しヽ。

91-2 磨製石斧 小花岡岩 く58 > く5.6〉 く1.4)< 75 6〉 刃部欠 MlV区 断面庸平

91-3 磨未製成石品斧 蛇紋岩 10 2 5.8 2.25 198 7 J区
太型蛤刃石斧未成品。刃部磨摩
で中止。

91-4 磨製石鏃 粘板岩 く 11〉 2.0 0.3 く 09〉 先端欠 H区No.7 
両袂りにより内径 3mmの小孔 1
つ有す。側辺縞有す。

91-5 磨製石鏃 枯板岩 く2.1〉 く1.6〉 く025〉 1 0 両脚、側辺一部欠 G区

91-6 
磨製石鏃

粘板岩 く2.4〉 く29〉 く01〉 2.2 17住 表裏面、側辺、底辺研磨痕あり 。未成品

91-7 石 錘 砂岩 7.55 5 3 1 3 71.5 完 形 M3 一方に切目有す。

91-8 砥 石 砂岩 19 .15 13 6 6 0 1622. 4 完 形 4住 四面とも利用。中砥。

91-9 砥 石 流紋岩 <10.1 > く385〉 (4 0 〉 く229.9〉 9住
使用により断面不規則な 8角形
を呈す。仕上げ砥。

92-1 石 核 チャート 8.1 7.6 5 2 362.5 H区 剥片剥離規格性乏しい。

91-3は使用痕の有無と刃部の研磨痕等から、刃部の研磨途中で制作を中止した未成品と思われ

る。 91-2は全面が丁寧に磨かれ、擦過痕と研磨痕が認められる。出土地点は、91-1が第 19号

住居址の P2、91-2が第 2号溝状遺構V区、 91-3がJ区である。

砥石 (91-8• 9) 砥石は性格の異なる 2点が出土している。 91-8は大型の砥石で、四面

を砥面とした砂岩製である。 91-9は八面を砥面と した流紋岩製である。砥面の状態から、 91-

8は中砥、 91-9は上砥と考えられる。 出土地点は 91-8が第 4号住居址、 91-9が第 9号住居

址である。

石錘 (91-7) 石錘は 1点のみ出土し、表面に擦過痕と使用痕が認められる砂岩製である。

出土地点は、第 3号溝状遺構である。

石核 (92-1) 石核は 1点のみ出土している。貝殻状剣片・横長剥片等を剥ぎ取った石核で、

チャート製である。尚、剥片剣離作業を容易にするための細かい調整剥離が打面に数ヶ所認めら

れる。石色は暗灰色～灰色で、 本遺跡出土のチャート製品は全てこれに類するものである。 出土

地点はH区である。 （羽毛田卓）

2) 遺構別石器出士数
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第 1号住居址 完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 4点、剥片石器末完成品 4点、不明石

器未完成品 1点が出土している。本住居址の東側は未調査区域ではあるが、未完成品を含めた剥

片総数は 12点と中程度である。つまり、未調査部には相当数の遺物が存在すると思われる。

第 3号住居址 平甚有茎石鏃 (88-8) 1点、剥片石器未完成品 1点、不明石器未完成品 1点

が出土しており、未完成品を含めた剥片総数は 4点である。

第 4号住居址 握斧 (89-8) 1点、砥石 (91-8) 1点、剥片石器未完成品 1点が出土して

いる。本住居址は他と比較すると石器数が特に少ないという特徴がある。尚、握斧と砥石との時

代関係は本住居址が第 1号溝状遺構と重複関係に、又、東側が攪乱を受けているために、安易な

解釈は避けたい。

第5号住居址 凹基石鏃 (88-13)1点、打製石鏃未完成品 1点、剥片石器未完成品 6点が出

土している。未完成品を含めた剥片総数は 16点と比較的に多いことから、本住居址を弥生時代に

位置づけることが可能であるが、それ以上の時期は決定し難い。

第 6号住居址 完成品の出土は無く、スクレイパー未完成品 1点、打製石鏃未完成品 1点、剥

片石器未完成品 4点が出土している。未完成品を含めた剣片総数は 11点と中程度である。上記ス

クレイパーは完成度が高いが使用痕が無く、制作中止の理由は理解し得ない。

第 7号住居址 完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 2点、剥片石器未完成品 7点、不明石

器未完成品 2点が出土している。未完成品を含めた剣片総数は 17点と比較的多くなっている。不

明石器の内 1点は、石核石器に近いもので整形途中で中止され、もう 1点はスクレイ パー的形状

を持つものの整形途中のため不明である。

第8号住居址 完成品の出土は無く、不明石器未完成品 1点のみが出土している。不明石器は

整形段階の石錐とも考えられる形状を呈している。

第9号住居址 左右不対称な有茎石鏃 (88-9) 1点、砥石 (91-9) 1点、打製石鏃未完成

品 (88 -22•他 1点） 2点、スクレイパー未完成品 1点、剥片石器未完成品 4点が出土している。

スクレイパーはチャート製で調整剥離段階で半分程度に折損したものと考えられる。

第 10号住居址 石錐 (88-27)1点、剣片石器未完成品 1点が出土しているが混入遺物の可能

性が強い。

第 11号住居址 完成品の出土は無く、石鏃未完成品 3点、剥片石器未完成品 6点、不明石器未

完成品 1 点が出土している。本住居址は、第 8 号• 第 9号住居址と重複関係にあるが、他の出土

遺物、遺構を考え合わせると、砥石 (91-9)以外の石器は、調査区外からの混入と考えられる。

第 12号住居址 大型打製石斧 (90-3• 4) 2点、打製石鏃末完成品6点、石錐未完成品 1点、

剣片石器未完成品 13点、不明石器未完成品 2点が出土している。未完成品を含めた総剥片数は 43

点と、住居址出土剥片総数 208点の 1/4を占めている。混入遺物が含まれているとしても、大型
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第50表 西裏遺跡出土黒耀石・チャート剥片数一覧表

出土位置
スクレイバ—

縦長剥片
横長剥片

貝殻状剥片
石鏃 (1) 石鏃 (2)

不明石器 剥片くず 小 計
未成品 颯状剥片 未成品 未成品

1住 2 1 1 3 1 1 3 12 

3 1 1 
1 3 

(1) (1) 

4 1 1 

5 1 5 1 ， 16 

6 1 3 1 1 5 11 

7 7 2 2 6 17 

8 1 1 2 

， (1) 1 2 1 1 7 
12 

(1) 

10 1 1 2 

11 
2 

1 2 3 1 1 10 
(1) (1) 

12 5 1 7 
13 

3 2 12 43 
1 (石錐）

13 2 2 1 5 

14 1 1 2 
1 

3 8 
（石錐）

15 1 3 1 4 ， 
16 1 1 

17 1 1 2 4 

18 1 2 6 4 2 3 18 

19 1 2 3 3 3 12 

20 1 1 1 3 6 

21 2 1 1 1 3 8 

T 1 2 1 1 (1) 4 
8 

(1) 

II区 2 2 

m区
1 

4 10 1 7 
23 

(1) (1) 

w区
1 1 1 1 5 

， 
(1) (1) 

V区 1 2 5 1 
10 

19 
(1) (1) (2) 

Ml 
VI区 3 1 5 7 1 8 25 

V11区 1 1 3 5 

覆土 (2) 2 
2 

(2) 

小計
2 

4 2 13 
25 3 

1 35 
85 

(2) (1) (3) (6) 

I区 1 2 7 10 

II区 1 1 1 1 4 1 2 8 19 
M2 

m区 1 1 

小計 1 2 1 1 6 1 2 16 30 

M3 1 1 1 3 

M4 2 1 2 4 ， 
D3 1 1 

D6 1 2 3 
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A区

B区 5 2 

c区 3 
C-D 1 

1 1 2 区 / 1) 
D区 1 2 

E区 2 3 
2 (1) 

区 F区 1 

G区 4 8 2 7 

H区 1 1 3 1 6 

I区 2 1 1 2 

J区 4 2 2 3 

k区 1 1 

小計 4 3 8 ぶ 5 2 26 

表採 3 
6 2 11 15 

1 2 34 
(5) (2) (2) (2) 

合計
17 36 

17 
73 115 18 24 191 

(8) (1) (2) (5) (3) (1) (3) 

0チャー トは （ ）内に表示。
0縦長剥片 ・横長剥片 （数状剥片を含む）・貝殻状剥片は、 加工痕の有るものと し、 無いものは剥片〈ず とした。
0石鏃(1)は整形段階のもので、石鏃(2)は調整剥離段階までのものである。
0不明石器には編集都合上、石核石器と台形石器 ・不定形石器を入れた。

7 

3 

5 
(1) 

3 

7 
(1) 

1 

21 

12 

6 

11 

2 

ぷ
74 
(11) 
491 
(23) 

打製石斧 2点が床面から出土していることと考え合わせると、本住居址は弥生時代の住居址であ

り、住居址内で小型石器の製造をしていた可能性があると思われる。

第 13号住居址 完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 2点、剥片石器未完成品 2点、不明石

器未完成品 1点が出土している。打製石鏃の内 1点は凹基鏃で調整剥離で失敗し、もう 1点は有

基鏃で、同じように調整剥離で失敗し、先端を折損している。本住居址は第 12号住居址と重複関

係にあり、東側の大部分が調査区外である。

第 14号住居址 小型の凹基有茎鏃 (88-3) 1点、打製石鏃未完成品 2点、錐部断面が三角形

を呈する完成度の高い石錐未完成品 1点、剥片石器未完成品 2点が出土していが、混入の可能性

が強し 'o

第 15号住居址 小型の凹基有茎石鏃 (88-2)1点、打製石鏃未完成品 1点、剥片石器未完成

品4点が出土している。本住居址は東側の大半が調査区外であるため、石器数が少ないと考える。

第 16号住居址 完成品・未完成品の出土は無く、剥片が 1点のみ出土している。

第 17号住居址 飛行機鏃 (88-12) 1点、箆状石器 (89-3) 1点、剥片石器未完成品 1点、

不明石器未完成品 1点が出土している。条IJ片石器は、断面が三角形を呈す縦長剥片を利用したも

のである。本住居址出土の飛行機鏃は、縄文晩期に出現したものの系統を引 くと考えられ、小型

長身化している。

第 18号住居址 完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 4点、剥片石器未完成品 8点、スクレ

イパ ー未完成品 1点、不明石器未完成品 1点が出土している。スクレイパ ーは完成度が高く、調

整剣離段階で中止したラウ ンド・スクレイパーと考えられる。剣片石器の内 1点は、分類上縦長
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剥片石器にしたが、調整剥離段階で錐部を残し折損した石錐とも考えられる。

第 19号住居址 打製石斧 (89-4) 1点、磨製石斧 (91-1) 1点、打製石鏃未完成品 3点、

剥片石器未完成品 3点、不明石器未完成品 3点が出土している。磨製石斧は本住居址に伴う遺物

である。他に上記未完成品の内、打製石鏃未完成品 2点と剥片石器未完成品 1点、不明石器未完

成品 1点が炉内より出土している。つまり本住居址においても石鏃等は住居址内で製造していた

可能性があると思われるが強く断定することは避けたい。

第 20号住居址

剥片石器未完成品 1点、スクレイパー未完成品 1点が出土している。打製石鏃未完成品の内、 88-

22・23を除く 1点はヒ° ットより出土し、打製石斧 (90-1)は床面より出土している。

第 21号住居址

器未完成品 1点が出土している。不明石器未完成品 1点と剥片くずはヒ° ット内より出土している。

本住居址は第 18号住居址と、第 18号住居址は第 17号住居址と重複関係にあるため、本住居址及

び第 18号、第 17号住居址内出土石器は相互に混入した可能性が強く、積極的な解釈は避けたい。

第 1号特殊遺構 完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 1点、剥片石器未完成品 l点、

レイパー未完成品 2点、不明石器未完成品 1点が出土している。

3.4 cm、もう 1点は長さ 4cmを測り、何れも完成度が高く調整剥離段階で制作を中止している。本

遺構の性格を考慮すると、上記遺物は混入の可能性が強い。

第 1号溝状遺構

不明石器 1点、

尚、

第 2号溝状遺構

打製石斧 (90-1) 

完成品の出土は無く、打製石鏃未完成品 1点、剥片石器未完成品 1点、不明石

完成品は、 II区より打製石斧 (89-5) 

完成品は、

20) 1点、打製石斧 (89-6) 

石器 1点、

第 3号溝状遺構

第 4号溝状遺構

が出土している。

1 点、打製石鏃未完成品 (88-22• 23の2点を含む）

スクレイパーの内 1点は、長さ

1占
‘‘‘‘‘ 

V区より磨製石斧 (91-2) 

1点、 VI区より小型の凹基有茎石鏃(88-1) 1点と打製石斧(90-5) 1点、VII区より石錐(88-

26) 1点が出土している。未完成品については、 II区より打製石鏃2点、 III区より打製石鏃11点・

剥片石器 4点・スクレイパー 2点、 IV区より打製石鏃 1点・剥片石器 l点・スクレイパー 2点・

V区より打製石鏃8点・剥片石器 3点、 VI区より打製石鏃8点・剥片石器 9点、

VII区より剥片石器 2点が出土している。本遺構では、 III区・V区・VI区に石製品が集中している。

これらの石製品は混入遺物として扱った方が自然と思われる。

I区よりスクレイパー (89-2) 1点、 II区より平基石鏃 (88-

1点が出土している。未完成品は、

3点

スク

I区より打製石鏃2点・剥片

II区より打製石鏃5点・剥片石器 3点・スクレイパー 1点・不明石器 2点が出土して

いる。本遺構ではII区に石製品が集中している。尚、本遺構出土の石製品は、重複関係から考え

ると、混入遺物の扱う方が良さそうである。

打製石鏃末完成品 1点、不明石器未完成品 1点が出土している。

打製石鏃未完成品 2点、剥片石器未完成品 1点、 スクレイパー未完成品 2点
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第6号土坑 剥片石器未完成品 1点が出土している。

B区

c区

D区

石鏃未完成品 5点が出土している。

石鏃未完成品 3点が出土している。

凹基石鏃 (88-14)

C-D区

1点、打製石鏃未完成品 1点が出土している。

打製石鏃未完成品 3点、不明石器末完成品 1点が出土している。

E区

ている。

F区

スクレイパー (89-2) 1点、打製石鏃未完成品4点、剥片石器未完成品 2点が出土し

小型の凹基有茎石鏃 (88-6) 

完成品 1点が出土している。本区は第 12号住がある事で注目されるが、他の区に比べると逆に石

製品出土数は少なくなって

し、る。
II 

G区 磨製石鏃(91-5) 

1点、打製石鏃未完成品 10

点、剥片石器未完成品 4点

が出土している。区の中の

石製品数の凡そ 1/4が集中

している。

1点、小型の凸基有茎石鏃 (88-11)1点、打製石鏃未

H区

点、磨製石鏃 (91-4) 

点、石核 (92-1) 

る。

I区

握斧 (89-9) l

l

 
1点、

打製石鏃未完成品 4点、剥

片石器未完成品 2点が出土

している。剥片くずを含め

てこの区が比較的量が多い

のは弥生時代の住居址が集

中しているためと思われ

打製石鏃未完成品

3点、不明石器未完成品 l

点が出土している。

c区

第93固

E区

‘、い仁グ
,, 

D区

こご-i -.-・
_, 

r'c-f --
-'. —-- 多多------

E区
A, 区

0ご〗ぃo
又ニニエ 8 

6
 
D区

,------. 
;'  ご:-
c;:::::, C::::::i, 

4
 

，
 
゜

攪乱溝

E区

／冒＼
7 E区

(1 : 4) 

5
 

10cm 

西裏遺跡区出土土器・土製品実測固

J区 磨製石斧未完成品 (91-3) 1点、打製石鏃未完成品2点、剥片石器未完成品 2点、 ス

クレイパー未完成品 4点が出土している。
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k区 打製石鏃未完成品 1点、剥片石器未完成品 1点が出土している。

表採 完成品は小型凹基有茎石鏃 (88 - 4• 5) 2点、平基有茎石鏃 (88-7) 1点、小型凸

基有茎石鏃 (88-10) 1点、凹基石鏃 (88-15) 1点、小型凹基石鏃 (88-16-19)4点、打製

石斧 (89-7、90-2) 2点があり、未完成品は打製石鏃(88-25を含む）18点、剥片石器 21点、

スクレイパー 8点などがある。 （羽毛田卓）

第6節 西裏遺跡及び表採遺物（第93図、図版四十八）

本遺跡の区及び表採遺物には弥生中期から平安時代までの複合遺跡であるため、弥生土器・土

師器片 ・須恵器・灰釉陶器、石器類として打製石鏃・磨製石鏃・ 打製石斧・磨製石斧・握斧•石

核、土製品として紡錘車・匙形土製品が出土している。

93-1は箱清水土器の系譜をひく壺であるが、無彩で胴部球形を呈している土器と思われ、図

化はできなかったが無彩で頸部櫛描簾状文と櫛描T字文の組み合わさった壺と類似している。

弥生土器蓋は摘み部逆台形 93-6と、垂直気味に立ち上がる 93-7の二形態が出土している。

尚、 93-8は土製品紡錘車で土器片再利用品である。 （羽毛田伸）

第51表 西裏遺跡区出土土器観察表
挿図

器種 法畳 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考
番号

胴部下半に外稜を有し、底部まで若干• 内）横位に明瞭なケズリが施された後、横位の 完全実測

93-1 壺
く132〉 〈ぴれて収縮する。 ナデが施されているが極めて不明瞭。 E区耕作土

(8  2) 外）胴部下半の接合部に横位のヘラミガキ、他

は縦位の丁寧なヘラミガキが施されている。

裔 坪下部稜を有す。 内）脚内部ハケメ調整後ナデが施されている。 完全実測撹乱溝 3

93-2 坪 < 5.5〉 坪部と脚部が接合。 外）杯下部縦位のヘラナデ？継ぎ部はナデ。 内外面共、磨滅が著しい。
？ 脚部は縦位のヘラナデが施されている。

(9 3) 頸部から外傾やや外弯し、口緑端部は 内）口緑部に横位のヘフミガキが施されている。 回転実測 B 

〈59〉 大き〈外傾する。 外）口唇部に LR縄文が施文されている。口緑 c区耕作土

93-3 壺 端部はヨコナデ、口縁部は横位のヘラミガ

キが施され、その後 2帯のヘラ描横走直線

文が施されている。

底部は僅かに上げ底気味である。 内）ヘラケズリが施されているが観察不可能。 完全実測

93-4 甕 く22〉 外）縦位のヘラナデが施されている。 D区耕作土

(5 3) 底部にもヘラケズリの痕がみられる。

台部断面は台形を呈し、内面の裾部縁 内）甕部に横位ハケメ、台部に斜位のヘラナデ、 回転実測 B 
(4 g〉 は、指が幾分ひっかかるような感じで その後、裾部に沿って横位のハケメが施さ E区

台 ( 6  6) 角張っている。 れている。 細かい雲母粒子が多く含ま
93-5 

且 外）縦位及ぴ斜位のハケメ、その後、裾部に沿 れている。

ってはヨコナデが施されている。 焼成はややもろい。色調は

甕部、煙茶褐色である。

(18.6) つまみ部はえぐれており、断面は台形 内）口縁部にヨコナデ、天井部にナデの後、斜 回転実測 A 

< 7 .0〉 を呈する。つまみ部中央から天井部に 位及ぴ横位のヘラナデ。つまみ部にヘラナ E区耕作土

かけて焼成前に開けた一孔を持つ。 デが施されている。 細かい小石粒子を多く含み

93-6 菟 (16 8) 外）口緑部にヨコナテ、つまみ部は横位のヘラ その粒子はつまみ部に於て

ナデ。つまみ部と口縁部にはさまれた部分 顕著であるが、他の部分で

はナデの後に細い単位のヘラナデが施され は調整により粒子は沈んで

ている。 いる。焼成は良好である。

つまみ部は中央に向けて凹レンズ状に 内）つまみ部はヘフナデ、天井部上半はナデ、 回転実測 A 

〈50〉 〈ぽみ、天井部にかけて焼成前にあけ 下半は単位はあまりよく観察できないが、 E区耕作土

93-7 蓋 た一孔を持つ。つまみ部の成形はわか ヘラナデが施されている。 細かい小石粒子を多少含む

らない。 外）つまみ部は横位ヘラナデ、それ以下は縦位 が焼成は良好。

及ぴ斜位のヘラナデが施されている。
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第W章竹田峯遺跡の遺構と遺物

第 1節竪穴住居址

1) 第 1号住居址

遺構（第 94• 95図、図版三十）

本住居址は、調査区北西部え• おー 10• 11グリ ッド

内において、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において

検出された。他遺構との重複関係はないが、北側大部

分を攪乱によって破壊されている。平面形態は、南壁

付近のみの検出であるため、形態及び規模は推定で、 」
東西 480cmを測り、南北に長くなる隅丸方形を呈すと

思われる。長軸方位は、 N-9°-Eを測る。

攪乱
R 

0 (l : 40) 50cm 
． ．  

覆土は一層のみで、粘性・しまりがあり黄褐色粘土

を少量含む黒褐色土層である。壁は茶褐色粘土層を利

用して構築されており堅固な状態である。確認面から

の壁高は 0-18 cmと浅めである。床面からは比較的急

傾斜で立ち上がる。壁溝はp5から東壁に沿って検出

された。溝幅は 12-30cm、深さは 6-8cmを測る。覆
第94図 第 1号住居址遺物出土状況

実測図
土は第 1層黒褐色土層が充填されている。

床面は堅固な状態で、ほぽ平坦である。また、東側p5付近に炭化物が観察された。ビットは

床面から総数で 5個検出された。 p1は径 30cmのほぽ円形で深さは 22cmを測る。 P2は36X22

cmの楕円形で東側にテラスを有し深さは 28cmを測る。いずれも主柱穴であると考えらえる。 P

3• P 4は南壁中央付近に位置し入口施設の柱穴と考えられる。形態はほぽ同規模の長楕円形を

呈し、深さは 42cm• 39 cmを測る。 P5は南壁東側直下に位置し、 46X36cmの楕円形を呈し、深

さは 28cmを測り、貯蔵穴であると考えられる。

炉址は、南壁付近のみの検出であるため確認されなかった。

遺物の出土状況は、 P5付近に集中してみられ、壺 (96-1)・大型甕 (96-2)が横転した
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1 黒褐色土府 枯性あり、しまりあり 。茶横色粘土を少紐含む。
標高663.3m

0 (I : 80) 2 m 

第95図 第 1号住居址実測図

状態で出土しており、また、 P5内より高坪 (96-3)が出土している。これらの遺物はその出

土状況より、本住居址に帰属するものと考えられる。 （三石）

遺物 （第 96 • 97図、図版四十二）

本住居址からは弥生土器が出土しており、その内 6点 （実測図 3点・拓影図 3点）が図化できた。

器種には壺 ・甕・高坪・坪 ・手捏？等がある。

壺は前時期の流れをくむ無花果形の器形をもち、頸部に右回りの櫛描平行線文が 4帯施文され

た 96-1がある。

甕は頸部に櫛描簾状文、口縁・胴上部に波状文が施文され、最大径を胴上部に有する 96-2が

ある。
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高坪・坪は赤色塗彩の施された細片が

あるが、全器形は知り得ない。

その他中期的様相を非常に残した受口

で口唇・ロ縁にRL縄文、内外面に赤色

塗彩が施された壺(97-1)、胴上部に円

形状貼付文と胴部箆描「コ」の字重ね文

が施された甕(97-2)、頸部櫛描簾状文、

胴部櫛描による斜格子文が施された甕

(97-3)がある。
第97図 第 1号住居址内出土土器拓影図

以上、本住居址の出土の壺には中期的影響が残るが、甕において櫛描による画一化が始まって

きており、本住居址の所産期は弥生後期前葉（吉田式）と考えておぎたい。 （羽毛田伸）

第52表 第1号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法量 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番号

I os 4) 最大径は、胴部中央よりやや下方にあ 内）口縁部は横位ハケメ。その下より頸部にお 元全実測
く336〉 たる。頸部は緩やかに外反する 。器形 いてヘラナデが施され、胴部から底部にか 細かい小石粒子を多少含む
(8  4) は全体に歪んでいる。 けて縦位から斜位方向へのハケメ、その後粗 が焼成は良好。色調は内外
(24 8) いナデが施されている。 ともに白黄褐色をしており

96-1 壺 外）口緑部ヨコナデ、頸部までヘラナデ、頸部 大きめの黒い斑点部分があ
より下方は縦位ヘラナデ、その後ナデが施 る。
されている。

文様）頸部において、 7本一組のクシ描による
右回りの横走平行線文が 7帯施されている。
施文は不規則である。

I く(5207 20〉) 
ロ縁部直立気味に立ち上がり、やや外 外内）） 剥離著しく調整不明。 回転実測 B 
反する。最大径は胴上部に位謹する。 ロ緑部は、ヨコナデが施されている 。他は

96-2 甕
(IO 8) 磨滅著し〈不明。
(42.8) 文様）頸部は13本一組の簾状文（右回り）の後、

ロ縁部・胴上部にクシ描波状文（右回り）最
大径付近にクシ描斜走直線文が施される。

'、

接合部は IX」字状を呈している。 内外面とも磨滅が著し〈不明瞭である。外面接
96-3 < 4.1〉 合部にはヘラケズリ痕が認められ、全面に赤色

塗彩が施されている。

第53表 第 1号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

97-1 空． ロ縁部
RL縄文が口唇・ロ縁部に施文され、内外面に赤色塗彩が施さ II区
れている。 中期？

97-2 甕 胴部
胴部の上位に円形の突起を有し、ヘフ描の「コ」の字重ね文が w区
施されている。 中期？

97-3 甕
頸～ 頸部にクシ描の 2連止め簾状文、胴部にクシ描の斜走直線文が No. 4・No. 5、p3

胴部 格子目状に施されている。 中期？

2) 第 2号住居址

遺構（第 98• 99図、図版三十ー）

本住居址は、調査区西側中央部えー 9 、おー 8• 9グリッド内に位置し、全体層序第IV層茶褐

色粘質土面において検出された。西裏・竹田峯遺跡を通じて、単独で全プランが検出された唯一

の住居址である。平面形態は、南北 366cm、東西 330cmの隅丸方形を呈している。長軸方位は、

N-13.5"-Eを示している。
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黄褐色枯土
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鬱
C 暗黄褐色枯土 C' 

5 4 プロ ック 5 4 

1 黒褐色土層 枯性あり、しまりあり。 0 (I'. 80) 2 m 
2 暗褐色土層 ローム粒子を含む。

3 明褐色土層 粘性あり 。炭化物 ・ローム粒子を含む。(Pl・P2・P3・

P4・P5殴土）

5 暗褐色土層 粘性強い。茶褐色枯土プロ ックを多籠に含む。

(Pl・P2・P4骰土）

6 黒褐色土層 枯性あり 。ローム粒子を含む。 (P4覆土）

第98図 第 2号住居址実測図

I oi 

△ ~~ 
1 i炎赤褐色土層 焼土を含む。

明褐色土層

茶褐色土府 焼土 ・炭化物を少黛含む。

4 黒色土府 焼土、炭化物を多量に含む。・

5 焼土府

棉高663.4m

0 (1 : 30) 50cm ． ． 

第99図第 2号住居址炉址実測図

覆土は、 3層に分割され、 3層とも粘性・し

まりがあり、第 1層は、黒褐色土層、第 2層は、

ローム粒子を含む暗褐色土層、第 3層は、ロー

ム粒子を多量に含む明褐色土層である。また、

床面直上には、黄褐色粘土ブロックが観察された。

確認面からの壁高は、 12-15cmを測り、床面から 35-45゚程の開きで緩やかに立ち上がる。壁体

は茶褐色粘土層を利用して構築され堅固である。壁溝は検出されなかった。

粘土層に掘り込まれているため、床面はほぽ平坦で堅固な状態であるが、南から北に向かって、

わずかにレベルを低下させている。

ピットは総数で 6個検出された。主柱穴は R-Rで、住居址の四隅壁直下に配される。 覆

土は、 3層に分割され、暗褐色土層を基調とし、ローム粒子、茶褐色粘土ブロックを含む。平面

形態は 43-58cmX 24-33 cmの長楕円形を呈し、深さは各々 23• 3 0• 17• 19 cmを測る。 R • 

Rは入口の柱穴と思われ、南側壁を切り込んだ形で構築されている。 Rは、径 20cmのほぽ円形

で深さ 16cm、Rは44X30 cmの不整楕円形を呈し、深さ 24cmを測る。

炉址は、住居址中央よりやや南西よりに位置する地床炉で、平面形態は、南北 72cmX東西 75cm 

のほぽ円形で深さは 15cmである。南側が深く窪んでおり、火床面は焼けて赤褐色を呈し、炭化物・
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焼土を含む黒色土層等とその下に焼土層が見られた。 また炉址北側には、床面直上に炭化物・焼

土が多量に分布しており、焼失住居としての可能性も看取できる。遺物の出土状況は、遺物の集

中した箇所はなく、覆土内より散漫な状態で出土した。 100-1はB内より、 100-2は炉址北側

の炭化物の上面より出土し、また 100-7はRの北側床面より出土している。これらの遺物はその

出土状況から本住居址に帰属
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する可能性が強いものと思わ

れる。（三石）

遺物 （第 100•101図、図版

四十三）

本住居址からは弥生土器が多

量に出土しており、その内 14

点（実測図 6点、拓影図 8点）

が図化できた。

器種には、壺・甕・台付甕・

坪・高杯がある。

壺は、 口唇部にLR縄文が

施されるもの (101-1)があ

る。胴部には箆描き連続円弧

文が施されるもの (101-1、

101-3)、箆描きの円弧文が

施され、 円形貼付文が貼付さ

れるもの (101-2)、RL縄

文を施した後、箆描きの連続

円弧文がみられるもの(101-

4)、櫛描きの垂下文の周囲に

箆描きの剌突文が廻るもの

(101-5)がある。

甕 (100-2 ~ 5)は底部の

みで全器形は不明である。 ロ

縁部にLR縄文を地文とし箆

描きの連続山形文が施され
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るもの (101-6)、口縁部に箆描連続山形文、頸部

に櫛描簾状文、胴部に LR縄文が施されるもの

(101-7)が見られる。

高坪 (100-6)は、坪部は小型、貼付による耳状

の突起を有する。調整は坪部が内外面とも赤色塗彩

され、脚部は外面に赤色塗彩が施され、内面には横

位・斜位のハケメが観察される。

101-8は内外面とも赤色塗彩され、箆描の連続山

形文が施されている。

その他、図示し得なかったが、壺には、

走平行線文の施されるもの、 LR縄文が施されその
贋

，

＼

、／ダ／

゜
8 

10cm 

後箆描き横走平行線文によって区画されるもの、箆 第101図 第 2号住居址出土土器拓影図

描の横走平行線文と連続山形文の施されるもの、 LR縄文が施され、その後、箆描の横走平行線

文と連続山形文によって区画されるもの等がみられる。

甕は、頸部に櫛描簾状文が施され、胴部には櫛描の波状文が施されるものと、斜走直線文が羽

第54表 第 2号住居址出土土器観察表

押番号図 器種 法 醤 成 形 及 び 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

内）磨減が著し〈調整は不明瞭。 破片実測 A 
(17 9〉 外）ヘラナデが施されている。但し磨滅が著し p 2 

100-1 空, 會＝ (（ II 0) ） ＜砂流の方向は不明。 焼成はややもろい感じ．33 9 
文様）ヘラ描文による連孤文力愧iされている。 色調は内・外面共に白黄掲

色である。
全体的にやや厚手である。 内）磨滅が著しく調整の観察はできなかった。 回転実測 B 

< 6 9〉 外）一部に辛 うじてヘラナデの単位が観察でき 1区(9 0) 
るが砂流の方向はわからなかった。 細かい小石粒子を多〈含み、

100-2 甕 焼成はややもろい感じであ

る。器面は粒子が浮き、ザ

ラザラしている。色調は内

・外面共に白賀褐色である。

内）横位ヘラナデの単位が観察できる。 完全実測
く27) 外）粒子の流れは観察できるものの、調整法は 細かい小石粒子を多く含み焼

100-3 甕 (5.8) わからなかった。 成はややもろい感じである。

内・外面共に、器面の磨滅が著し〈調整痕の 色調は内面は暗茶掲色及ぴ

観察は困難である。 燈褐色、外面は燈褐色である。

内）ヘフナデが施されているが、砂流の方向は 回転実測 B 

100-4 甕
< 2 0〉 一箇所でのみ観察できたが他は不明である。 細かい小石粒子を多く含み、
(7.8) 外）ヘラナデの単位が観察できたが、方向は不 焼成は良好である 。色調は

明である。 内・外面共に黒褐色である。
比較的小さめの底部である。底面付近 内）斜位のヘフナデ単位が観察できるが、砂流 回転実測 B 

く2.1〉に沿って、何かで押圧したような痕が 方向は不明． 1区
(2.2) 観察できる。 外）磨減が著しく、調整法はわからなかった。 細かい小石粒子を多く含み

100-5 甕 焼成はややもろい感じであ

る。色調は、内面が白黄掲

色、外面が黒色であり一部

分が白黄褐色である 。
(9 0) 坪、部に、ほぽ等間隔に、貼付による 4 内）坪部の内面はヘラミガキの後、赤色塗彩、 回転実測 A 
く82) つの突起を有すると考えられる。 脚部内面は横位ハケメが施されている。 細かい小石粒子を多少含む

100-6 農
外）坪部・脚部共にヘラミガキの後、赤色塗彩 が、胎土は密で焼成は良好。

カ遁されている。塗彩は鮮かな赤色をして 断面に見る胎土の色調は、
いる。 黒色をはさむように白黄褐

色が廻っている 。
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第55表 第 2号住居址出土土器拓影因観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

JOI-1 空-ab- 口縁部 口唇部に LR縄文が施されている。 P2 
中期

101-2 空-±a- 胴部 ヘフ描によるIIJ孤文が 4本施され、円形の突起が貼付されているn 中期
101-3 壺 胴部 ヘフ描による円孤文が施されている。 中期

IOI-4 空- 胴部 RL縄文を地文としてヘラ描の連続円孤文が施されている。 w区
中期

JOI-5 空-±a, 胴 部 クシ描の垂下文の周囲にヘフ描の刺突文が廻る。 中期

101-6 甕 口縁部 有段状の口縁部に LR縄文を地文とし、ヘフ描の連続山形文が
中期2本施されている。

101-7 甕
口縁～ ロ縁部にヘフ描の連続山形文、頸部にクシ描簾状文、胴部に L III区
胴部 R縄文（？ ）が施されている。 中期？

101-8 不明 ？ ヘフ描の連続山形文が施されている。赤色塗彩。 ？ 

状に施されるものとがある。

台付甕は台部のみで外面調整はナデが認められる。坪・高坪は 100-6以外は器形の推定できる

ものはなく、赤色塗彩が施されている。また、櫛描波状文・垂下文の施された手捏のミニチュア

甕型土器、注口土器の注口部と思われる小片が出土している。

以上、本住居址の所産期については、共伴する壺 (100-1)、また覆土内の出土土器に縄文、箆

描文、羽状の櫛描斜走直線文が多く、弥生時代中期後半の可能性が強いと考えられる。（三石）

3) 第 3号住居址

遺構 （第 102• 103図、図版三十三）

本住居址は、調査区南東部き・<- 5• 6グリッド内において、全体層序第IV層茶褐色粘質土

面において検出された。第 1 号特殊遺構•第 2 号特殊遺構と重複しており、第 1 号特殊遺構によ

り南東部、第 2号特殊遺構により北壁付近を切られる。また耕作による攪乱を受けており、残存

状況は極めて不良である。平面形態は、破壊が著しく西壁の一部と東・南・北壁の大部分が破壊

されているため、形態・規模は推定で東西 420cm、南北 412cmを測る隅丸方形であると考えられ

る。長袖方位はN-0゚を測る。

覆土は、粘性の弱い黒褐色土層 1層のみである。壁は堅固な状態であるが、確認面からの壁高

は、 4.5-12.5cmと浅い。壁溝は西壁下において検出されたが、北壁は第 2号特殊遺構によって破

壊されている。溝幅は 4-5cmと細く、深さは 2-5cmを測る。

床面は堅固な状態でほぽ平坦であり、 RとRの中間付近に焼土が観察された。ピットは総数で 8

個検出され、 R-R は主柱穴と考えられるが、 R•R は第 2 号特殊遺構、第 1 号特殊遺構によ っ

て上部を破壊されている， R•R は 32X28 cm、30X22 cmの楕円形で深さは 36.5 cm、33.5cmを測

る。 R•R は特殊遺構により上部を破壊されており、残存部で径 30 cm• 40cmの円形を呈し深さは
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第102図 第3号住居址実測図

27 cm• 36 cmを測る。 RはB東側に位置し、径 50cmの円形で北

東に深さ 8cmのテラスを有する。底面は半円形を呈し深さは

30 cmで底面付近に礫がみられる。 R•R はB の北側に位置し

ほぽ同規模で深さは 12cm•23 . 5 cmを測る。 Rは西壁南側直下

に位置し径 22cmの円形を呈し深さは 8.5 cmを測る。

炉址は住居址中央付近に位置し、104-1を伴う土器敷炉と

考えられる。平面形態は径 40cmの不整円形を呈し、南側が深

＜窪んでおり深さは 18cmを測る。覆土は焼土粒子を少量含む

黒褐色土層が上面を覆っており、その下は焼土と白色粘土を

含む黒褐色土層と、白色粘土を多量に含む明褐色土層で充填

されている。

102 

1 暗褐色土府 枯性弱くしまりあり 。

焼土を少屈含む。

2 暗褐色土層 粘性あり、しまりあり 。

白色枯土・焼土を含む．

3 明掲色土1杓 枯性強くしまりあり 。

白色枯土を多紐に含む。

揉麻669.3m

0 (I : 30) 50cm 
' .  

第103図 第 3号住居址炉址実測図



遺物の出土状況は、炉内に集中しており、壺・甕 (104-1)が出土している。これらの遺物は

その出土状況から本住居址に帰属する可能性が強いものと考えられる。 （三石）

遺物 （第 104• 105図、図版四十三）

本住居址からは弥生土器、石器が出土している。このうち、 14点（実測図 3点、拓影図 11点）を

図化した。

弥生土器の器種には、壺・甕 ・高坪がある。

壺には有段状の口縁部に単節LR縄文、箆描連続山形文が施される 104-1、胴部の箆描横走

平行線文中に箆描刺突文が施される 104-2、LR縄文を地文とし、箆描連弧文が施される 105-

4、箆描横走平行線文が施される 105-5、櫛描横走平行線文が施される 105-3などがある。

2
 

第104図 第3号住居址出土土器実測図

第56表 第 3号住居址出土土器観察表
゜

(I: 4) 10cm 

：悶 器種 法筵 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

(19 6) 口辺部は外傾し、やや内弯気味に立ち 内）口辺部はヨコナデの後、 横位のヘ ラナデが 回転実測 B 

く19.5〉 上がる。胴部上部にややふくらみを持 施されている。胴部には横位のヘラナデが 接合関係

つ。最大径は 口辺部にある。 施されている。（僅かにヘラケスゴ）痕も残る。） H 3炉NnI +Nu 2 +Null+ 

(19.6) 
外）口 辺部はヨコナデの後、縄文が施されてい No.12 

る。胴部はハケメ調整の後、文様が施され T 1 II区

ている。胴下部は縦位のヘラナデが施され

ている。

IOI-l 甕 文様）口辺部は LR縄文が施され、口唇部にも

LR縄文が施されている。胴部は 6本一組

のクシ描垂下文が、 2帯ずつ 4箇所に施さ

れた後、 6本ー組の波状文が 5帯施され、

その後、胴上部と下部に刺突文が施されて

いる。
（下部の刺突文は回転してむき入れた もの

である。）

(21.0) 胴部部のやや上部でふくらみをもち、ロ 内）口辺部はヨコナデの後、横位のヘラナデが 破片実測 A

く17.0) 辺 は短かく外反する 。最大径は胴部 施され、胴部は横位のハケメ調整の後、ヘ 接合関係

にある。 ラナデが施されている。 H 3 I区十 H3フク土

(21 8) 
外）口辺部から 頸部は縦位のハケメ調整の後、

ヨコナデが施され、その後頸部にクシ描文

104-2 甕 が施されている。胴部はハケメ調整が施さ

れた後、クシ描文が施されている。

文様）口昏部は LR縄文が施されている。頸部

は 7本一組のクシ描横走平行線文が 1帯施

されている。胴部は 7本一組のクシ描直線

文が縦位羽状に施されている。
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第105図 第 3号住居址出土土器拓影図

第57表 第 3号住居址出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

105-1 空． 口縁部
口唇・ロ縁部に LR縄文が施された後、ヘラ描の連続山形文が

II区中期一帯施されている。
105-2 空ギ 頸～胴部 2帯のヘラ描横走平行線文間に、ヘラ描の刺突文が施されている。 No. 3 中期

105-3 空ギ 胴部
LR縄文が施された後、上下に各 1帯ずつ 5本一組のクシ描横

炉中期走平行線文が施されている。

105-4 壺 胴部
LR縄文を地文とし、ヘラ描の連孤文・横走平行線文が施され No. 6 
ている。 中期

105-5 空-±a, 胴 部 LR縄文を地文とし、ヘラ描の横走平行線文が施されている。 No. 7 中期

105-6 甕 ロ縁部 ロ唇部に LR縄文施文の後、ヘラ描の刻目が施されている 。 II区中期

105-7 甕 ロ緑部
口唇部・ロ縁部に LR縄文が施文された後、ヘフ描の連線山形

No. lの1 中期文が施されている。

105-8 甕 口縁部
口唇部・ロ縁部に LR縄文が施文された後、ヘラ描の連続山形

P16 中期文が施されている。
105-9 甕 口縁部 口唇部に LR縄文が施文された後、ヘラ描の刻目が施されている。II区 1 中期

105-10 甕 ロ縁部 ロ唇部にヘラ描の刻目が施されている 。 1区中期

105-11 甕 胴部 ヘラ描の 「コ」の字重ね文が施されている。 1区中期

甕には、頸部から内弯気味に開く最大径を有する口縁部に、単節LR縄文、上部でふくらみを

もって収縮する胴部に櫛描垂下文・波状文が施され、更にこの文様帯の上下に箆描の刻目が加え

られる 104-1、短 く外反する 口縁部の口唇部にLR縄文、中位に最大径を有する胴部に櫛描横走

平行線文と斜走直線文が縦位羽状に施される 104-2、有段状の口縁部にLR縄文、更に箆描波状

文、連続山形文が加えられる 105-7• 8、素口縁の口唇部にLR縄文、更に箆描の刻目が加えら

れる 105-9・10、胴部に箆描「コ」の字重ね文が施される 105-11などがある。

また高斥には口縁部に耳状の突起を有し赤色塗彩が施される小片もみられる。

以上、本住居址の出土土器は、炉址に使用されていた 104-1に代表される如く中期後半の様相

を示すものが主体を占めており所産期を示すものと考えられる。 （小山）
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4) 第 4号住居址

遺構（第 107図、図版三十二）

本住居址は、調査区南東部き・<-4・5グ

リッド内において、全体層序第IV層茶褐色粘質

土面において検出された。

第 5 号住居址•第 1 号特殊遺構及び第 5 号土

坑と重複しており、その新旧関係については、

遺構覆土が非常に浅く、また、土質の違いもほ

とんどなく、上面での確認は困難を極めた。

特に第 5号土坑との新旧関係に苦慮し、最終

的に覆土内部の様子を探るため、幅 20cmのサブ

トレソチを入れ断面からの確認を試み、第 5号

土坑により切られていることが明らかとなっ

た。 （尚、第 4号住居址の覆土厚が非常に浅いためわ

ずかな部分での確認である。）

こ
)o 

＼：  
0 (I : 4) 10 cm 

第106因 第 4号住居址出土匙形土製品実測図

以上から、調査時でのこれらの遺構について、古い年代から、 5住→ 4住→D5→ Tlの順に

構築されていたものと確認した。

平面形態は、第 5号土坑と第 1号特殊遺構により西壁の大部分を切られており、また、床面の

北東部大半が攪乱により破壊されていたため、南壁付近が検出されただけである。

しかし、本住居址の主柱穴と思われるビットが、住居址北半部分においても確認できたため、

それらの配置から各壁を推定し、東西 401cm、南北 450cmの南北にやや長い隅丸方形に近いと思

われる。

長軸方位については、第 3号住居址とほとんど同じ角度をなすものと推測する。

その他、炉址等の付属施設は検出できなかった。また、遺物の出土状況についても、再三述べ

たように、覆土が薄かったことにより土器片はいずれも小片であった。

ただ、住居址北東隅の主柱穴 (P1)内より、全面に赤色塗彩を施した匙形土製品 (106-1) 

が出土している。

遺物 （第 106• 108図、図版四十三）

遺構で述べたように、本住居址から出土している土器は、いずれも小片でその所産期を示す資

料はみいだせず、ただ、赤色塗彩を施した匙形土製品の出土が特筆される。 （高村）
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第107図 第 4号住居址実測図
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第108図

第58表

第4号住居址内出土土器拓影図

第 4号住居址内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

108-1 空-,±a- 頸 部 L帯R縄を文を地文としてヘフ描横走乎行線文によって区画された文 晶様 もち、上段の文様帯中には、ヘラ描の連続山形文力愧追れている。
108-2 空． 胴部 ヘラ描の横走平行線文中に、ヘラ描刺突文が施されている。 I区

中期
108-3 空ギ 胴部 LR縄文を地文に、ヘラ描横走平行線文・刺突文か施されている。

II区
中期

108-4 空． 不明 RL縄文を地文に、ヘラ描の波状文が施されている。 1区
中期

108-5 甕 口縁部 口唇部に、 LR縄文を地文に指押さえが施されている 。 1区
中期

108-6 甕 頸～
クシ描斜走直線文が縦位羽状に施されている 。 II区

胴部 中期
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5) 第 5号住居址

遺構・遺物（第 109図、図版三十ニ・三十三）

本住居址は、調査区南東

部き・ <-4・5グリッド

内において、第 4号住居址

の床面を検出した際、その

下部より壁溝が確認され平

面プランが明らかになっ

た。第 3 号周溝•第 1 号特

殊遺構•第 2 号土坑•第 4

号住居址と重複関係にある

が、 この中で最も古い年代

の遺構と考えられる。

平面形態は、住居址の覆

土がほとんどなく、壁溝及

び主柱穴と思われる R-

Rの位置から推し量って、

東西363cm、南北 450cmの南

北にやや長めの隅丸長方形

を呈するものと思われる。

c
 

c
 

／
 

ー
ー

ー

ー

1

9

 
_

_

 

Tl 

□ STーT--,,,
， 
I 
I 

I 

' ， 
I 

I 

J 
I 

I 
I 

' 
＇ I ， 

!,..-

I C' 
I 

p4 ,' 
I 

I 

◎応

p3 

P2 

ぃ
⑰

第109図

C' 

鵬

@:.,;1 

≪:I 

゜

,8
 

＇ 

標r.ti663.9m
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第 5号住居址実測図

住居址の中央付近と考えられる部分に、焼土粒子を含んだ掘り込みが存在し、

より中心部を破壊されていたが、本住居址の炉と考えられよう。

4住の主柱穴に

出土遺物は、 ほとんど弥生土器であるが少量で、いづれも小片のため、本住居址の所産期を示

す資料となりえない。 （高村）

第 2節 特殊遺構

1) 第 1号特殊遺構

遺構 ・遺物 （第 110~112図、図版三十六）

本遺構は調査区南東部、き・<-4• 5グリッド内において検出された。
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重標高663.Bm

第110図 第1号特殊遺構実測図 0 (I : 80) 1 m 
. . -

塁皐玉芦3 むl,;17'[/'、"'4
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たこ~2

ヽ疇~ 3 

0(J:4)5cm 

''  

第111図第 1号特殊遺構内
屯土土器実測図

第112図 第1号特殊遺構内出土土器拓影図

遺跡内で遺構が最も重なりあっており、第 3 号住居址•第 4 号住居址•第 5 号住居址•第 5 号土

坑の 4遺構と重複している。遺構検出の際、他遺構と比べ本遺構の覆土が最も黒色が強 く、 他遺

構を切り込んで構築されていることが看取されたが、形態は不規則で底面も凹凸がはげしく、住

居址・土坑等の遺構の概念の範疇に含まれないため、一応特殊遺構としておいた。

出土遺物には、弥生土器、土師器が出土している。弥生土器のうち、 112-1 ~10の資料は、中

期的様相を示す土器で参考のため図化した。

111-2は、全面赤色塗彩が施された蓋で、天井部に 2ケ所穿孔があり、弥生時代後期の土器

第59表 第1号特殊遺構内出土土器観察表

挿図
器種 法 醤 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

番号
内）胴部はハケメ調整の後、ヘフナデが施され 回転実測 B 

< 4 7〉 ている。底部はヘラケズリカ哺駐iれている。

Ill-1 褻 (9.0) 外）胴部は縦位のヘラケズリの後、ヘラナデが
施されている。底部はヘラナデが施されて
いる。

天 井 径 天井部で径 3cmの円形の平坦部をもち 内）赤色塗彩、ヘフミガキが施されている。 回転実測 B 
(3) 「ハ」の字状に開いて口辺部で短かく 内 外）赤色塗彩、ヘラミガキが施されている。

111-2 蓋 く2.9)
弯する。天井部に焼成前の穿孔(2ケ）

(ロ10緑.部5) を有する。
脚部に円形の穿孔（すかし）が 3箇所に 内）ヘフナデが施されている。 回転実測 A 

Ill-3 晨
く25〉 ある。 外）縦位のヘラミガキが施されている。 細かい小石粒子を多少含み、

焼成は良好。色調は内・外
面共に白黄褐色。
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第60表 第 1号特殊遺構内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

ll2-1 空ギ ロ縁部 ヘラ描山形文が、一帯施されている。 III区
中期

112-2 空ギ 頸部 LR縄文を地文に、ヘラ描横走平行線文が施されている 。 m区
中期

112-3 空- 頸部 LR縄文を地文に、ヘラ描横走平行線文が施されている 。 III区フク土
中期

112-4 空- 胴部 ヘラ描横走平行線文中にヘラ描刺突文・LR縄文が施されている。
lII区フク土
中期

112-5 空・胴部
帯L中R縄文を地文とした 2本のヘフ描横走平行線文に区画された文様 II区フク土

に、ヘラ描波状文が 2本施されている。 中期
112-6 壺 胴部 LR縄文が施されている。 II区フク土

中期
112-7 空- 胴部 ヘラ描波状文が施されている。 II区フク土

中期
112-8 空- 胴部 ヘラ描横走平行線文と、ヘラ描の刺突文が施されている。 フク土

112-9 空- 胴部 LR縄文の地文が 2本のヘラ描横走平行線文によ って区画されている。 III区フク土

ll2-10 甕
口縁～ 口唇部に、縄文とヘラ描の刻目が施されており、 頸部にクシ描簾状

III区フク土頸部 文が施されている。

と思われる。 111-3は、小型高坪の結合部分で、脚部に円形透しが 3孔観察でき、脚部より坪部

の立ち上がりが水平的で明確な稜をなすものと思われ、攪乱溝より出土した小型高坪 (93-2) 

と同様な器形の弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての土師器と考えられる。（高村）

2) 第 2号特殊遺構

遺構（第 113~116図、医版三十四）

本遺構は調査区南東部、き・<-5・6グリッ

ド内に位置する。第 3号住居址と重複しており、

住居址を切って構築されていることから、新旧

関係は古い時代から 3住→本遺構となる。

平面形態は、 3住の北西隅と北壁に沿うよう

な溝状の掘り込みであり、遺構内にはヒ° ットが

8個不規則に掘り込まれている。

遺跡の表土削平の際、 3住北西隅付近上面で、

大型の壺が横転した状態の土器断面が確認され

ていたが、この時点ですでに上半部が欠損して

いた。付近の土に、骨粉らしき白い粒子が観察

できたため、壺内の土を取り出す際は、慎重に行った。壺 (117-1•2) は、西壁下 R 上面 よ

@ 

A
 A' 

第113図 第 2号特殊遺構実測図

2 m 

り底部を北に頸部から口縁が、ほぽ真南に向かうような形で横転していた（第 114図）。壺の内面

で最も低い底面に一塊の状態で骨が存在し、丁度、折り良く 北西久保遺跡出土人骨の鑑定に見え

られていた森本氏（聖マリアソナ医科大学教授）の鑑定から、人の胎児骨であることが判明した（鑑
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定結果については付編参照）。また、人骨の中には管玉 (116-1• 2) 2点とガラス小玉 (116-3・ 

4) 2点が共伴しており、壺棺であることが明らかになった。付近から、壺の底部 (117-3)と

思われる土器と長さ約 11cmの大腿骨と思われる獣骨が出土している。

（三石・高村）

遺物（第 117• 118図、図版四十三）

本遺構からは、弥生土器、石製品、石器等が出土している。このうち土器 4点、石器（石錐） 1 

点、管玉 2点、ガラス小玉 2点を図化した。弥生土器の器種には壺・甕・高坪がある。壺には最

大径 39.8cmを測る壺棺として使用された大型の 117-1• 2がある。口縁部は比較的大きく開

吋 吋

R 
＼ヽ

＼ヽ

a
 

じ
ふ

心ゞ
獣骨

吋

a
 

a' 

標高663.Sm

0 (I : 15) 50cm 

第114図 壺棺実測図

llO 



lb軸 ヽ

a軸

5 cm 

第115図 壺棺内人骨微細図
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第116図

第61表

壺棺内出土管玉 ・ガラス小玉実測図

第2号特殊遺構出土土器観察表

0 (1 . 1) 2 cm 

I,"'I i I 

挿 図
器種 法蜀 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番 号

最大径は、胴下部に位謹する。底部か 内）斜位のハケメ調整が施されている。 回転実iJIII B 
(51 9) ら胴部最大径の所で大きく外傾 ・外弯 外）底部はヘラナデ、胴下部は縦位のハケ目調 フク土 II区
(12 3) し稜をなす。胴部最大径から胴上部に 整の後、縦位のヘラミガキ、＇胴部最大径よ No 1の 1、No1の 2
(39 8) かけ、内傾 ・内弯し頸部は大きくくぴ り上部は斜位のハケメ調整の後、横位のヘ 接合関係

117-1 空- れる。胴部最大径の接合痕が見られ、 ラミガキが施されている。 No 1の 1+No 1の 2+II区
他、綸積成形をなす。 ＋フク土

器高に若干の変動あ り。

51 9+11 2+a =63 1 (残
器高）

頸部大きく〈ぴれ、口緑端部にかけ大 内）口縁は横位のヘラミガキ、頸部は横位ヘラ 回転実測 B 
く112) き〈外傾・外弯する。 ナデが施されている。 No. lの 2

外）頸部は上部に 11本一組 3連止め簾状文（右 接合関係
回り）が一帯施されており、その下部には H 3Nu 1の 1壺頸～底部と

117-2 壺 11本一組のクシ描平行直線文が 2帯以上 接合する。
施され、さらにJI本一組のクシ描直線文を 内而頸部ハクリが著しい。
垂下させて T字文を構成している。その後、
ロ緑部は縦位のヘラミガキが施さ れてい

る。

底部は大き〈ふ〈らむ。 内）ハケメ調整が施されている。 回転実illll A 
111-3 壺 < 7 .5〉 外）ヨコナデの後、細い単位のヘラナデが施さ 細かい小石粒子を多少含み、

(4.1) れている 拍曲は良好である

第62表 第 2号特殊遺構出土土器拓影図観察表

挿図 1器

番号 種
I部位 文 様 備 考

~ 118-2甕胴

部1クシ描横走平行線文下に、ヘラ描連孤文が施されている。

部 ヘラ描沈線が施文された後、円形の突起が貼付されてい る。

Ps 

Ps 

くと考えられ、胴部は下位の外稜部分まで長く大きくふくらみ外稜下は

若干くびれて底部に至る。頸部は、上部に櫛描の 3連止め簾状文、その

下部に櫛描T字文が施され、広い文様帯を有している。外面調整は口縁

胴部に横位のヘラミガキが丁寧に施されており赤色塗彩は施されていな

い。内面調整は口縁部が横位ヘラナデ、他は斜位のハケ メ調整が施され、

-1 • 2は碧玉製で、片方向からと考えられる穿孔がみられる。

第117図

喝碧2

10(1:4)5cm . . 

第2号特殊遺構

出土土器拓影図

胴下部の内稜箇所には、接合後のハケ目調整が縦位で丁寧に施されている。 117-2は、壺の胴下

部～底部の破片で壺棺の一部として使用されたものかもしれない。その他、 B内から胴部に櫛描

横走平行線文、箆描連弧文が施される 117-1、箆描文に円形の突起が貼付される 117-2等、壺

棺本体とは時代の異なる土器も混入してみられる。石製品には管玉、ガラス小玉がある。管玉116

ガラス小玉 116-3・4は濃紺

色を呈し、透明度はやや落ちる。石器には黒曜石製の石錐 140-9がある。また黒曜石の条り片も 9

点みられる。
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以上、本遺構の所産期は、壺棺に利用された 117-1•2 をもって弥生時代後期と考えられる。

（小山）

3) 第 3号特殊遺構

遺構・遺物（第 119図、図版三十六）

本遺構は調査区南東部、<-4・5グリッド

内より、第 5号土坑に切られて検出された。検

出された部分は、ほんの一部で南方向に伸びる

溝と西方向に伸びる溝が 5号土坑の所で、ほぽ

直角に交わるものと思われ、方形周溝的形態を

とっている。溝幅は最大 100cm、最少 50cmで深

さ15cm内外のU字形を呈している。出土遺物が △ 

ほとんどなく、性格・所産期についても第 5号

土坑より古い時代に構築されたものとしか言え

なし 'o （高村） 第119図第 3号特殊遺構実測図

第3節周溝

1) 第 1号周溝

、
A' 

遺構（第 120図、図版三十七）

本遺構はうー 8• 9 、えー 7~9 、お・かー 7• 8、きー 7~9、<-8• 9グリッド内に位

置し、全体層序第IV層茶褐色粘質土面において検出された。第 1 ・ 16• 17号土坑と重複関係にあ

り、第 1号土坑は北壁底面付近において検出されたが、土層断面からの観察により、本遺構を切

り込んで構築されていることが確認できた。また、第 16•17 号土坑に南側内壁一部上面を切られ

ている。

溝幅 210cm~500 cm、全長 23mを測り、径 30m前後のほぽ円形を呈する大型の周溝と思われ、

その約 1/4が調査区を南北に縦断する形で検出された。断面形は浅い逆台形を呈し、壁は緩やか

な傾斜で立ち上がる。南側外壁に一段のテラスを有する。底面は南から北に向かって徐々にレベ

ルを低下させ北端と南端の比高差は 60cmを測る。

覆土は 5層に分割された。第 1層はロ ーム粒子を少量含む黒褐色土層で、北側においては第 1

層よりも黒色の強い第 1層もみられた。第2層は粘性・しまりのある黒色土で、第 3層はローム
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3 5 

l 無褐色土府 粘性あり堅くしまる 。ローム粒子を少屈含む。

1・ 黒褐色土府 枯性あり、しまりあり、 1府に比ぺやや黒い。

2 黙色土陪 枯性あり｀しまりあり 。

照褐色土府 しまりあり 。ローム粒子を多紐に含む．

暗褐色土層 枯性あり、しまりあり 。砂竹ロームを含む。

5 明椙色土府 粘性あり、しまりあり 。黄褐色砂質ロームを多盤に含む。

標高662.8m 

0 (1 : 120) 4m 

第120図 第 1号周溝実測図
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粒子を多量に含む黒褐色土層である。第 4• 5層は北側においてはみられず、第 4層は黄褐色砂

質ロームを含む暗褐色土層で、第 5層は黄褐色砂質ロームを多量に含む明褐色土層である。これ

らはレンズ状の堆積を示しており、自然堆積であると考えられる。遺構の検出された位置は、西

裏遺跡群の存在する台地北西縁辺部に当たり、その眼下は片貝川の氾濫原地帯で広がる水田が一

望のもとに見られる場所である。また周溝の形状は岩村田北西久保遺跡より検出された周渥と類

似点の多いことから古墳址の周浬としての可能性も考えられる。

遺物の出土状況は、南側外壁のテラス上に比較的多く見られ、溝底面には弥生土器の小片が認

められたものの、大部分の遺物は、覆土内に混在する状況で出土している。 （三石）

遺物（第 121・122図）

本遺構からは、弥生土器、土師器、須恵器等

極めて多量の土器と石器が出土した。しかし、

遺構の性格を考えるとその時期を示すものはほ

とんどみられず、多くは混入遺物の範疇で理解

されるものばかりである。従って、ここで図化

した遺物の説明のみに留まらざるを得ない。

弥生土器の器種には、壺・甕・甑・蓋・杯・

高坪がある。中期後半的な 122-1 -8、後期的

な 122-9 -11等、中・後期が混在した様相を ~」~ジえ '~ 出＝＝そ'

、ここ¥ '¥_M''2 

／爪、'\~□ ; 

呈している。

土師器の器種には、甕・坪がある。甕には小

型でロクロ調整が施され、底部は回転糸切りの

121-5、坪には底部が回転糸切りで、内面に黒

色処理、黒色研磨が施される 121-6・7・8等

があり、いずれも平安時代に属するものと考え

られる。

また、図化はできなかったが、ハケメ調整の

施される、壺形態の口縁部が一点のみ出土しており、時期は判定しかねる。

'¥; 三1, '--=-- =辛＝＝—ジ1 ， 
そ乏，.

゜
(I : 4) 10cm 

第121図第 1号周溝内出土土器実測図

須恵器の器種には、甕・坪がある。甕には胴部に平行叩きが施されるものがみられ、坪には、

底部に回転ヘラ切りが施される 121-9がある。

石器には、黒曜石製の石鏃140-4、石鏃末成品 140-7• 8、玄武岩製のスクレイパ ー141-

1 、頁岩製のスクレイパー141-2•3 、閃緑岩製の磨製石斧 142- 2等があり、黒曜石の剥
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片も 23点と他

遺構にくらベ

て、多量にみら

れる。

以上、本遺構

の多量出土土器

からは、遺構の

所産期を推定す

置

3
 

，
 

り“
'

゜
(l: 4) 

11 

第122図 第 1号周溝内出土土器拓影図

挿図
器種 法蓋 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

i 
底部から外傾して、立ち上がる 。 内）ナデと思われる痕があるが、観察不可能。 回転実測 A 

121-1 く 12〉 外）底部と胴部の接合部に指押さえの痕がみら Ill区
(6 0) れる＾赤色塗彩が施されている。

塁忍
厚味のある底部。底部から外傾して立 外内）） 磨滅著し〈、観察不可能。 完全実測

121-2 < 3 7) ち上がる。底部から2.5cm程の部分に接 磨滅著しいが、ハケメ調整が僅かにみえる。 Nn 1 
(9 2) 合痕とみられる痕がある 。

弥甑 底部中央に、焼成前の一孔を持つ。 内・外面共に、磨滅著しく調整は不明瞭． 回転実測 B 121-3 く(42.94) ) 
生 I区

塁
(4 6) 内外）） 磨減著しいが、ナデの痕がみられる。 回転実測 A 

121-4 く4.5) つまみ上部は、指頭押さえの後、ナデが施 No. l 
蓋 されていると考えられる。

ロクロ成形。内面に於て、底部にロクロ 調整不明 回転実測 B 
土 (2  9〉 成形時にできた稜がある。底部は回転 III区 7ク土

121-5 師 (5.2) 糸切り 。 焼成は良好。色調は内面は; 白黄褐色。外面は暗茶掲色、
底面は白黄褐色

土 (13 0) 底部は平底。口辺部は内弯気味に外傾 内）黒色処理が施され、僅かにミガキがみられ 回転実測 B 

121-6 誓
く41〉 し、口唇部で僅かに外反する。 る。 Ill区
(5  9) 外）ロクロヨコナデが施されている 。底部は不 赤色の土

杯 明。

品毘
底部は回転糸切り 。底部からの立ち上 内）ロクロヨコナデ。黒色処理が施されている。 回転実測 B 

121-7 く18〉 がり部分はやや広く外傾している。 外）ロクロヨコナデ。立ち上がり部分にハケメ I区
(5 9) 調整が施されている。

品誤
底部は回転離し糸切り 。平底。底部か 内）黒色研磨されている。その下に僅かにハケ 完全実測

121-8 く19〉 らの立ち上がりは外傾している 。 メ調整の痕がみられる。 Ill区
(6  3) 外）ロ クロナデが施されている。， 底部は回転ヘフ切り 。 内）ロクロヨコナデ。 回転実測

121-9 く09〉 外）ロクロヨコナデ。 II区
(7  4) 

第63表 第 1号周溝内出土土器観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考

番号 種

122-1 壺 口縁部 ヘラ描の連続山形文が 2帯施された後、 円形突起が貼付される 。 中I期区 フク土

122-2 壺 頸部 ヘラ描横走平行線文と刺突文が施されている。 m中期区 フク土

122-3 壺 頸 部
LR縄文を地 文とし 、ヘフ描横走平行線文及び、波状文が施されて 中I期区 フク土
いる

122-4 壺 ロ縁部 LR縄文が施されており、 円形突起が貼付 されている。 中I期区 フク土

122-5 甕 ロ縁部
口唇部にヘフ描の刻目が施され、胴部にクシ描の斜走直線文が施さ m中期区 フク土
れている

122-6 甕 胴部 ヘラ描文が「 コ」 の字重ね状に施されている。 中I期区 フク土

122-7 甕 胴部 ヘラ描の「コ」の字重ね文が施されている。 中I期区 フク土

122-8 甕
頸～ 頸斜部走直に線6本文一が施組のされクてシ描い簾る状^ 文が施され、 胴部に 6本一組のクシ描 m中期区 フク土

胴部

122-9 空•ギ 頸部 頸赤部色に 6が-施7本さ一れ組 のクシ描横走平行線文が施されている。 No.14 塗彩 ている

122-10 甕
頸～

頸部にクシ描簾状文、胴部にクシ描波状文が施されている 。 m区フク土胴部

122-11 甕
頸一

頸部にクシ描簾状文、胴部にクシ描波状文が施されている。 I区フク土胴部

第64表 第 1号周溝内出土土器拓影図観察表
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るのは極めて困難であることは、前述したとおりであるのだが、案外、時期決定のできなかった

ハケメ調整の壺の小片が、本遺構の共伴遺物といえるのかもしれない。 （小山）

2) 第 2号周溝

遺構（第 123図、図版三十七）

本遺構は、調査区北東側、い一 5、う・えー 4-6グリッド内に位置し、全体層序第IV'層白色

粘質土面において検出された。第 11号土坑・ピット群と重複関係にあり、第 11号土坑との明確

な新旧関係はプラソ検出の際つかめなかった。

ピット群により壁の一部を数箇所切られている。東側の周溝は、北端部を攪乱溝により破壊さ

れており、残存部で溝幅 36-60cm、深さ 5-20 cm、全長約 10mの半円形の溝で断面はU字形ま

たは逆台形を呈する。西側に残存する溝は大部分が削平され中央部付近が残存するのみで、残存

部で溝幅最大 80cm、深さ 10cm、長さ 2.5mであるが、東側と同様半円形を呈していたものと考

えられ、構築時は南方で一部断絶する、径約 8mの円形を呈していたものと思われる。底面は南

から北に向かって徐々にレベルを低下させ、南端と北端との比高差は 27cmを測る。

覆土は、 4層に分割された。第 1層は茶褐色土層、第 2層はローム粒子を含む黒褐色土層で南

側においては観察されなかった。第 3層はローム粒子を含み、第 4層は白色粘土を多量に含む黒

褐色土層である。

遺物の出土状況は、覆土内から多量に遺物が出土しているが、本遺構に帰属すると考えられる

出土状況は明確でない。 （三石）

遺物（第 124• 125図）

本遺構内からは弥生土器片、土師器小片、灰釉陶器小片、石器として打製石鏃、磨製石鏃未成

品、磨製石斧、スクレイパーが出土している。石器類は後述することにして、そのうち弥生土器

27点 （実測図 9点、拓影図 18点）が図化できた。

弥生土器には、壺・甕・台付甕・甑・高坪・坪等がある。

壺は口縁部、ラッパ状に大きく外反する 124-1、頸部に櫛描簾状文と櫛描平行線文が施された

125-6、頸部に櫛描T字文が施された 125-16、いずれも赤色塗彩が施され、弥生後期的様相を

示すものがある。

また、一方胴部櫛描垂下文が施された 125-1、頸部にRL縄文を地文に櫛描簾状文・箆描横走

平行線文・連続山形文が施された 125-3、胴部に箆描横走平行線文と縦位直線文の中に刺突文が

施される 125-4、胴部にLR縄文を地文とし箆描沈線文が観察できる 125-5、頸部に箆描平行

線文を施し、その中に櫛描簾状文と櫛描横走平行文が観察できる 125-6がある。
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1 茶褐色土層 粘性なし、しま ＇）なし。

2 !!! 褐色土府 粘性あ り、しまりあり 。

，3. 黒褐色土府 粘性あ り、しまりあり 。 2層に比べ少屈ローム粒子を含む。

4 黒福色土層 粘性あ り、しまりあり 。白色粘土を多秘に含む。

第123図第 2号周溝実測図

B B' 

443 

菖
C' 

標高663.4 m 

0 (I : 80) 2 m 

125-4• 6は、無彩土器であり 、125-5は、垂下文状に赤色塗彩が施される。これらは、弥

生中期的様相を示すものである。

甕は、頸部に櫛描簾状文、口縁に櫛描波状文、胴上部に櫛描斜走直線文が施される 125-7、頸

部に櫛描簾状文、頸部～胴部に櫛描波状文の施される 125-8がある。これらは弥生後期的様相を

示すものである。又、一方口縁端部にLR縄文を地文に箆描連続山形文が施されている 125-8、

ロ縁端部にLR縄文を地文に箆描波状文が 2本施されている 125-9、口縁部有段を呈し、端部に
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第124図 第 2号周溝内出土土器実測図

第65表 第 2号周溝内出土土器観察表

挿図
器種 法掻 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

(20 6) ロ縁部は大き〈 開いている。 内）赤色塗彩。横位のヘフミガキが施されている。 回転実測 B 
124-1 壺 く3.1> 外）赤色塗彩。縦位のヘラミガキが施されている。 Oilトレンチ

胴下部までは、直線的に立ち上がる。 ヘラナデが施されていたと考えられるが、磨滅 回転実測 A 
124-2 甕 < 9 5〉 していて、調整は不明。 ．接合関係

(7 .2) III区、 No.3、No.4
底部が上げ底気味である。 内）斜位と横位のヘフナデが胴部に施されてお 回転実測 A 

124-3 甕 く5.5) り、底部にハケメの調整が残る。 DJIサプトレンチ
(4 8) 外）縦位のヘラナデが施されている。

回転実測 A 
IZl-4 甕 く26〉 磨減の為、調整は不明。 I区

(5  8) 
台 台部は＇ハ」の字状 に開〈。 完全実測

124-5 
旦

< 5 0〉 内外面共、磨滅の為、調整不明。 II区
(6.8) 

台 台部は＇ハ」の字状に開く。 完全実測
124-6 ~ < 3 2〉 内外面共、磨減の為、調整不明。 II区

(5.4) 

内）赤色塗彩が施されている。 回転実測 B 
124-7 鉢 外）赤色塗彩が施されている。 II区

内外面共にヘラミガキが施されていたと考え
られる。

(9.8) 小型で、底部に径13cmの円形の穿孔 回転実測 A 
12!-8 甑 < 6 0〉 を有する。 磨減が著しく調整は不明。 NCl 1 

(3.6) 

(II 0) 底部に穿孔があったものと考えられる。 内）ハケメ調整の後、ヘラナデが施されている。 回転実測 B 
124-9 甑

< 5.3) 外）全面にヘラナデが施されていると考えられ I区
(4  6) るが磨滅の為、不明な部分が多い。

底部付近にハケメ状のカキメが認められる。

櫛描波状文の観察できる 125-10、口唇部にLR縄文と箆描きの刻目 が観察できる124-11があ

る。

また、胴部に櫛描斜走直線文と箆描の剌突文が施され、外面にCO2付着が観察できる125-12、

胴部に縦位羽状の櫛描斜走直線文、櫛描横走平行線文、櫛描による垂下文が施された 125-13、胴

部に荒い櫛描斜走文が施されている 125-14がある。
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第125図 第 2号周溝内出土土器拓影固

第66表 第 2号周溝内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考

番号 種

125-1 空~ 胴部 クシ描垂下文が施されている。 ぶ乱
125-2 

空一頸部 ヘフ描起の沈が線貼文付及ぴ刺突文が施されている。 醤
円形突 されている

125-3 
空一頸部 RL縄連文続山を地文文に施、 5本れ一て組のクシ描簾状文と、ヘラ描横走平行線 謡文、 形がさ いる

125-4 
空一胴部

ヘフ描の縦走・横走の沈線文が、垂下文状に施され、刺突文が充堰 謡
されている

125-5 
空一胴部 LR縄文を地文に、ヘラ描沈線文が施されている。 頴

125-6 空~ 頸部
施6本さ一れ組のクシ描簾状文と、横走平行線文、ヘフ描横走平行線文が 闘

ている。

125-7 甕 ロ縁部 が4本胴部一組のクシ描波状文が口縁部に、簾状文が頸部に、斜走直線文 謡に施されている

125-8 甕 口縁部 LR縄文を地文に、ヘラ描連続山形文が 1条施されている。 謡
125-9 甕 口縁部 LR縄文を地文に、ヘラ描波状文が 2条施されている。 西中側期 トレ ンチ

125-10 甕 口縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている 。 ぶ虚
125-11 甕 口緑部 ロ縁部にクシ描波状文が施されている 。 晶
125-12 甕 胴部 ヘラ描の刺突文が施されている。 塩
125-13 甕 胴部 がク施シ描さ横れ走平行線文、斜走直線文（縦位羽状）が施された後、垂下文 謡

ている＾

125-14 甕
頸～ 7本一組のクシ描斜走直線文が施されている 。 謡

胴部

125-15 空- 頸部 上にクシ描流状文(3連止め）、下は横走平行線文が施されている。
w区
後期

125-16 空- 頸部 クシ描T字文が施されている。
m区
後期

125-17 甕 口縁部 ロ縁部にクシ描波状文、頸部にクシ描簾状文が施されている 。 謡
125-18 甕

頸～
頸部にクシ描簾状文、胴部にクシ描波状文が施されている。

N区

胴部 後期

これらは、弥生中期的様相を示すものである。

台付甕は、台部のみで全容を知り得ないが、やや内弯気味に「ハ」の字状に開く 124-5• 6が

出土している。

鉢は、赤色塗彩が施されている 124-7が出土している。
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甑は、底部中央に最大内径 13.5cm、最小内径 1.2cmの穿孔を 1つ有す 124-8がある。 124-9 

は、器形の特徴から甑と思われる。

高坪・坪は、細片であるため図化できなかったが、赤色塗彩が施されている。

以上、本遺構出土遺物には、弥生中期後半的なものと、後期的なものが混在していることと、

明確な、共伴関係が考えられる資料がないため、本遺構の所産期は明らかにできない。

（羽毛田伸）

@ 

Ml 

゜
(I :120) 6 m 

瓢~!: 旦鵬旦
l 黒褐色土層 粘性あり 、しまりあり 。白色粘土を少祉含む。
2 明福色土屑 粘性あり、しまりあり 。白色枯土を含む。
3 黒色土阿 枯性あ り、しま りなし．

4 黒褐色土附 帖性ややあ り、しま りあり。

0 (1 : 40) 1 m 

第126図 第 3号周溝実測図
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3) 第 3号周溝

遺構（第 126図、図版三十八）

本遺構は調査区東側、おー 2-4、か・きー 4グリッド内に位置し、全体層序第IV層白色粘質

土面において検出された。第 5号住居址、第 1・2号溝状遺構と重複関係にあり、第 5号住居址

南東隅を切っており、第 1• 2号溝により東側を切られる。

平面形態は、溝幅 40-130cm、全長 16.5mを測る J字状を呈する。深さは 6-23 cmで、西から

東に向かって徐々にレベルを低下させ、西端と東端の比高差は約 70cmを測る。

覆土は 4層に分割された。第 1層は白色粘土を少量含む黒褐色土層、第 2層は白色粘土を多量

に含む明褐色土層である。第 3層は黒色土層、第 4層は黒褐色土層である。

遺物は底面付近各所に点在して片口鉢 (127-1)、甕 (127-2 -5)がみられ、覆土内からも

多量に土器が出土しているが、本遺構に帰属する可能性も考えられる。尚、覆土上面より碧玉製

の管玉 (128-1)が出土している。

本遺構の形状、及び管玉が出土している点から方形周溝墓としての可能性が強いと考えられる。

（三石）

、＼＇

し三二j~

I''  こ
4
 

、こ,5 

口
こ―. I 

07 ゜
(1: 4) 10cm 

第127図 第 3号周溝内出土土器実測図

遺物（第 127-129図、図版四十三・四十四）

第3号周溝からは、多量の弥生土器と土師器・土製品・石製品が出土しており、土師器は明ら

かに混入遺物である。図化した遺物は、 15点（実測図 7点、拓影図 8点）である。

弥生土器の器種には、壺・甕・片口鉢・杯・高坪がある。壺には、頸部に箆描横走平行線文の

123 



第67表 第 3号周溝内出土土器観察表

挿図
器種 法 最 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

番号

片口がある。 内）器面は磨滅が著し〈調整は不明瞭であるが、 回転実測 B 
底面付近に僅かにヘラナデの単位が観察で 細かい小石粒子を多〈含み

片
きる。 焼成はややもろい感じ。

外）器面は磨滅が著しく調整は不明瞭であるが、 色調は内面は燈掲色、外面
121-1 口

底部においては、縦位ヘラナデが施されて は白黄褐色。片口部の付近
鉢

いる。方向は不明。 に口緑から胴部にかけ斜め
方向に網目様の痕が認めら
れる。

全体に厚手である。 内）磨滅が著しく調整は不明瞭。 完全実測

127-2 疲
く38〉 外）磨滅が著し〈調整は不明瞭。 細かい小石粒子を多く含み、
(9  0) 器面にその粒子が多〈浮い

ている。

全体に厚手である。 内）磨滅が著し〈調整不明瞭。 回転実測 A 
く28〉 外）ヘラナデの単位が辛うじて観察できるが、 1区
8.9 砂流は不明。 胎土は細かい小石粒子を多

127-3 甕 く含む。焼成はややもろい
感じ。色調は内面は黒褐色、
外面は白黄褐色及ぴ黒褐色
である。

内）横位ヘラナデが施されている 。 回転実測 B 
く25〉 外）ヘラナデが施されている。 胎土は細かい小石粒子を多

121-4 甕
(6.6) 但し、全体的に器面は租れており、粒子の移 く含み、 3-4 mm程度の小

動した方向はわからない。 石も 2、3みられる。焼成
は良好。色調は内面は白黄
褐色、外面は燈褐色。

内）ナデが施されている。 完全実測
く15〉 外）磨滅が著しく調整は不明瞭。 II区
(4 8) 細かい小石粒子を多少含み、

121-5 
甕

焼成はややもろい感じ。色
調は内面は黒褐色、外面は
底面が黒掲色、それ以外は
燈褐色。

壺
底部と胴部の接合痕が明瞭である。 内）横位及ぴ斜位のハケメが施されている。 回転実測 B 

121-6 か
< 8 0〉 外）ヘラナデが施されており、その単位は底部 I区

甕
(10.4) のものより胴部のものの方が細い。 焼成は良好。色調は内外面

共に黒色。

第68表 第 3号周溝内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部 位 文 様 備 考

番 号 種

129-1 空~ 頸部 ヘラ描横走平行線文が施されている。 闘
129-2 空- 胴部 ヘラ描連続山形文中に、 L R縄文が施されている。 ば
129-3 空～ 胴部 ヘ ラ 描 沈 線 文 中 に 、 ヘ ラ 描 刺 突 文 ・L R縄文が施されている。 中I期区

129-4 空~ 胴部 ヘ ラ 描 平 行 直 線 文 ・ 剌 突 文 ・ 連 続山形文が施されている。 醤
129-5 甕

口緑～ LR縄文が色施塗 された上に、ヘフ描波状文が施されている。 塩頸 部 頸 部 に 赤 彩が施されている。

129- 6 空~ 頸部 ク シ 描T字 文 が 施 さ れ て い る 。 赤 色塗 彩が 施さ れて いる 。
I区
後期

129-7 甕 口緑部 9本一組のクシ描波状文（右回り）が施されている 。
I区
後期

129-8 甕
ロ緑～

9本一組のクシ描簾状文が施された後、クシ描波状文が施されている。 晶頸部

み施文される 129-1、胴部にLR縄文を地文として箆描横走平行

線文が施され、更にその中に箆描剌突文、連続山形文などが施され

る129-2 -4などの中期後半的様相を示すものと、頸部に櫛描T

I I 

巨 ＠〇
l I 

1 

字文が施される赤色塗彩壺の 129-6がある。甕も、有段状の口縁部 ゜
(I : I) 

I.,,,, I I 
2 cm 

第128図第 3号周溝内出土管玉
にLR縄文を施文ののち、箆描波状文が施される 129-5など中期 実測図

後半的なものと、口縁部・胴部に櫛描波状文、頸部に櫛描簾状文が施される 129-7• 8などの後

期的なものがみられる。片口鉢 127-1は、深鉢状の器形に片口を有するもので、無彩でヘラナ
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第129図第 3号周溝内出土土器拓影図

デか、ヘラミガキが施されたと考えられる。坪・高坪は赤色塗彩品がみられるが、細片ばかりで

器形を知り得るものはない。

土製品 127-7は、赤色塗彩された壺胴部の再利用品と考えられ、円形状を呈している。

また、石製品では碧玉製の管玉 128-1があり、片方向からの穿孔が認められる。

以上、本遺構の出土土器は、中期後半的なものと、後期的なものが混在する様相を呈している

が、後期の破片に大型のものが多いことを指摘しておきたい。 （小山）

第4節土坑及びピット群

1) 土坑

遺構（第 130• 131 図、図版三十九• 四十）

本遺跡からは土坑が 17基検出されている。それぞれの形態・規模等は第 69表竹田峯遺跡土坑

一覧表に記してある。遺跡の中での土坑の分布は、第 2 号周溝付近に多く見られ、第·3• 6• 8• 

9• 11-15号土坑の 9基存在し、検出された土坑の半数以上を占めていることが窺える。

第 1号土坑は、第 1号周溝の覆土を掘り下げた際、須恵器大甕が出土しその存在が確認された。

土坑の覆土は、周溝の覆土と色調・粘性が同質で発見しにくかったが、土層断面の観察から 1号

周溝の覆土とは異なり、ローム粒子・ロームプロック等がかなり含まれており、人為堆積の可能

性もあると考えられる。遺物の出土状況としては、須恵器甕 (132-2)と土師器坪 (132-1)

が底面より 70cm浮いた状態で出土しており、墓の上に供献した土器と考えられ、回転糸切の底部

を有する坪から平安時代の土壊墓の可能性があると思われる。

第4号土坑からは、底面に横転した状態の土師器甕 (132-3)が単独で出土しており、土器の

半分はすでにな く、当時のままの遺物片と思われ、本土坑と共伴する土器と考える。

第 12号土坑からも 4号土坑と同様な遺物の出土状況で弥生時代の甕 (132-10)が出土してい

る。この甕は 4号土坑の土師器と異なり、横転した土器の上部は、攪乱により壊された可能性が

強いと思われ、西裏遺跡第 3号溝状遺構内の Pl-P3の出土状況に、より類似性が認められる。

（高村）
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A
 

A
 

A
 ―、.2 

瓢
1 黒褐色土府 粘性強 〈しまりあり 。 ローム粒子 ・

ロームプロ ックを含む。

2 焦褐色土府 1層に比ぺ粘性強〈しまりあり 。ロ

ーム粒子 を少品含む。 標在663.1m 

0 (I : 60) 50cm . . 

D1 
D2 

A
 

`>
D4 

t
 

A A' 

麟
標j¥'f,663.9m

0 (l : 60) 1 m 

' '  

@ 

A' 

1 黒色土層 粘性ややあり、粒子細かい。

2 黒褐色土府 枯性あり 。炭化物 ・ローム粒子

を含む。

標邸663.7m

0 (1 : 60) 1 m 

' '  

: •>一疇△
1 茶褐色土層 粘性あ り、しま リあり．

2 明褐色土層 粘性あり、しま りあり C

ローム粒子 ・白色枯土を含む。

標高6636m 

0 (I : 60) 1 m 
' . 

D7 

□[ 
~'. 三 ' A

瓢 贔
］ 黒色土府 枯性弱〈しまりあり 。

2 黒椙色土府 枯性あり、しまりあり 。ローム粒子 ・茶褐

色粒子を含む。

3 質掲色土層 枯土性強〈しまりあり 。

4 明褐色土府 粘性強くしまりあ り。枯土を多泣に含む介

標裔663.9m 

0 (I : 60) 1 m 

’ ’  

A
-

D5 

A
-

④ 

A
-

DB 

⑭) 

A' 

R
A
 

A
 

□□ ニー, …:6ご l_m

D3 

A' 

A 2 1 
3 A' 

一 疇 一
1 謀褐色土府 枯性あり、しまりあ り。

2 茶褐色土府 粘性あり、しま りあり 。ローム粒子

を少砧含む。

3 明褐色土陪 粘性強くしま りあり 。 ローム粒子 ・

白色枯土を含む。
標邸663.lm

0 (I : 60) 1 m 
D6 . '  

~ 

~® A 
~ さ
1 黒褐色土府 枯性あり、しまりあ り。

2 無掲色土府 粘性あり、しまりあり 。

白色枯士を含む。

標森663.5m

0 (I : 60) 1 m 

''  
D9 

第130図 第 1-9号土坑実測図
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’
 

A
[
 

茶褐色土層 枯性あり、しまりあり 。

具褐色土府 枯性あり、しまりあり 。ローム粒子

白色粘土を含む。

標麻663.6m

0 (I : 60) 1 m ． ． 

D10 

A
 

ーヽ

A' 

冒攣疇-~
1 暗褐色土屑 粘性あり、しまりあり 。

茶褐色粘土を含む。 標高663.4m

0 (I : 60) l m ． ．  

D11 

(B 

人賓゚△
A A' 

鬱馘疇m

0 (I : 60) 1 m 
' .  

D12 

＇ 贔 lrn IむR

~~~ q~>• ~ 
~ A O.~ 人口△ 匝/co 

A' A A' 

A 、 A'

A A' 

順(I : 60) 1 m 
鬱0 (I・ 60) 1 m 

揉高6638m 冒菫詈璽鍮
雪• 。標(高16: 廷60年) 1 m 

D 13 

0 (1 60) 1 m 

D14 D15 D16 

第131図 第10-17号土坑実測図

遺物（第 132• 133図、図版四十四）

第 1号土坑からは底部平底でロクロヨコナデが施される須

恵器坪 (132-1)と大型須恵器甕 (132-2)が出土してい

るが、回転糸切りを有する坪 (132-1)から平安時代の可能

性が強い。

第 2号土坑からは弥生中期的様相を示す甕破片 (133-1) 

が出土しているが、この土器から所産期を考えるのは極めて困難である。

r::4-: 
二二曇-

D17 

第 3号土坑からは弥生中期的様相を示す土器片 133-2 -8などと、後期的様相を示す土器片

133-9•10 など、その他細片のため図化できなかったが赤色塗彩の土器片が出土しており、本遺

構には弥生土器のみ多く出土したことから、本遺構の所産期は弥生時代と思われる。

第 4号土坑からは、口縁部垂直気味に立ち上がり、胴部球形を呈す小形甕 (132-3)が一点出

土した。 132-3の外面調整は胴中央下部までロクロヨコナデ、胴下部ヘラケズリが施され、内面

はロクロヨコナデが施された土器で、望月町竹之城原遺跡第 4号住居址出土の小形甕の調整に類
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第69表 竹田峯遺跡土坑一覧表

検出位置 平面プラ ン
遺構名 長軸方位 断面形 深 さ 備 考

（グ リッド） 形 能~- 長軸長 短軸長
cm cm cm 

D 1 う・えー 9 円 形 279 240 N-36'-E 逆台形 25.5-34.0 平安時代？

5.0 -10 0 西方開に、袋状ピD 2 きー 5 不整楕円形 153 62 N-73'-E 逆台形 ビット深
ットあり 。25.0 

D 3 えー 4 不整長方形 122 49 N-86°-E 逆台形 24 0-30.5 弥生時代

D4 < -5•6 不整円形 90 44 逆台形 15.0-17 .0 北方に伸ぴるテラ
スあり 平安時代

D 5 < -5 不整楕円形 201 107 N-79°-W 有段逆台形 22.0-28.0 

D6 9 ヽ• うー 3・4 不整楕円形 154 116 N-so・-w 半円形 3.0-18.0 

D7 か一 6 不整楕円形 102 79 N-36°-W 逆台形 7.0-11.0 

D8 
えー 6

不整楕円形 186 146 N-50°-W 逆台形 5.0-13.0 おー 6・7

D 9 えー 7 不整楕円形 128 63 N （逆台形） 9.5-14.0 

DlO きー 3 （方形） (134) 逆台形 10.0-18.5 

Dll えー 6 （不整長方形） (153) 68 N-68°-W 逆台形 2.0-7 .0 

D 12 おー 4 不整楕円形 88 50 N-37'-W 有段半円形 11.0-18.0 弥生時代中期後半

013 う一 7 ひょうたん形 100 55 N-54'-W 漏斗状 15. 5-22. 5 

D14 うー 7 不整楕円形 103 74 N-15'-E 漏斗状 25.0-31.0 

D15 う一 8 楕円形 95 50 N-23'-E 逆台形 10. 5-13. 5 

016 きー 8 楕円形 (82) 50 N-62°-W 逆台形 5.0-8.5 

017 きー 9 楕円形 95 (82) N-85°-E 逆台形 13.0-22.0 

似しており、器形がやや異なるが、大旨この時代 （平安時代） と思われるが、共伴する他の器種が

みられないため、一応資料提示にとどめておきたい。尚、 132-3の出土状態から本遺構の所産期

と遺物は時期を一にするものと考えられる。

第 5号土坑からは弥生土器片が多量に出土した。図化し得たものは、頸部に箆描平行線文と櫛

描簾状文が施された壺 (133-11)、胴部に箆描沈線の施された壺 (133-12)、口唇部にLR縄文、

箆描の刻目が施された甕 (133-13)、口縁部に箆描波状文が施された甕 (133-14)、櫛描波状文

と櫛描簾状文の組になる甕 (133-15)、櫛描波状文と櫛描による垂下文の組になる甕 (133-16)

が出土した。

尚、 132-4は器肉薄く、胴部球形を呈すと思われ、頸部 14本 1組の簾状文、その下方に 1帯

の櫛描波状文が施された壺で、佐久地方には類例がなく注意していきたい土器である。この壺の

胎土と器壁の薄さは在地的様相の土器と異なり、球胴状の胴部と頸部の文様施文方法等に弥生時
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第132図 第1・4-5-7-10・12号土坑内出土土器実測図

代終末あるいは古墳時代初頭の要素が強く感じられる。

第 6号土坑からは弥生中期的様相を示す土器 (133-17-22)等が出土しているが、所産期をき

める根拠とはなりえない。

第 7号土坑からは弥生土器と考えられる甕の底部 (132-6)、素口縁で口唇にLR縄文、頸部

に櫛描波状文と垂下文が施文されている甕 (133-5)が出土しているが、所産期をきめる根拠と
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挿図
器種

番号

132-1 i 
須

132-2 ! 
132-3 甕

132-4 壺

132-5 甕

132-6 甕

132-7 甕

132-8 

D2 
,,; 

畠
~'名;l,,3 

今==, ー公 一i-~= _., .. ぶ邸苫
ふ螂..,f 甚 ＇

ー、,. ゞ

~foげ,,.• 応,•. 7, 
芦-..:, '";;;:,:ニ;,;o= 心9至零;; ·~ 泊== 翠 ね
咬臣奎幸 咬 交距杢塾

11 . 乏 号 12 13 D 5 

D8 

ぶ

18 
密、9

(1:4) 10cm 24 
. . 

D9 

第133図 第2・3・5・6・8・9号土坑内出土土器拓影図

第70表 第 1・4・5・7-10・12号土坑内出土土器観察表

法 盤 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整

(13 6) 底部は平底。 口辺部は内弯気味に立ち 内）磨滅が著しく調整不明。
< 3 9〉 上がる。 外）口辺部にロクロヨコナデが施されている 。
( 6  3) 底部に回転糸切りが施されている。

胴上部と頸部の境に接合帯がみられ、 内）胴上部は叩き整形（同心円状の文様）の後ナ
(10 3〉 接合補強の為、内面に 2段階、外面に デ整形、頸部は丁寧なヨコナデが施されて

1段階、粘土を補強する。
外）胴い中る央。は叩き整形（平行叩き）、胴上部と頸

部の接合付近は丁寧なヨコナデが施されて
いる 。

(14 6) 胴部は球状を呈し、頸部の〈ぴれが少 内）ロクロヨコナデが施されている。
<14.4〉 なく、口緑部垂直気味に立ち上がる 。 外）胴上部から口緑にかけロクロヨコナデ、胴
( 6  4) 最大径は胴部中央やや上部にある 。 下部・底部にヘラケズリが施されている 。
(16.7) 

器肉が極めて薄く、胴部は球形を呈す 内）胴上部は斜位のハケメ調整で、頸部はヨコ
く7.8〉 と思われる。 ナデが施されている 。

外）胴上部は縦位のハケメ調整の後、縦位のミ
ガキが施されている。

文様）頸部は14本一組 2連止めの簾状文が右回
りに一条施されている 。その後、頸下部に
一帯のクシ描波状文(14-15本一組）が施さ
れている。

¥19 6) 内）磨滅著しく調整不明瞭。
(7 1) 外）頸部にヨコナデが施されている 。

器面は磨減が著しく、それ以外の部分は調
整不明瞭。

文様）口唇部に単節 LR縄文の回転押捺、頸部
に5本一組のクシ描波状文と 4本一組のク
シ描垂下文が施されるが、磨減の為、施文
順序は観察できない。

内外））磨滅著し〈調整不明瞭。
縦位ヘラナデが施される 。

(5.6) 

内）斜位のヘフナデが施されている 。
< 2 3〉 外）底部に横位と斜位のハケメが施されている。
(4 8) 

(2.4) 磨減の為、調整は不明瞭。

I 5.8) 
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備 考

回転実測 B 
内外面共に磨滅が著しい。
D 1 No. 1 

破片実測 A 
．接合関係
N<1 lとNo.2は同一個体。
D 1 No 1 

回転実測 A D4 
No.l No2 
．接合関係
No. 1 +No. 2 
内外面に炭化物付着

復冗実測＋破片実測 B 
．接合関係
TlITT区フ H4D5サプ
トレ く5R き〈 5トレ
D 5 

回転実測 B及ぴ破片実測
D7 N区フク土
焼成はややもろい感じ。
色調は内・外面共に暗茶掲
色を示す。

回転実測 B 
D 7 N区
焼成はややもろい感じ。

色色調を示は内す。・外面共に暗茶褐

回転実測 B 
08 N区

回転実測 A 
D 9 

I 



132-9 痰 I

町

(14. 1) I口緑部は外反して立ち上がる。
く3.7)

ー 底部から胴中央部にかけ外傾し、 内弯
(17.6) I気味に立ち上がり、胴部最大径の部分
(7 .0)から、やや内傾 し内弯気味に立ち上が

る
゜

内）口縁部に赤色塗彩が施されている。
外）頸部にクシ描横走平行線文、口緑部に 4本

一組の右回り の波状文が施され、口緑端部
に赤色塗彩が施さ れている 。

外）胴最大径の部分に胴上部からのクシ描文が
うかがわれる。その後、 横位 1列のヘラ描
刺突文が施されてい る。

破片実測 A 
D10 S区

免全実測 D12 
内外面共に磨減著 しい。
甕利用の後、底部に一孔の
穿孔が施され再利用か ，

第71表 第 2・3・5・6・8・9号土坑内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様 備 考番号 種

133-1 痰 ロ縁部 口唇部に LR縄文・ヘフ描の刻目 ざ施されている 。 D 2 
133- 2 

空一胴部 ヘラ描横走平行線文と 楕 円状文が施されている 。 頴 D 3 

133-3 空． 胴部 LR縄文を地文に、ヘラ描横走平行線文・剌突文力哺iされている。 謡 D 3 

133-4 甕 ロ縁頸部～ ロ縁部にクシ描波状文、 頸部にクシ描簾状文が施されている 。 謡］ D3 

133-5 甕 口緑部 口唇部・ロ縁部に LR縄文が施された後、 ヘ ラ描波状文が施さ 頴 D 3 れている 。

133-6 甕 ロ縁部 口唇さ部れ ・ロ縁部に LR縄文が施された後、 ヘ ラ描波状文が2条 s区 D 3 施 ている 。 中期
133- 7 甕 口緑部 ロ唇部・ロ緑部に LR縄文が施されている 。 蒻 D 3 

133-8 甕 胴部 クシ描波状文が施された後、垂下文が施されている 。 頴 D 3 

133-9 甕 頸～
頸部にクシ描簾状文が施され、胴部にクシ描波状文力愧iされている。

s区 D 3 胴部 後期
133-10 痰 口縁部 クシ描波状文が施されている。 謡 D 3 

133-11 空． 頸部 ヘフ描横走乎行線文と、クシ描簾状文が施されている 。 中期 D 5 133-12 空- 胴部 ヘフ描の沈線文が施されている 。 中期 D 5 133-13 痰 ロ縁部 口唇部に LR縄文と、ヘフ描の刻目が施されている 。 中期 D 5 
133-14 甕 口縁部 口唇れ部・ロ縁部に LR縄文が施された後、 ヘ ラ描の波状文が施さている 。 中期 D 5 

133-15 甕 頸～ 胴部クに 5簾本一組の施クシ描波状文が施された後、頸部に 5本一組 中期 D 5 胴部 のシ描状文がされている 。
133-16 甕 胴部 クシ描波状文が施された後、垂下文が施されている 。 中期 D 5 
133-17 空- 胴部 ヘラ描横走平行線文と刺突文が施されている 。 中N期区 フク土 D 6 

133-18 空． 胴部 ヘラ描横走平行線文と、 7本一組のクシ描簾状文力哺逹れている。 中N期区 フク土 D 6 

133-19 甕 ロ縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている 。 謡 D6 

133-20 甕 ロ縁部 ロ縁部にヘフ描の波状文、頸部にクシ描波状文力哺逹れている。 N区フク土 D6
133-21 甕 ロ縁部 口唇部にヘラ描の刻目文、胴部にク シ描波状文が施されている。蒻i D6 

133-22 甕 頸～ 垂頸部にク施シ描さ横れ走平行線文、胴部にク シ描波状文が施された後、 s区 D6 胴部 下文が ている 。 中期
133-23 甕 ロ緑部 ロ唇部 ・ロ縁部に LR縄文が施されている 。 頴 D 7 

133-24 空~ 胴部 ヘフ描横走平行線文と剌突文が施されている。 中期 D8 133-25 痰 胴部 クシ描波状文・垂下文が施された後、ヘラ描の刻目力咄はされている。中期 D8 

なるかどうか判断しかねる。

第 8号土坑からは弥生土器と考えられる甕の底部 (132-7)、口唇、口縁に LR縄文の施され

た甕 (133-23)が出土しているが、これらの土器から所産期を考えるのは極めて困難である。

第 9号土坑からは、弥生土器と考えられる甕の底部、中期的様相を示す壺 (133-24)、甕 (133

131 



-25)が出土しているが、所産期を決める根拠となるかどうか判断しかねる。

第 10号土坑からは口縁部内面、端部外面に赤色塗彩、口縁部櫛描波状文、頸部に櫛描平行直線

文の観察できる甕 (132-9)が出土しているが、所産期を決める根拠となるかどうか判断しかね

る。第 11・13-17号土坑からは遺物が出土せず、本遺構の所産期も不明である。

第 12号土坑からは、胴上部からの箆描文が観察でき、その下方に一列の箆描刺突文が施された

甕 (132-10)が出土している。 132-10は本遺跡第 3号住居址炉出土の甕に類似しており、底部

に穿孔が施されて、 2次利用が行われたと思われる。遺物の出士状態から考えて、本土坑の所産

期は弥生中期後半と考えておきたい。 （羽毛田伸）

2) ピ ッ ト群

遺構・遺物（第 135• 136図、図版四十ー・四十四）

本遺跡のピット群は、その平面的分布から 3ヶ所に偏在が

みられる。まず、最も集中している、い • う・え• おー4• 

5グリッド内のピット群は、その個々においては、規則性及

び関連性はみられないものの、まとまりとしてみた場合、ほ

ぽ、ひし形の範囲に納まることが看取できる。次に多くみら

れる地域として、い・う・えー 6・7グリッド内であるが、

まとまりとしてもとらえにくく、土坑が複数存在しているこ

とが窺える。最後にか ・きー 7• 8• 9グリ ッド内のピ ット

群は、ほどんど分布が薄く、散漫的で規則性はまったくみら

れない。

＼ ／ 
Pl29 

、~~3
0 (1 : 4) 10cm 

第134図 P1・120・129・133出土器

実測図

第72表 P 1・120・129・133出土土器観察表

挿図
器種 法 最 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

番号
(13.4) やや内弯しながら外傾している。全体 内）ロクロナデの後、黒色処理が施されている。 完全実測

136-1 坪
< 4 3〉 に薄手であり、やや傾いている。 外）ロクロヨコナデが施されている。 P-1 
(5  5) 底面は糸切りの後、手持ちヘラケズリが施さ 焼成は良好。色調は外面は

れている。 燈褐色、内面は黒色。

(11.8) 頸部より口縁部にかけて弓状に外反し 内）口縁部は比較的丁寧なヨコナテ 部それナより 回転実測 A 
<11.8〉 ている。 頸部にかけてハケメの後ナデ、胴 は デ P-120 

が施されている。 焼成は良好。色調は内・外
外）口縁～頸部はハケメ→ヨコナデの後、い〈 面共に白黄褐色。

136-2 壺
らか祖いヘラミガキが施されている。

文様）口縁部に単節 LR縄文が回転押捺された
後、ヘラによる刺突が施されている。頸部
においては、単節 LR縄文を回転押捺した
突帯が三帯施され、最下位の縄文帯の直下に
ヘラによる横走平行線文が施されている。

内）ナデが施されている。 回転実測 B 

136-3 空-
(1.1〉 外）残部が少な〈、調整は観察できない。 P-129 
(4.0) 焼成は良好。色調は内・外

面共に黒色を呈す。
底部中央は、比較的薄手である。 内・外面共に赤色塗彩が部分的に残っており、 回転実測 B 

136-4 坪
く3.0〉 全面にわたり赤色塗彩が施されていると考えら P-133 
(5.0) れる。 焼成は良好。色調は内・外

調整は磨滅が著しく不明瞭である。 面共に白黄掲色
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第73表 竹田峯遺跡ピ ット群一院表

遺構名
検出位置 平面プラン 深

備 考 遺構名
検出位置 平面プラン 深

備 考（グリッド） 形態 径 さ （グリッド）形態 径 さ
p 1 えー 4 円形 23-24 cm 15・ P39 う一 6 円形 23-25 13 
P2 えー 5 円形 12-16 20 P40 う一 6 円形 18-21 13 
p 3 えー 5 円形 22-28 21 東方にテラスあり。 P41 う一 6 円形 18-22 16 
P4 えー 5 円形 16-17 10 P42 えー 7 楕円形 43X53 4.5 長軸方位はN-8'-W
P5 えー 5 円形 21-23 13 P43 えー 7 楕円形 39X57 8 長軸方位はN-55'-W
p 6 えー 5 円形 21-25 14 P44 きー 4 円形 21-24 25 
P7 えー 5 円形 18-21 19 北方にテラスあり。 P45 おー 4 円形 22-27 14 
P8 えー 5 円形 25-29 19 P46 おー 4 円形 20-22 18 .5 
pg うー 5 円形 17-19 10 P47 おー 4 円形 46-48 10 .5 
PIO うー 5 円形 22-23 16 P48 えー 4 円形 23-25 21 
P11 う一 5 円形 17-23 28 やや東西に長い。 P49 えー 4 円形 16-21 22 
Pl2 う一 5 円形 14-20 14 P50 えー 5 円形 23-27 21 
P 13 う一 5 円形 18-20 15 P51 えー 4 楕円形 37X50 18 長軸方位はN-s・-w
P 14 うー 4 円形 14-21 7 変形が著しい。 P52 えー 4 円形 26-29 28 P53より新しい。

P15 う一 4 円形 ll-16 7 P53 えー 4 円形 33-37 7 .5 P52より古い。

Pl6 うー 4 円形 21-22 22 P54 う一 4 円形 17-24 10 
P 17 う一 5 円形 25-27 23 P55 えー 4 円形 20 8.5 
Pl8 う一 5 円形 21-24 12 P56 えー 4 楕円形 28X38 16 長軸方位はN-3'!-E
Pl9 う一 5 円形 22-24 18 P57 う一 4 円形 31-32 19 .5 
P20 う一 5 円形 22-27 17 P58 う一 4 楕円形 39X71 8 長軸方位はN-2'!-W
P21 う一 5 円形 18-23 19 P59 う一 4 円形 17-18 13 
P22 えー 5 円形 18-22 ， P60 う一 4 円形 34-35 15 
P23 えー 5 楕円形 26X40 17 南東にテラスあり。 P61 う一 4 円形 16-17 7 
P24 えー 5 円形 18-20 17 P62 う一 4 円形 20-22 6.5 
P25 えー 5 円形 17-18 12 P63 うー 4 円形 18-22 11.5 
P26 えー 5 円形 18 27 P64 う一 4 円形 18-24 10 
P27 う一 5 円形 33-36 11 P65 う一 4 円形 18-23 11 
P28 う一 5 円形 25 18 P66 う一 4 円形 20-22 7 
pzg う一 5 円形 26-27 31 P67 うー 4 円形 26-29 7 
P30 う一 5 円形 22 18 P68 うー 4 円形 20-22 8 
P31 う一 5 円形 24-25 23 P69 うー 4 円形 20-25 5.5 
P32 う一 5 円形 24-26 20 P70 うー 4 円形 24-26 2.5 
P33 うー 5 円形 20-22 11.5 P71 う一 4 円形 24-26 15 
P34 う一 5 円形 19-25 12 P72 いー 4 円形 18-22 ， 
P35 う一 6 円形 22-24 21 P73 いー 4 楕円形 21X37 18 .5 長軸方位はN-1'-E
P36 う一 6 27X38 24 長軸方位はN-14'-E P74 いー 5 円形 17-26 10 .5 
P37 う一 6 円円形 19-21 18 P75 い一 5 楕円形 19X30 15 長軸方位はN-7't-E
P38 う一 6 円形 23-24 15 P76 いー 5 円形 11-15 15 
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P77 しヽー 5 不整形 16X39 22 長軸方位はN-88'-E P113 う一 7 円形 25-29 23 

P78 い一5 円 形 24-26 13.5 P 114 うー 7・8 円形 22-31 15 

P79 し,_5 円 形 34-39 P115 えー8 円 形 25-30 9.5 

P80 しヽー 5 円 形 21-31 22 Pl16 う一8 円形 22-24 ， 
P81 う一 4 円 形 19-24 24 P117 うー 8 円形 27-29 12 

P82 う一 4 円 形 14-15 8 P118 う一 8 円 形 24-25 11 

P83 う一4 円 形 17-28 19 P 119 うー 8 円 形 30 13.5 

P84 う一4 円 形 26-31 13 P!20 〈-5 円形 20-26 33 

P85 う・えー4 円 形 30-36 23 P!21 う一8 円形 20-31 13 

P86 えー 5 楕円形 24X35 ， 長軸方位はN-45"-W P122 うー 7 円形 29-39 ， 
P87 えー 6 円形 23-28 22.5 P!23 うー 7 円形 27 11 

P88 えー 6 不整楕円形 25X35 21 長軸方位はN-5S-W P124 うー 7 円形 25-34 13 

P89 えー 6 楕円形 20X33 長軸方位はN-65"-W Pl25 う一 7 円形 23-30 11 

P90 えー 6 円形 21-22 26 南方に袋状のピット P!26 うー 7 不整楕円形 51X67 19.5 長軸方位はN-2'i!-W

P91 えー 6 楕円形 24X38 32 長軸方位はN-2'!-E P127 カ~ ー8 円形 19-20 7.5 

P92 えー 6 円形 18-21 14 P 128 う一7 円形 36-38 8.5 

P93 えー 6 円形 16-18 P!29 カ~ ー8 楕円形 37X50 ， 長軸方位はN-9'-E

P94 えー 6 円 形 18-24 8 PJ30 かー 7 円形 22-23 21 

P95 えー 6 楕円形 15X23 5 長軸方位はN-Jfj-W P!31 きー 7 円形 46-49 8 やや方形か？

P96 えー 6 楕円形 25X38 11 長軸方位はN-2't-W Pi32 きー7 円 形 16-22 23 

P97 えー 7 円形 16-19 20 P133 きー 7 円形 24-25 28 南方に袋状ビット

P98 うー 7 円形 20-23 8 Pl34 < -7 円形 28-29 13 

P99 う一 7 円形 35-39 ， P!35 < -7 円 形 32-33 10 やや方形か？

P 100 う一 7 不整形 13X50 8 長軸方位はN-84'-W P!36 < -7 円 形 26-28 18 南北に袋状ビット

PIO! う一 6 楕円形 28X35 15.5 長軸方位はN-2't — E P!37 < -7 •8 円形 30-31 6.5 

P!02 う一 6 円形 20-22 16 P138 かー 8 円形 23-30 11.5 

P103 う一 6 円 形 25-30 16.5 P!39 きー9 円 形 29-34 10 

P 104 う一 6 円 形 14-18 15.5 P140 きー9 不整長方形 32X66 ， 長軸方位はN-4'-E 

P105 う一 6 円 形 26-29 17 P141 きー9 円 形 28-31 15 西方にテラスあり

P106 う一 6 円形 20-21 11 P142 きー 9 円形 37-38 ， 
P107 (-4・5 楕円形 27X49 30 長軸方位はN-2'-E P!43 きー 9 楕円形 29X50 21 長軸方位はN-lS-W

P108 う一 7 円 形 14-17 8 P144 きー 9 円形 30-33 8 

P109 う一 7 円形 26-30 7 P145 おー 7 円形 30-32 13 

PllO えー 7 楕円形 39X73 26 長軸方位はN-,i'!-E P146 かー 8 楕円形 24X34 6.5 長軸方位はN-7t-E

Plll えー 7 円形 33-36 7.5 P147 かー 8 円形 27-28 7 

P112 えー7 円 形 27-29 P148 かー 8 楕円形 28X 46 
底面に小ピットあり
長軸方位はN-69•-w

ピット群の形態及び規模等については、第 73表竹田峯遺跡ヒ° ット群一覧表に記載してある。遺

物としては、 p1よりロクロ成形による平安時代と思われる坪 (134-1)のほぼ完形品が覆土表

面から正位の状態で出土しており、この資料があることは、これらヒ°ッ ト群の所産期を示唆する 資

料となるかもしれない。その他、弥生時代の土器が出土しているが混入遺物の可能性が強いと思
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われる。但し、 P120より出土している、弥生時代中期の壺口縁部(134-2)は、ピ ット内深く、

逆位の状態で出土している。P120は第 1号特殊遺構を検出していた際、底面で確認できたピッ

トで、上述のピット群とは、まった＜性格を異にするピ ットであろう。

（高村・羽毛田伸）

第5節溝状遺構

5 節の溝状遺構では、凡例で記したように、西裏遺跡第 1• 2号溝状遺構と竹田峯遺跡第 1. 

2号溝状遺構を併せて記述することとした。
ー

1) 西裏遺跡第 1• 2 号溝状遺構、竹田峯遺跡第 1• 2号溝状遺構

遺構（第 137図、図版十七・十八・三十八）

西裏遺跡第 1·2 号、竹田峯遺跡第 1• 2号溝状遺構は、すべて、旧農道の西側端部分と並列

的に南北方向に伸びており、その方向性に共通点がみられる。特に西裏遺跡第 1号溝と第 2号溝

は、連続で検出されない部分はあるものの、断面形等の共通性を含めて同一のものの可能性が非

常に高い。また、竹田峯第 1号溝についても、その断面形において差異はあるが、もしかすると、

西裏遺跡第 1• 2号溝に連なる遺構かもしれない。竹田峯第 2号溝は、第 1号溝を切って構築さ

れており、第 1号より後出の溝状遺構と考える。尚、 B区からA区内の西裏遺跡第 1号溝状遺構

の覆土上部からは、獣骨が多量に出土している。宮崎重雄氏の鑑定によると、これらの獣骨はほ

とんどが馬の骨で中に牛の中足骨が一本含まれているとのことである。これらの溝状遺構の性格

については、旧農道とほとんど並列で伸びていることに何らかの示唆があると考えられる。

（高村）

遺物 （第 138・139図）

西裏遺跡第 1号溝状遺構

本遺構からは、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中・近世、近・現代の陶器、

石器、獣骨 （牛馬）等極めて多量の遺物が出土した。

縄文土器には、花積下層式と思われる縄文圧痕を有する 139-1、異状縄文が施され黒浜式と思

われる 139-2 -4がある。縄文土器は、西裏・竹田峯両遺跡併せて本例のみであり極めて興味深

いものである。

弥生土器の器種には、壺・甕 ・坪・高坪等があるが細片が多く図化できるものは少ない。図化

した台付甕 138-1、坪 138-2はともに時期を詳細に判定することが難しい資料であるが総合的

にみれば、中期後半的なものがかなり混在している。
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土師器の器種には、甕・甑・坪・高坪・婉・堵・器台があるが、弥生土器と同様細片が多い。

図化した 138-3は、古墳時代前期に属すると考えられる器台で、器受部に一孔、脚部に 3箇所の

円形透かしが穿たれている。外面調整は割合丁寧なヘラミガキが施されている。また 138-4は古

墳時代後期にみられる甑と考えられる。この他、底部に回転糸切り、内面に黒色処理が施される

平安時代と考えられる坪、径 2.8cmの小さな平底の底部を有する器肉の薄い埒、ハケメ調整が施

される甕などの古墳時代前期的なものなどがある。

須恵器の器種には、甕・坪がある。甕には平行叩きの施されるもの、坪にはロコロヨコナデが

施されるものがみられるが、いずれも細片で量も少ない。

灰釉陶器には、長頸壺の肩部の細片がある。中・近世以降と考えられる陶器では、所産地不明

の細片がみられる。

不明土器では、器台形を呈する土管形の 138-5がある。石器では、黒曜石製の石鏃88-1、

石錘 88-26、泥質岩製の打製石斧 89-5、安山岩製の打製石斧 90-5、小花滴岩製の磨製石斧

91-2がある。

西裏遺跡第 2号溝状遺構

本遺構からは弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器が出土している。このうち図化できたのは

1点のみである。弥生土器の器種には、壺・甕・甑・高坪がある。 138-6は甕の底部であり、こ

の他西裏Mlと同様中期後半的なものと後期的なものが混在している。土師器の器種には、甕・

坪があり、甕は器肉の厚いもの、坪は底部回転糸切りで内面に黒色研磨が施される細片がある。

須恵器の器主には、甕があり、胴部に平行叩きが施されるものがみられる。灰釉陶器では、長頸

壺の肩部にあたる部位がみられるが、所産地については明らかでない。石器は黒曜石製の石鏃

88-21、頁岩製のスクレイパー89-2、玄武岩製の打製石斧 89-6がある。

竹田峯遺跡第 1号溝状遺構

本遺構からは、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中・近世と考えられる陶器、石器が出

土している。須恵器の占める割合が他にくらべて高い特徴がある。

弥生土器には壺・甕・高坪があり、中期後半的な 139-5 -8と後期のもの 139-9が混在して

いる。土師器には甕・坪があり、ロクロ成形の小形甕など、平安時代的特徴を有するものなども

みられる。須恵器には、甕・坪があり、胴部外面に平行叩きが施される甕と、底部に回転糸切り

が認められる坪がみられる。

灰釉陶器は、長頸壺の肩部と考えられる破片が一点のみみられ、中・近世以降と考えられる陶

器は常滑系の甕と考えられる。

石器では閃緑岩製の打製石斧 141-7がある。
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西裏逍防RMl 府）t説明

1 茶品色土附

帖性強くしまる。

2 黄苓掲色土府

帖性 1層より強 く

しまる。ローム粒

子 を含む。

3 明掲色土屑

粘性性（堅（しま

る。 ローム粒千を

多況に含む．

笏

d 
西哀；l'l翔第2号溝状遺構府序説明

I 器掲色上同

枯性強く竪 （し まる。

ローム粒＋を1孜菌に含む。

第137図 西裏・竹田峯遺跡溝状遺棋実測図

白色粘土プロ ック

~ 
0 (1 :1100) 

こ贔薦
•竹田峯迫跡第1.2.3号
溝状遺構陪序説明
l 黒褐色士層 粘性あり、しまりあ り。[M1匝土）

2 黒褐色土層 粘性強くしまりあ り。(Ml覆土）

3 紐色土層 l局中に白色粘土がプロ ック状に乱入する。 (M1柑土）

4 黒褐色土層 粘性あり 、しよりあ り。(M2頂土）

5 黒褐色土同 帖性あり、しま りあり。白色祐土を多量に混入する。 (M2覆土）

6 患褐色土層 粘性あり ．しま りあり。白色枯土を少最含む。 (M3覆土）

~ 
゜

標高668.7m

(l : 40) .4 m 
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竹田峯遺跡第 2号溝状遺構 、口：
西裏Ml

西裏Ml

西裏Ml

11 

◎ 

＼` 、西裏Ml,,

西裏Ml

本遺構からは、弥生土器

土師器、須恵器、灰釉陶器、

中・近世と考えられる陶器

が出土している。弥生土器

は中期後半的な 139-

10~15、後期的な 139-16 •

17が混在している。土師器

は胴部の器肉の厚い甕、薄

い甕、内面に黒色研磨が施

される回転糸切りの坪など

があり須恵器には底部に回

転糸切りが施される坪がみ

、\&h}' ヽ＼、‘情三~' 〇-
竹田峯M3

8 r-----i 
西裏M2 6 竹田峯M3 7 竹自峯M3

， 

O (I : 4) 10 cm 

られる。また、灰釉陶器は
第138図 西裏遺跡第1・2号、竹田峯遺跡第3号溝状遺構内出土土器実測図

第74表 西裏遺跡第 1・2号、竹田峯遺跡第 3号溝状遺構内出土土器観察表

挿図
器種 法量 成形及ぴ器形の特徴 調 竪 備 考

番号
かなり厚手で、底部断面が台形になる。 内）甕部の底部にあたる部分はハケメと思われ 回転実測 B 

! 
く40〉 断面に台部と甕部の接合部と考えられ る痕が観察できる。 西裏M1 II区No.2 

138-1 (5.0) る胎土の異った部分が観察できる。 台部の底面にもハケメが観察できるが磨滅 細かい小石粒子を多〈含み、

が著しく不明である。 焼成はややもろい感じであ

外）ハケメ単位が観察できる。 る。

(13.0) ロ縁部は丸味を帯ぴ受け口状になって 内）横位ヘラナデが観察でき、その上に丁寧な 回転実測 B 

く66〉 いる。 ヘラミガキが全面に施されている。口辺部 西裏M1 II区

(4 5) はヨコナデが観察できる。 細かい小石粒子を多少含む

138-2 坪 (13 0) 外）口辺部にヨコナデが観察でき、それ以下は が、調整により器面におい

ヨコナデの上から縦位のヘラミガキカ哺知； ては沈んでおり、焼成は良

れている。 好。

内外面に赤色塗彩

器受部に脚部へ貫通する一孔を穿ち、 内）器受内部ヘラナデ。脚内部ヘラケズリ。 回転実測 B 

138-3 
器 < 3.3) 脚部に 3個の円孔が穿たれている。 外）器受部と脚部境、ヘラナデの後ヨコナデ、 西裏M1 III区
台 脚部縦位のヘラミガキ．

(21.2) 胴上部から頸部にかけ垂直気味に立ち 内）胴上部ハケメ調整の後、横位のヘラナデ、 回転実測 B 西裏Ml

< 5.2〉 上がり、頸部〈ぴれず、口緑部短か〈 頸部から口緑部にかけヨコナデの後、横位 外面磨減著しい。色調・外

138-4 甑 外傾する。 のヘラナデが施されている。 面赤褐色。胎土、砂粒を多

外）口緑部ハケメ調整の後、ヨコナデが施され 〈含む。

ている。

(10 0) 上部緑には粘土が貼付されている。器 内外面共にかなり器面が祖れており、調整の観 回転実測 B 

器
く4.4)面は内・外共に指で押圧したと考えら 察はできない。 西裏M1 II区

138-5 台
(10.6) れる痕が観察できる。器壁は全体に厚 細かい小石粒子を多く含み、器

？ 
手である。器形は円筒形をしている。 面にもその粒子が浮いている。

焼成はややもろい感じを持つ。

内）全体に横位ヘラナデが施されている。 回転実測 B 

く2.6〉 外）横位及ぴ斜位のヘラナデ調整がなされている。西裏M2 I区

138-6 褻 (4  7) 細かい小石粒子を多く含み、

焼成はややもろい感じであ

る。煤が付着している。

底部は平底。 内）観察不可能。 回転実測 B 

138-7 甕 く32〉 外）ヘラケズリされた後、縦位ヘラナデが施さ 竹田峯M3 II区

(5.4) れている様子であるが、実測不可能。

底部平底だが中心部やや上げ底気味、 内）横位のヘフナデが施されている。 完全実測

138-8 褻 く36〉 横ヘラケズリにより底部付近が直立気 外）右回りのヨコヘラケズリの後に縦位ヘラナ 竹田峯 M3 

(7  7) 味に立ち上がっている。 デ。底部はヘラケズリが施されている。
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長頸壺の肩部片がみられ、中・近世以降と考えられる陶器には瀕戸、美濃系？の茶入れがある。

石器では輝緑岩製の打製石斧 141-6、閃緑岩製の磨製石斧 142-4がある。

以上西裏M 1·2 、竹田峯遺跡M l • 2の出土土器を概括すると次のような傾向がみられる。

西裏遺跡のM1• 2、竹田峯遺跡のMlは、遺構の記載で同一の可能性があるものと所見が得ら

れている。出土した土器からみると、西裏遺跡のMlの縄文土器を除けば、弥生時代中期後半と

後期、土師器、須恵器、灰釉陶器、中・近世以降の陶器等各時代わたってほぽ同様な内容のもの

がみられる。竹田峯M2の土器も前述のものと同様の内容のものが出土しておりこれらの遺構は、

中・近世以降の所産期と推測できる。 （小山）

2) 竹田峯遺跡第 3号溝状遺構

遺構・遺物（第 137-139図）

本遺構は、調査区の南東隅でき・<-3• 4グリッド内より検出された。竹田峯M 1・2と重

複しており、切り合い関係から 3遺構の中では最も古い時期に構築されていることが確認できた。

形状及び方向性が、第 3号周溝と類似性が見られ、弥生土器が出土している。

'' I I 

> 且
I I 4 / I 3 

西裏Ml

竹田峯Ml

竹田峯M2

9ご
酔響含匹23 

竹田峯M3

゜第139図 西裏遺跡第 1・2号、竹田峯遺跡第 1-3号溝状遺構内出土土器拓影図
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第75表 西裏遺跡第 1・2号、竹田峯遺跡第 3号溝状遺構内出土土器拓影図観察表

挿図 器
部位 文 様番号 種 備 考

139-1 深鉢 胴部 縄文圧痕であろうかc 西繍裏文遣早期跡 Ml 
花積下層式？

139-2 深鉢 胴部 異状縄文が施されている。

翫西西緯縄衷涎文文逍喪前前期跡期踪 M ' 
ー黒浜式？

139-3 深鉢 胴部 異状縄文が施されている。
Ml 
黒浜式？

139-4 深鉢 胴部 異状縄文が施されている
Ml 
黒浜式？

139-5 空- 頸部
頸る部^ にヘラ描横走平行線文が施され、下位に円形の突起が貼付され 竹中田峯MlIll区トレンチ

期？

139-6 空- 胴部 クシ描文及ぴヘラ描刺突文が施されている。 竹中期田峯 Ml Ill区

139-7 空- 胴部 ヘフ描横走平行線文・連続山形文 ・LR縄文が施されている。 竹中期田峯 Ml I区トレンチ

139-8 甕
ロ縁

ロ縁部に LR縄文と連続山形文、頸部にヘラ描横走沈線力哺iされている。 竹中抑田峯Ml フク土
頸部

139-9 甕 頸五部
頸て部いにクシ描上横部走乎行形線突文起、口緑部・胴部にクシ描波状文が施され 竹田峯M1 II区フク土

る＾胴 に円 か貼付されている-

139-10 空- ロ縁部 LR縄文が施されている。 竹中期田峯M2 II区

139-11 壺 頸部 クシ描簾状文及ぴヘラ描刺突文が施されている。 竹中期田峯M2 III区

139-12 壺 胴部 ヘラ描横走平行線文・剌突文が施されている。 竹中期田峯M2 II区

139-13 空- 胴部 クシ描直線文が、 2本のヘラ描直線文によって区画されている。 竹中期田峯MZ II区

139-14 甕 ロ縁部 口唇部に LR縄文、口縁部にクシ描波状文が施されている 。 竹中期田峯 M2 m区

139-15 甕 胴部 クシ描斜走直線が施された後、ヘラ描剌突文が施されている。
竹田峯MZ II区
中期

139-16 甕 胴部 クシ描波状文が施文された後、クシ描垂下文が施されている。 竹中期田峯MZ II区

139-17 甕
口縁

クシ描波状文が施されている。 竹田峯MZ II区トレンチ
頸部 後期

139-18 壺 ロ縁部 口唇部にヘラ描の刻目が施されている 。 竹中期田峯M3 EWペルト

139-19 壺 ロ縁部 口唇部に LR縄文が施されている 。 竹中期田峯M3 II区

139-20 壺 胴部
クシ描垂下文をヘフ描沈線文で区画し、下半にヘフ描横走平行線文 竹中期田峯M3 II区
が施されている＾

139-21 空- 胴部 LR縄文 ・ヘラ描波状文 ・クシ描平行沈線文が施されている 。 竹中期田峯M3 II区

139-22 甕 ロ縁部 クシ描波状文が施されている。 竹中期田峯M3

139-23 甕 ロ縁部 RL縄文上にヘラ描連続山形文が 2条施されている 。 竹中甘田8峯M3 

139-24 空・ギ 頸部 クシ描波状文が施されている。赤色塗彩が施されている。 竹田峯M3
後期

139-25 甕 頸［同部
頸が部施にクシ描簾状文（等間隔止め）、胴蔀に11本一組のクシ描波状文

されている-
竹後期田峯M3

139-26不明 ロ縁部 口縁端塗部彩がにヘラ描の細い沈線文がみられる。
赤色 施されている ＾

竹2名罪田峯M3

弥生土器の器種には、壺 ・甕・ 坪・高坪がある。

壺には、素口縁の口唇部に箆描の刻目が施される 139-18、LR縄文が施されている 139-19、

胴部に箆描沈線で区画された櫛描垂下文、下半に箆描横走平行線文が施される 139-20、LR縄

文、箆描波状文、櫛描横走平行線文が施される 139-21等の中期後半的な要素をもつものと、頸

部に櫛描T字文が施され、 赤色塗彩される 139-24がある。甕には、有段状の口縁部にRL縄文

を施文ののち、箆描連続山形文が施される 139-22と、頸部に櫛描簾状文、 ロ・胴部に耳状の突

起を有する高杯もみられる。

以上、覆土からの出土土器が、弥生時代中期後半・後期の土器以外はみられないことから、弥

生時代の遺構の可能性が強い。 （高村・小山）
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第6節竹田峯遺跡出土石器について

1) 石器の種類について

竹田峯遺跡からは、打製石鏃・磨製石鏃・石錐・箆状石器・スクレイパー・打製石斧・磨製石

斧・敲石・搬入礫・砥石・不明石器・管玉が出土している。詳細は出土石器一覧表を参照された

1, ヽ

゜
打製石鏃 (140-1 -8) 打製石鏃は未完成品を含め 95点が出土している。小型の凸基有茎

石鏃(140-1)、小型の凹基有茎石鏃(140-2)、凹基有茎石鏃(140-3)、平基有茎石鏃(140-

4• 5)、未完成品 (140-6 -8)である。なお完形品はひとつも無く、全て欠損している。ま

た末完成品は 90点出土し、その内の 3点 (140-6 -8)を図示した。石質は全て透明度が高い
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黒曜石である。出土地点は、 140-

6が第 3号住居址 I区、 140-7• 

8・4が第 1号周溝、 140-1が第

2号周溝、 140-2がう一 3G、

140-5がきー 5G、140-3がP

110である。なお、 140-1• 4は

周溝の底面より出土している。

磨製石鏃 (140-11-14) 磨製

石鏃は未完成品を含め 4点出土し

ている。140-11は完成品で他の 3

点は未完成品である。 140-11は

C)  

両面より穿孔され、脚部を欠損し

ている。 140-12は整形が終了し ぐこ三ぅ
たものの刃部の刃付け作業を残

｀
 
I !l 

＼ヽ

“, 

D 
3
 

2
 

゜
(I : 3) 10cm 

し、 140-13・14は整形段階で作業

を中止したと思われる。出土地点は、 140-3が第 1号住居址の B、140-4が第 1号住居址のIV

第143図 竹田峯遺跡出土石器実測図〈4〉

区、 140-2が第 2号周溝のIII区、 140-1が第 3号周溝である。

石錐 (140-9• 10) 石錐は 2点出土している。 140-9は錐部断面が扇形を呈し、摘端部が

欠損している。 140-10は完形品で、錐部断面が三角形を呈している。出土地点は、 140-9が第

3号周溝の II区、 140-10が第 2号特殊遺構である。

箆状石器(141-5) 箆状石器は 1点のみ出土している。裏面基部が薄く剥離欠損しているが、

横長剥片の片面を中心に調整刻離や、階段状剥離を行っている。出土地点は第 3号住居址のII区

である。

スクレイパー (141-1 -4) スクレイパーは 4点出土している。 141-1は両側に押圧剣離

を行い鈍角な刃部を形成している。しかし刃部が欠損しているために形状は不明である。 141-2 

は貝殻状剥片の片面に調整剣離を行い、刃部を形成している。 141-3• 4は剥片石器の範疇に入

ると思われる。 141-3は横長剣片（翼状剥片）の片面に簡単な調整剥離を行ってエッヂを設け、

141-4は貝殻状剥片に手を加えず使用している。なお 141-3は刃部に幅 1mmの使用痕が一様に

認められる。出土地点は、 141-1• 3が第 1号周溝の I区、 141-2がIII区、 141-4が第 2号周

溝である。また、図示は控えたが、スクレイパー未完成品が 4点、剥片石器未完成品が 37点出土

している。全遺構を比較すると、第1号周溝と第 1号溝状遺構にやや集中傾向がある。

打製石斧 (141-6 -11) 打製石斧は、大型 (141-9•11) が 2 点、それよりやや小型 (141-
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第76表 竹田峯遺跡出土石器一覧表

挿図番号 器 種 石質
最大長 最大幅 最大厚 重量

欠損状態 出土逍構 備 考
(cm) (cm) (cm) (g) 

140-1 石 鏃 黒耀石 1 3 1.1 0.35 く05〉 側辺僅欠
2周溝

凸基有茎鏃No. 6 

140-2 石 鏃 黒耀石 1 45 〈 1.05〉 0 3 く04〉 片逆刺欠 うー 3G 凹基有茎鏃

140-3 石 鏃 黒耀石 く1.6〉 1.4 0 45 く09〉 先端、茎部欠 PllO 凹基有茎鏃

140-4 石 鏃 黒耀石 く26〉 < 1.3〉 0 55 く15〉
先端、片側辺 1周溝

平基有茎鏃片逆刺欠 No 1 

140-5 石 鎌 黒耀石 く24 〉 く 18 〉 0 6 く25〉
先端、両逆刺

きー 5G 有茎鏃茎端部欠

140-6 石鏃来成品 黒耀石 2 6 2 1 0 8 3.7 3住 I区

140-7 石鏃未成品 黒耀石 (1 65〉 く145) く05 〉 く13〉 1周溝

140-8 石鏃未成品？ 黒躍石 (2 2〉 く15〉 <O .45> 〈 1.4〉 1周溝III区

140-9 石 錐 黒耀石 2 3 1 6 0.55 1.6 完形 T 2 錐部断面三角形を呈す。

140-10 石 錐 黒耀石 く26〉 1 0 0.65 く1.7〉 摘端部欠 3周溝II区 錐部断面扇形を呈す。

140-11 磨製石鏃 粘板岩 く26〉 (1.2〉 0 25 く10 〉 両脚欠 3周溝
両袂りによる内径 2mmの小孔を
1つ有す。側辺鏑有す。

140-12 
磨製石鏃

粘板岩 く4.5〉 く255〉 0.35 く45〉
片側辺欠、片 2周溝III区

未成品 脚端部欠

140-13 
磨製石鏃

粘板岩 2 8 く20 〉 0.25 く22〉 l住 P3
未成品

140-14 磨製石鏃
千枚岩 く38〉 く2.05〉 く03 〉 く3.1〉 l住w区

未成品

141-1 スクレイバー 玄武岩 く66 〉 6 25 1 3 く52.5) 刃部先端欠 1周溝I区 刃部複刃直線刃を成す。

141-2 スクレイパー 頁岩 6 2 6 1 1 0 31.0 完形 1周溝Ill区 片面調整刃部単刃凸刃を成す。

141-3 スクレイパー 頁岩 2.2 4 4 0 4 4 2 完形 1周溝I区
片面調整。刃部単刃を成す。使
用痕著しい。

141-4 スクレイパー 頁岩 3 1 3 7 I 3 11.1 完形 2周溝 刃部孤刃

141-5 箆状石器 頁岩 7 2 3 85 ],] 34 8 完形 3住II区 楕円形を呈し、半両面加工。

141-6 打製石斧 紺緑岩 7.4 5.4 1 6 79. 5 完形 M 2 II区
刃部に使用痕あり 。調竪剥離段
階の磨製石斧未成品か？

141-7 打製石斧 閃緑岩 く73〉 4.5 0 9 〈46.4〉
基端部、刃部 M 1 III区

刃部研磨段階で中止の磨製石斧
一部欠 未成品とも思われる。

141-8 打製石斧 砂岩 〈7.9〉 〈4.3〉 1 5 く592〉 刃部欠 3周溝I区 分銅形を呈す。

141-9 打製石斧 玄武岩 く6.0〉 〈12.6〉 く22〉 く2367〉 基部欠 表 採
大形打製石斧で刃部直刃で使用
痕が認められる。

141-10 打製石斧 玄武岩 く6I〉 7 9 1 7 〈709〉 表 採
大型打製石斧、スク レイ パーに
再利用したと思われる。

141-11 打製石斧 玄武岩 <17 2〉 〈103〉 く3.0〉 く5349〉 基部片側辺部欠 あー 6G 
刃部丸刃の大型打製石斧。刃部
茎部側に使用痕が認め られる。

142-1 磨製石斧 閃緑岩 く128〉 6 1 3 6 464.3 完形 2住No.1 
太型蛤刃石斧、刃部に使用痕、
追構と共伴する。

142-2 磨製石斧 閃緑岩 〈76〉 く3.35〉 く48〉 く1145〉 基端部のみ残存 1周溝m区

142-3 磨製石斧 閃緑岩 く5.9〉 く5.8〉 く25〉 く1055〉 2周溝

142-4 磨製石斧 閃緑岩 く3.5〉 く3.2〉 (0 9〉 〈213 〉 刃部一部残存 M 2 II区 扁平片刃石斧

142-5 磨製石斧 輝緑岩 く45〉 く2.3〉 く10 〉 〈162〉 刃部一部残存 3周溝I区 扁平片刃石斧

142-6 敲 石 砂岩 く92 〉 く77 〉 く365〉 く4124〉 ほぽ半分欠 表 採
川原石利用、周緑に擦過痕が認
められる。

142-7 敲 石 安山岩 く8.1〉 く6.5〉 く575〉 く441.3〉 片側面欠 1周溝m区
端部稜線を中心に擦過痕が認め
られる。

142-8 搬入礫 花尚岩 く5.45〉 4.1 4 25 <119 4〉 一部欠 1周溝m区 僅かに擦過痕が認められる。
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142-9 不 明 粘板岩 く29〉 < 3 2) く05〉 く5.6〉 裏面欠 1周溝Ill区
表面に研磨痕が認められる。酸

化第二鉄付着（赤色顔料）。

143-1 砥 石 砂岩 7 .8 3.9 1. 7 く54.2〉 下部裏面欠 2住W区
3断片接合。表裏面に数条の刻

線残り全面に被研磨痕残る。

143-2 砥 石 砂岩 6.2 3.6 1.4 側面一部欠 1周溝
表裏面に無数の被研磨痕残る。

石錘の可能性もある。

143-3 砥 石 流紋岩 15.2 3.5 3 1 250 8 完形 きー 6G 4面に被研磨痕残る。仕上げ砥。

第77表 竹田峯遺跡出土黒耀石・チャート剥片数一覧表

出土位置
スクレパー

縦長剥片
横長剥片

貝殻状剥片
石鏃 (1) 石鏃 (2)

不明石器 剥片くず未成品 翼状剥片 未成品 未成品

l住 1 4 2 

2住 1 2 

3住 5 

4住 1 1 7 8 

5住 2 2 

T 1 1 6 1 6 

T 2 1 2 4 1 

1周溝 (1) 3 1 10 2 7 

2周溝 5 3 11 

3周溝 2 2 3 1 

D 3 2 1 3 3 

D4 1 

D6 1 

D 7 1 

D 10 1 1 

D 14 1 1 1 4 

Ml 1 3 4 4 2 16 

M2 8 4 
(1) 

M3 1 

Pl6 1 
ビ P29 1 

ツ P78 1 1 

卜 P90 1 

群 PIIO 1 

小計 1 2 1 2 
グ リッド

1 1 1 21 1 2 7 及ぴ表彩

合計 4 4 
11 21 86 1 12 73 (1) (1) 

0チャートは（ ）内に表示
0縦長剥片・横長剥片（翼状剥片を含む）・貝殻状剥片は加工痕の有るものとし、無いものは剥片〈ずとした。
0石鏃(1)は整形段階のもので、石鏃(2)は調整剥離段階までのものである。
0不明石器には編集都合上、石核石器と台形石器、不定形石器を入れた。

小 計

7 

3 

5 

17 

4 

14 

8 
23 
(1) 

19 

8 

， 
1 

1 

1 

2 

7 

30 

12 
(1) 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

6 

34 

212 
(2) 

10) 1点、小型 (141-6 ~ 8) 3点が出土している。なお完形品は 141-6のみである。 141-6 

は石質は調整剥離・使用痕等から、調整剥離段階で製作を中止し、打製石斧として使用された磨

製石斧とも考えられる。 141-7は石質や調整剥離・研磨痕等から、刃部の研磨段階で作業を中止
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した磨製石斧とも考えられる。 141-9は直刃で、表面に著しい使用痕が認められる。 141-11は

先鋭の円刃で、打製の鍬として使用されたと思われる。 141-8は分銅形石斧の範疇に入り、打製

石斧には珍しい柔らかな泥質の砂岩が用いられている。出土地点は、 141-7が第 1号溝状遺構の

III区、 141-6が第 2号溝状遺構のII区、 141-8が第 3号周溝の I区、 141-11があー 6G、141-

9• 10が表採である。

磨製石斧 (142-1 ~ 5) 磨製石斧は 5点出土している。完形品は 142-1のみで他は全て欠

損している。 142-1 ~ 3は太型蛤刃石斧で、 142-4 • 5は偏平片刃石斧である。 142-1は基端

部を残す全面が丁寧に磨かれ、使用擦過痕が刃部を中心に認められる。 142-4• 5は表面に研磨

痕が認められ、磨きの方向が確認できる。

出土地点は、 142-1が第 2号住居址、 142-4が第 2号溝状遺構のII区、 142-2が第 1号周溝

のIII区、 142-3が第 2号周溝、 142-5が第 3号周溝の I区である。なお 142-1は床面より出土

しているため、第 2号住居址に伴う石器と考えられる。

敲石 (142-6・7) 敲石は欠損品 2点が出土している。 142-6• 7ともに使用擦過痕・敲

打痕が認められる。出土地点は、 142-7が第 1号周溝III区、 142-6が表採である。

搬入礫 (142-8) 搬入礫は 1点のみ出土している。用途は不明だが、表面に微かな擦過痕ら

しきものが認められるため、擦り石の可能性も考えられる。出土地点は第 1号周溝のIII区である。

砥石 (143-1 ~ 3) 砥石は 3点出土している。 143-1は小形の砂岩製で、表裏面に数条の

刻線が残り、全面に被研磨痕が残る。 143-2は小形の砂岩製で、全面に被研磨痕が認められる。

なお石錘の可能性も否定し難い。143-1・2は鉄製品の荒仕上げ用砥石としての可能性があるが、

鉄製品は出土していないため強く主張はできない。143-3は四面を砥石とした流紋岩製の仕上げ

砥で、砥面に被研磨痕が残り中央が使用のために凹んでいる。出土地点は、 143-1が第 2号住居

址のIV区、 143-2が第 1号周溝、 143-3がきー 6Gである。

不明石器(142-9) 裏面が欠損した用途不明石器 1点が出土している。表面に研磨痕が残り、

酸化第二鉄（赤色顔料）が幅 1cmに渡り、層をなして付着している。出土地点は第 1号周溝のIII区

である。

管王 (128-1、116-1• 2) 管玉は 3点出土し、何れも碧玉製である。何れも穿孔内径は

一方が広く 一方が狭くなっている。出土地点は、 128-1が第 3号周溝の I区、 116-1• 2が第

2号特殊遺構の壺棺内である。

2) 遺構別石器出土数

第 1号住居址 磨製石鏃未完成品 (140-13・14) 2点、打製石鏃未完成品 4点、剥片石器未完

成品 1点が出土している。 140-13はBの出土で遺構に伴う可能性がある。なおRからは、打製石
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鏃未完成品 2点と剥片石器未完成品 1点が出土している。

第 2号住居址 磨製石斧 (142-1) 1点、砥石 (143-1) 1点、打製石鏃未完成品 2点、剥

片石器未完成品 1点が出土している。なお上記磨製石斧と小型砥石は本住居址に伴う遺物である。

本住居址は他の遺物から弥生中期的様相が濃いが、小型砥石の性格上、鉄製品との関わりが考え

られるが、積極的な解釈を本稿で与える事は避けたい。

第 3号住居址 箆状石器 (141-5) 1点、打製石鏃未完成品 (140-6を含む） 6点が出土し

ている。なお箆状石器と同じ石質の大型剥片が出土している。刃部のみ加工痕が認められるが、

使用痕は確認できない。

第 4号住居址 打製石鏃未完成品 7点、剥片石器未完成品 2点が出土している。

第 5号住居址 打製石鏃未完成品 2点が出土している。

第 1号特殊遺構 打製石鏃未完成品 6点、剥片石器未完成品 1点、不明石器未完成品 1点が出

土している。なお、第 5 号土坑と第 3 号• 第 4 号• 第 5号住居址と重複関係にあるため、遺物が

相互混入している可能性がある。

第 2号特殊遺構 石錐 (140-10)1点、打製石鏃未完成品 4点、剥片石器未完成品 3点、管玉

(116-1・2) 2点、ガラス小玉 (116-3• 4) 2点が出土している。管玉とガラス小玉は壺

棺内出土であるため、本遺構に伴う遺物と考えられる。なお碧玉は、長野県内でよく知られてい

るのは北安曇郡小谷村の玉造り石であるが、佐久地方では大日 向村、相木村産のものが千曲川の

河川敷で確認できる。穿孔状態、磨きは良好で、管玉穿孔技術の進行が窺える。

第 1号周溝 打製石鏃 (140-4) 1点、スクレイパー (141-1 -3) 3点、磨製石斧 (142-

1) 1点、敲石 (142-7)1点、搬入礫 (142-8) 1点、不明石器 (142-9) 1点、砥石 (143-

2) 1 点、打製石鏃未完成品 (140-7•8 を含む） 12点、剣片石器未完成品 5点、不明石器未完

成品 2点が出土している。なお打製石鏃 (140-4)と打製石鏃未完成品の内 1点は周溝の底面よ

り出土している。さらに未完成品を含めた石製品総数は本遺跡の遺構中一番多量である。

第 2号周溝 打製石鏃 (140-1) 1点、スクレイパ ー (141-4) 1点、磨製石斧 (142-3) 

1点、打製石鏃未完成品 3点、磨製石鏃未完成品 (140-2) 1点、剥片石器未完成品 5点が出土

している。

第 3号周溝 石錐 (140-9) 1点、磨製石鏃 (140-11) 1点、打製石斧 (141-8) 1点、磨

製石斧 (142-5) 1点、管玉 (128-1) 1点、打製石鏃未完成品 3点、剥片石器未完成品 2点、

スクレイパー未完成品 2点が出土している。管玉は第 2号特殊遺構で出土したものと同じで暗緑

色の碧玉製である。

土坑 第 3• 4• 6• 7• 10• 14号土坑より未完成品が出土している。打製石鏃5点、剥片石

器 4点、不明石器 2点である。第 3号土坑に集中がみられる。
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第 1号溝状遺構 打製石斧 (141-7) 1点、打製石鏃未完成品 4点、剥片石器未完成品 7点、

スクレイパー未完成品 1点、不明石器未完成品 2点が出土している。

第 2号溝状遺構 打製石斧 (141-6) 1点、磨製石斧 (142-4) 1点、打製石鏃未完成品 8

点が出土している。遺構の性格上、混入の可能性が強い。

ピット群 P 16·29• 78• 90• 110より未成品が出土している。打製石鏃未完成品 2点、剥片石

器未完成品 3点、スクレイパー未完成品 l点である。

グリッド及び表採 打製石鏃 (140-2・5) 2点、打製石斧 (141-9 -11) 3点、敲石 (142-

6) 1点、砥石 (143-3) 1点、打製石鏃未完成品 22点、剥片石器未完成品 3点、不明石器未

完成品 2点が出土している。 （羽毛田卓也）

第7節竹田峯遺跡グリッド及び表採遺物

竹田峯遺跡のグリッド及び表採遺物は、遺跡のほぽ全面から得られている。内容は弥生土器、

土師器、須恵器、灰釉陶器、中・近世以降と考えられる陶器、磁器などである。以下、図化した

6点についてのみ、説明を加えておきたい。

弥生土器 144-1 ~ 4はいずれも表採資料で出土位置が明確なのは、<-6グリッドと記載さ

れている 144-1のみである。 144-1は、甑の底部片で一孔のみ穿たれている。 144-2の蓋はつ

まみ部が中窪みとなり、中央に一孔が穿たれている。 144-3• 4は内外面赤色塗彩の杯で、径の

小さい底部から口縁部に至るまで大きく開き、端部でわずかに内弯する。

土師器 144-5は、内面黒色研磨の坪で、底部は回転糸切りののち、手持ちヘラケズリが施され

ている。

灰釉陶器 144-6は、口辺端部が僅かに折れ曲り、付け高台をもつ皿で、底部には回転糸切りと

考えられる痕跡がみられるが、残存部が少ないため、はっきりとはわからない。

石器は、黒曜石製の石鏃 140-2 (う一 3G)、140-6 (< -5 G)、玄武岩製の打製石斧 141-

9・10(表採）、 141-11(い一 6G)、砂岩製の敲石 142-6 (表採）、流紋岩製の砥石 143-3 (< -

6 G)などがある。 （小山）
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第144図 竹田 峯遺跡グリッド及び表採土器実測図

第78表 竹田峯遺跡グリ ッド及び表採土器観察表

挿図
器種 法緑 成 形 及 ぴ 器 形 の 特 徴 調 整 備 考番号

塁 全体に厚手である。底部中央に焼成前 内）底部付近はヘラナデが顕著である。 但し砂 回転実測 B 
く53) の一孔がある 。 流方向は不明。 焼成は良好。色調は内面は144-1 甑 (6  0) 外）ヘラナデが施されており、砂流方向は不明。 暗茶褐色、外面は白黄掲色

及び暗茶褐色。

つまみ部はU字状に窪んでおり、中央 内）ヘラナデ（ハケメ？）の単位が観察できるが 回転実測 B 

i 
く5.3〉 に一孔を持つ。 磨滅の為、砂流方向は不明。 焼成は良好。色調は内外面

144-2 つまみ 外）磨滅が箸し〈調埜は不明瞭である。 共、白黄褐色。
径
(5 4) 

つまみ部の中央に、焼成前に表裏両側 内）磨滅が著しく調整は不明瞭。 回転実測 B 

i 
く33〉 から開けた一孔を持つ。つまみ部は別 外）ヘラナデが施されており、特につまみ部に き6

144-3 つまみ の粘土帯を貼り付けている。 おいて顕著である。 焼成は良好。色調は内面は
径 白黄褐色、外面は暗茶褐色。
(5 6) 

塁
口辺端部は受け口状にやや内弯してい 内・外面共に全面にわた って赤色塗彩が施され 回転実測 B 

144-4 
く72〉 る。 ている 。 焼成は良好。胎土の色調は

坪 (4.4) 黄褐色。

弥
(12.6) ロ辺端部は指でつまんだ様な感じで薄 外面底面を除〈内・外面に赤色塗彩が施されて 回転実測 B 
く53) くなり、受け口状に内弯している。 いると思われる。 焼成は良好。色調は白黄掲144-5 

謀(3.1) 調整は磨滅が著しく不明瞭。 色。

土
(15 0) 内）黒色処理の後、丁寧に研磨されている。 回転実測 A 
< 4 6) 外）ロク ロヨコナデの後、 口辺部下半に僅かに あ6G 

144-6 旦(7  6) ハケメが観察できる。 色調は内面は黒色、外面は

杯 底面は回転糸切りの後、手持ちヘラケズ リ 白黄褐色。
が施されている。

(13 6) ロ辺部の端部が僅かに折れ曲がる 。 内）ロ クロヨ コナデが施されている。 回転実測 B 

は
く34〉 付け高台を持つ。 外）ロクロヨコ＋デが施されている。 焼成は良好。色調は内外面

144-7 (6  0) 底部は回転糸切り痕？が認められる。 共、灰白色9
皿 （虎埃山か？） 灰釉が施釉されている。

（漬けがけ）。

155 



第v章調査のまとめ

西裏遺跡と竹田峯遺跡において発掘された遺構の詳細は前述した。両遺跡において検出された

遺構は、竪穴住居址 26棟、特殊遺構 4基、周溝 3基、土坑 23基、溝状遺構 7基、ピット群など

がある。

一方、 出土遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、中世陶器、石器、石製

品、土製品、人骨、獣骨等がある。

住居址は、弥生時代中期後半、後期、古墳時代前期？、中期、奈良？、平安時代にわたって存

在する。

西裏遺跡の調査は、幅約 6mの道路敷地内という制約があり、検出されたほとんどの遺構は、

全容がつかめない状況であった。また、旧道路・耕作等の攪乱が、両遺跡とも遺構覆土に深く進

行しており遺構・遺物の検出には、たいへん困難であったことを記しておく。

以下、今回の調査において検出された遺構・遺物を中心としてまとめを行っていきたい。

第 1節遺構

1) 弥生時代の遺構

西裏・竹田峯遺跡において検出された弥生時代の遺構を時代別に概観すると、弥生時代中期に

西裏遺跡第 5• 6• 7• 12• 15• 18• 19号住居址の 7棟、第 3号溝状遺構、第 3号土坑、竹田峯

遺跡第 2·3 号住居址の 2 棟、第 12 号土坑がある。弥生時代後期には、西裏遺跡第 3• 4• 13・ 

17号住居址の 4棟、竹田峯遺跡第 1号住居址、第 2号特殊遺構がある。

弥生時代の住居址は、西裏遺跡で 16棟、竹田峯遺跡で 5棟計 21棟検出された。今回実施され

た調査は道路の拡幅工事のため幅約 6mという限られた範囲での調査であるため明確ではない

が、調査区内において弥生時代住居址は、台地の平坦部付近に偏在する傾向が認められ、竹田峯

遺跡調査区内に検出された 5棟の住居址が台地北方における集落址の限界を示していると思われ

る。 住居址の規模及び形態については、全プランが検出された住居址が竹田峯遺跡第 2号住居

址 1棟のみで、他の住居址は、調査区外のため検出できなかったことと、攪乱あるいは他遺構と

の重複関係が著しく、プランの一部が検出されたのみであるので、比較検討ができず、明確なこ

とは記述できない。しかし、検出された実測値あるいは推定値により住居址規模の推定が可能な
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第79表 西裏遺跡住居址一覧表

遺構
検出位置 平面プラン及び 壁残高

付属施設 時 期 備 考
（区） 長軸方位 (cm) 

東側のほとんどが調査区外の為、

1住 D区 西壁長(408cm) 16.5-33.5 弥生時代 西壁が検出できたのみである。

中央付近に地床炉が位 Mlと重複関係にあり、 2住→Ml 
2住 B区 南北(556cm) 6.5-11 置するものと思われる。 弥生時代 の順に構築され東側部分は破壊さ

柱穴 2 れている。西側の大部分は調査区外。

弥生時代
Mlと重複関係にあり、 3住→Ml 

3住 c区 南北(437cm) 20.5-35.5 柱穴 2 の順に構築され東壁付近は破壊さ
後期 れている。西側の大部分は調査区外。

弥生時代
Mlと重複関係にあり、 4住→Ml 

4住 c区 6 -23.5 ピット 2 の順に構築され東側部分はMlと
後期？ 耕作との撹乱により破壊されている。

弥生時代
Ml・Tlと重複。 5住→Tl→ Ml 

5住 c区 7.5-8 ピット 4
中期

の順に構築。東・北部が破壊され

る。西側は調査区外で未検出。

弥生時代
東側の大部分は新しい撹乱により

6住 D区 西壁長 502cm 12. 5-30 柱穴 1
中期後半

破壊されている。

弥生時代
Mlと重複する。 7住→Mlの順

7住 D区 14 -22. 5 に構築。西側が破壊され北東部の大
中期 部分も撹乱に破壊されている。

カマド位置北壁中央。 奈良～平安
9住と重複関係にあり、 9住→ 8 

8住 D区 西壁長 414cm 3.5-17 カマド主軸は北。 住の順に横築され、 9住の南壁を

柱穴 5 時代？ 破壊している。

カマド位覆北壁中央。
古墳時代

8住と重複関係にあり、 9住→ 8
9住 D・E区 8 -10 カマド主軸は北。主柱 住の順に構築され、南壁は破壊さ

穴 2。他のピット 3。 中期 れている。

（隅丸方形） 南壁中央付近に隅丸方 古墳時代
Mlと重複。10住→Mlの順に構築さ

10住 E区 東西(604cm) 5 -26.5 形の掘り込み(P4)。 れ、北西隅と西壁が破壊され北東隅

南北(607cm) 主柱穴 3。他ピット 1。 前期？ も撹乱に破壊。南東隅は調査区外。

古墳時代
8住.9住・M1と重複する 。11住

11住 D区 9.5-17.5 ピット 1
中期？

→ 9住→ 8住→Mlの順に構築さ

れ住居址がほぼ破壊されている。

（隅丸長方形）、東西
主柱穴 4。 弥生時代

床面積198m'。13住と重複関係に

12住 F区 (490cm)、南北(40(Xrry、 0 -10 あり 12住→13住の順に構築され東

長軸方位N-69'-W
その他ピット 1。 中期 壁は破壊されている。

弥生時代
12住と重複関係にあり、 12住の束

13住 F区 1.5-25 柱穴 1。
後期？

壁を破壊している。東側の大部分

は調査区外。

（隅丸方形）、東西(2 床面積9.3m'。15住と重複。 15住→

14住 F・G区 93cm)、南北(331cm)、 7 .5-20.5 主柱穴 3。 平安時代 14住の順に構築される 。RM3溝

長軸方位N-5'-E に南西隅～北束隅にかけ破壊される。

弥生時代
14住と重複関係にある。大部分が

15住 F・G区 20 -22 
中期？

調査区外。

東側大部分が調査区外。

16住 G区 8 -14.5 ピット 2。 弥生時代？

北西隅に壁溝がみられ 弥生時代
18住と重複関係にあり、 18住→17 

17住 H区 西壁長(627cm) 7 -18 住の順に構築されている 。東側の
る。ピット 1。 後期 大部分が調査区外。

主柱穴 1。その他ピッ 弥生時代
17住と重複関係にある。東側の大

18住 G・H区 西壁長 698cm 7 .5-25.5 
ト3。 中期末

部分は調査区外。

炉縁石付設の地床炉が
弥生時代

20住 ・M2と重複関係にあり、 19
19住 G・ H区 東壁長(420cm) 0 - 9.5 あると思われる。主柱 住→20住→M2の順に構築されて

穴 1。他ピット 1。 中期？ いる。

19住 ・M2と重複。 19住→20住→

20住 G区 南北(425cm) 7 -10 ピット 3。 弥生時代 MZの順に構築される。住居址中

央付近のみの検出である。
D 9・18住 ・M2と重複。 18住・

21住 H区 南北(324cm) 0 -32. 5 ピット 2。 弥生時代 D9→ 21住→M2の順に構築され東

部のほとんどが撹乱に破壊されている。
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第80表 竹田峯遺跡住居址一院表

遺 平面プラ ン その他の
時期構 検出位置 壁残高 長軸方位 カマド・炉・柱穴

付属施設
備 考

名 （グリッド） 形態東西南北面積
cm cm m' cm 南壁付近のみし 貯蔵穴から 約北方半分以上

か検出できず、 南東隅・東 を新しい撹乱に
1 え• お 炉の位置等は不 壁にかけて 弥生時代 より破壊されて

(480) 5 -18 N-9°-E 明。 壁溝あり。 いる。住 -lO・ll 主柱穴 2 後期前葉
入口柱穴 2 
貯蔵穴 1 

住居址中央より 単独。
やや西南よりの 北壁長 270cm

2 えー 9 位置に地床炉が 弥生時代 南壁長 270cm
隅丸方形 330 366 10 9 12-15 N-13 S'-E ある。 東壁長 322cm住 おー8・9 主柱穴 4 中期後半 西壁長 314cm

入口柱穴 2 

住居址のほぽ中央 PSから西 Tl・TZと重に土諾敷炉がある。
壁に沿って 複関係にあり、北方の柱穴間やや

3住→T2→T き．＜ 西寄りに焼土が存 細い壁溝あ 弥生時代3 隅丸方形 (420) (412) 17 .6 45-12.5 N 在し、サプ炉的役 り。 1の順に構築さ
住 割りをはたしたか れ、西壁の一部-5・6 もしれない。 中期後半 と束・南・北壁主柱穴 4 

の大部分を破壊他 4
されている。

炉の位匹等は撹 D5・Tl・51£ 

乱等により不明 と複合関係にあり、
5住→ 4住→D

4 
き．＜ 主柱穴 4 5→ T 1の順に（隅丸方形） (401) (450) 1 -6.5 他 4 弥生時代 構築され北方の住 -4・5 大部分をTl・

D 5、祝乱によ
り破壊されてい
る

炉の位置はほぽ南壁下と西 3周溝 ・T1・ 
中央に存在して壁の一部に D 2・4住と重

き．＜ いるが、南壁及壁溝が見ら 複関係にあり、
5 （隅丸長方形）(363) (450) 1 -3.5 ぴ西壁寄りにか れ、全壁下 弥生時代 5住＜4住→Tl 
住 -4・5 たよった地床炉 に壁溝が存

凋溝→DZ 
の順に構築され、

がある。 在した可能 南壁付近しか検
主柱穴 4 性がある。 出できなかった。

11棟を分類した結果、弥生時代中期の住居址には、長辺 3.5m前後の小規模なものから、 7m前

後の本遺跡においては比較的大型の住居址が認められ多様であるが、後期の住居址は、 4-6 m 

前後であり、中期の住居址にみられるような多様性は認められなかった。 平面形態は、隅丸方形

あるいは隅丸長方形を呈するものが多いと考えられる。

炉址は、西裏遺跡第 2• 19 号住居址、竹田峯遺跡第 2• 3• 5号住居址の 5棟で検出された。

5 基の炉址のうち西裏遺跡 2 号住、竹田峯遺跡 2• 5号住の 3基は地床炉で、西裏遺跡 19号住の

炉は炉縁石の付設された地床炉であると思われる。また竹田峯遺跡 3号住の炉は、甕 (104-1) 

が敷かれる土器敷炉であり、 3形態の炉址が存在することが明らかとなった。

住居址内における炉の位置が明確に判明する住居址は、竹田峯遺跡 2• 3• 5号住の 3棟のみ

で、ほぽ住居中央に位置し、他の 2棟もほぽ中央付近に位置すると考えられる。これらの住居址

は、大概弥生時代中期後半に包括されるものと考えられ、弥生時代中期の住居址内における炉の
(1) 

あり方の一端を示しているものと思われる。尚、弥生時代後期の住居址は、西裏遺跡 3·4 • 13 

• 17 号住、竹田峯遺跡 1• 4号住の 6棟が検出されたが、いずれも限られた一部分の検出である

ため、炉址の検出はみられなかった。
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次に周溝墓としての可能性が考えられる周溝・溝状遺構について述べてみたい。

青木和明氏が「長野県の周溝墓の変遷」で述べているように、現在までの県内における周溝墓

の検出例のうち、確実に弥生時代中期に遡ると考えられる周溝墓の検出例は認められず、長野市

塩崎遺跡溝址 2が中期後半の遺物を出土しており、周溝墓の一部としての可能性が指摘されてい

る。千曲）II流域において弥生時代後期に位置づけられる周溝墓には、佐久市周防畑B遺跡 2号周

溝墓、飯山市須多ヶ峰遺跡 1• 2 号、中野市安源寺遺跡 22• 23号例がみられ、いずれも墓壊周囲

に不整円形を呈する小規模な周溝が検出されている。弥生後期末と考えられる周溝墓として、小

諸市久保田遺跡 1号がみられる。規模は 10mと大型化が認められるが形態は同様に不整円形を呈

する。また類似すると考えられる周溝墓には、長野市篠ノ井遺跡群 6号、同平柴平遺跡 2・3号

がみられる。さらに弥生時代終末から古墳時代初頭と考えられるものに、佐久市下小平遺跡HM

2号、平柴平 1号があげられる。平面形態及び規模は、長軸 20m前後を測る大型のもので、方形

(2) 

区画をもつ傾向が看取される。

以上、周溝墓は、県内例では弥生時代後期から古墳時代にみられ、形態について、青木氏は「天

竜川流域では、方形区画によるものが圧倒的であるのに対して、千曲川流域においては、円形に近い

不定形によるものが半数近くを占めている。」と述べており、千曲川流域における、弥生時代後期

の周防畑B、須多ヶ峰遺跡にみられるような円形プラソの周溝墓は、 『下小平遺跡』 （林幸彦・エ

藤かよ子 1981)で指摘されているように、千曲川流域における独自な形態であると考えられ、ま

た、弥生時代後期にみられるような不整な円形プラソを有する小規模な周溝墓から、古墳時代初

頭にみられる一辺中央部あるいは角部に開口部を有し、方形を意識した大型の方形周溝墓に推移

する可能性も考えられる。

西裏•竹田峯遺跡において今回検出された遺構の中で、先述した周溝墓の形態に類似する点が

認められ、周溝墓の可能性が考えられる遺構は、竹田峯遺跡第 2• 3号周溝があげられる。第 2

号周溝は西側を攪乱によって破壊されているが、径約 8mを測り、東部溝の南端は終息すること

が確実に検出できており方形的な推移をうかがわせる円形を呈するものと考えられ、第 3号周溝

は長辺約 nmを測り、検出された形態は鍵状を呈する周溝で、出土遺物より弥生時代後期的様相

の強い周溝墓と考えることもできよう。また竹田峯遺跡第 3号溝状遺構、第 3号特殊遺構は、全

プラソのごく一部が検出されたのみで、さらに攪乱、他遺構との重複が著しく、周溝墓とするの

は早計であるが、その可能性も全く否定できないものと思われる。西裏遺跡第 4号溝状遺構より

古墳時代初頭の周溝墓にみられる器種構成である複合口縁の壺・甕・堵・鉢が出土しており、ま

たその形態から該期の周溝墓である可能性も指摘できることを付しておく。

また竹田峯遺跡第 2号特殊遺構より胎児骨、管玉 2個、ガラス小玉 2個を伴う弥生時代後期に

位置づけられると考えられる壺棺が検出された。佐久地方における壺（甕）棺の類例は、周防畑B
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第 2 号周溝墓•第 26• 27号土壊、戸坂遺跡（第3次）第 1号周溝に見られるが、今回のように人骨を
(3) 

伴うものは県内においても初見と考えられ、今後の資料の増加に期待したい。 （三石）

2) 古墳時代以降の遺構

西裏•竹田峯遺跡において検出された古墳時代以降の遺構を時代別に概観すると、古墳時代前

期に西裏遺跡第 4号溝状遺構と第 10号住居址がある。古墳時代中期には、西裏遺跡第 9・11号住居

址と第 1 号特殊遺構があり、古墳時代の遺構は、いずれも西裏遺跡に存在する。奈良•平安時

代には、西裏遺跡第 8• 14号住居址と竹田峯遺跡第 1・4号土坑があり、竪穴住居址は竹田峯遺

跡調査区内からは検出されていない。中・近世以降の遺構として西裏遺跡第 1・2号、竹田峯遺

跡第 1・2号溝状遺構が検出されている。西裏遺跡第 4号溝状遺構については、弥生時代の周溝・

溝状遺構との関連から前述してあるのでここでは再述しない。

佐久地方において古墳時代前期の住居址は、報文で知る限り今井西原遺跡（佐久市） 1棟、後沖

遺跡（望月町） 5棟と非常に例が少ない。

今井西原・後沖遺跡の住居址形態は、後沖 1・3・4住が東西・南北長が 320-452cmのやや小

さめな規模の住居址と後沖 11・16住と今井西原 1住の 500-592cmのやや大きめな規模のものが

あり、すべての住居址に地床炉が検出されている。西裏第 10号住居址が古墳時代前期とすれば、

推定で東西 604cm、南北 607cmでやや大型の住居址の範疇にはいると思われる。

古墳時代中期後半と考えられる、西裏遺跡第 9• 11号住居址と第 1号特殊遺構についても、佐

久地方では、市道遺跡第 2号住居址と第 3号竪穴状遺構しか報告がなく、また、遺構の全容が検

出されていないこともあり、形態等の問題点を指摘することは難しい。ただ、佐久地方における

カマドの出現時期と和泉期終末から鬼高期前葉つまり 5世紀末から 6世紀初頭と考えられる佐久

地方の竪穴住居址に付属する炉及びカマドについてはその変遷過程を、土器の編年的位置づけと

あわせて特に注意していく必要があろう。

第 1号特殊遺構についても、第1Il章で記載した以上のことは、ここでまとめようがないのであ

るが、遺構の全容が判明していないこと、底面状況が住居址床面と異なること、遺物の出土状況

が特異な点等から特殊遺構と位置づけてある。今後、同様な資料の増加を待ちその性格等を追求

していく必要があろう。

奈良？、平安時代と考えられる住居址は、 2棟検出されているが、西裏 8住は遺物量が極端に

少なくその該期に位置づけることに危険性があることを記しておく。西裏 14住については、カマ

ドが攪乱に破壊されているが、平安時代に一般的に見られる規模・形態を呈しているものと考え

られ、主柱穴が 4個存在した可能性がある例として加えておきたい。 （高村）

160 



第 2節遺物

1) 弥生時代の土器について

西裏•竹田峯両遺跡からは極めて多量の弥生土器が出土したが、器形の全容を知り得る個体は

少なく、器種構成も極めて貧弱であるため、遺構相互の比較、検討は困難なことと言える。また、

佐久平における中期後半の調査資料も乏しいため詳細な編年的位置づけにも限界がある。ここで

は、「中期後半の土器」、「後期の土器」について簡単に触れた後、極めて多量の拓影図資料を活用

し、とかく不統一な面が多かった文様名称の概念化及び時期・器種・部位別の施文の傾向につい

て追求してみたいと思うのである。

中期後半の土器について

比較的良好なセット関係が認められる、西裏遺跡第 18号住居址の出土土器を中心として位置づ

けを考えておきたい。第 18号住居址の出土土器は報文中で触れたように、壺 62-1・2の器形的

特徴、壺・甕の口縁・ロ唇部への縄文の施文、壺にみられる太い箆描文の多用などから中期後半

的要素が認められるものの、壺の頸部～胴部における、縄文地文の消失、壺の文様帯の頸部への

集約化（胴部へ施文の場合は、中位に集中する）、箆描文様が直線文系に限定されること、甕 62-5• 

6にみられる櫛描波状文の多用、簾状文の使用など、文様の簡素化・集約化が型式設定されてい

る栗林II式と比較して認められるため、中期末＝百瀬式併行段階の土器と考えておきたい。同様

な類例は佐久平ではみられず初見のものであり、今後、該期の土器を考える上で大きな意味をも

つ資料と言える。この他、西裏遺跡第 6号住居址、第 3号溝状遺構、第 3号土坑、竹田峯遺跡第

2• 3号住居址、 P120からは中期後半の器形の知り得る土器が出土しているので、検討を加え

ておきたい。これらの資料は壺形態が著しく欠如している。栗林 I• II式から百瀬式という中期

後半の土器編年は、特に壺の分析を中心に立脚したものであり、甕に良好な資料が乏しい。従っ

て、甕が主体の本遺跡の資料を編年的に位置づけることは極めて困難なことであるが、とりあえ

ず、先に位置づけられた第 18号住居址の出土資料と比較してその位置を推測してみたい。まず、

西裏遺跡M3の80-1 • 2• 3、6住の 28-1、D3の86-3、竹田峯遺跡 3住の 104-1等の

甕は、西裏遺跡18住の甕と系統的に連なるものと考えられる。あくまで推測の域を脱しないが、

このような有段状、受口状の口縁部を有する甕は、 80-1 ~ 3のようにはっきりした有段状を呈

するものから 28-1、104-1、86-3のように外稜が不明瞭となり、受口状を呈するものへと変

移していったのではないだろうか。従来、栗林 I・II式、百瀬式の土器組成の中では有段状を呈

する甕は「コ」の字重ね文を有する台付甕しか認識がなされておらず、編年の大網を組まれた笹
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沢浩氏は「弥生土器 中部高地」で、これらの土器を栗林II式のセットの中で、壺Bと分類して

いる。欠如する部分が多い資料によることが大きいが本遺跡の資料をみれば明らかに甕である。

今後は有段状の口縁部を有する甕の系譜も加えて栗林・百瀬式の土器組成を考えてゆく必要が

あるだろう。この問題については良好なセット関係を有する資料の増加を待って再考したいと考

えている。

次に素口縁の甕は、口縁部が短く外反し、胴部中位よりもやや上位で最大径を有する 28-2、

104-2のようなタイプと胴部がほとんどふくらまず収束するタイプがあり、口唇部には縄文、頸

部～胴部には櫛描横走平行線文、簾状文、波状文、斜走直線文 （縦位羽状）などを組み合わせて施

文する場合が多い。いずれも、栗林式、百瀕式の範疇に属するものと考えられる。高坪は、耳状

の突起を有し、裾部が大きく広がる 100-6、坪部がカップ状を呈し、接合部に断面三角形の突帯

を有し、小さな脚部がつくと考えられる 86-4がみられ、いずれも赤色塗彩が施される。従来、

栗林式土器の中で高坪は不明の部分であり、本資料はその意味でも貴重なものと言える。 以上、

西裏第 6 号住居址、第 3 号溝状遺構、第 3 号土坑、竹田峯第 2• 3号住居址、 P120から出土し

た中期後半と考えられる土器を概観した。西裏遺跡第 18号住居址の資料と比較すると若干古い様

相を感じるが積極的な根拠に乏しい。従って明確な時期決定は今回はできないことになるが、拓

影図化した壺の胴部に、縄文地文がみられることなどから考えて一応これらの土器を第 18号住居

址出土土器よりは若干古い栗林II式併行段階のものと考えておきたい。

後期の土器について

西裏・竹田峯遺跡において弥生時代後期の器形の知り得る時期判定ができそうな資料が出土し

た遺構は、西裏遺跡第 3号住居址、竹田峯遺跡第 1号住居址、第 2号特殊遺構の 3例のみである。

これらの遺構の土器は、それぞれに差が認められる。まずは、最も古い要素をもつ、竹田峯遺跡

1住の土器から分析を加えてみたい。 1住の出土土器には壺・甕・高坪があり、壺 96-1は、ロ

縁部の外反度が小さい所謂無花果形を呈するもので、前代の百瀕式土器の器形を踏襲している。

文様は頸部に集中し、右回りの櫛描横走平行線文が 4段に幅広く施されている。外面のハケメ調

整は観察できなかったが赤色塗彩は施されていない。甕 96-2は、わずかに外反するもののほぽ

直立する口縁部に、最大径を有する胴部上位が強く張って底部へ急傾斜で収束する器形で、口縁、

胴部上位に櫛描波状文右回り、頸部に 2連止め簾状文、胴部中位に斜走直線文が施される。高坪

96-3には赤色塗彩が施されている。以上、壺 96-1は器形、文様の施文の位置など、吉田式の

標式資料、長野市吉田高校グラソド遺跡出土の壺Aと呼ばれるものと類似する。また、甕 96← 2 

は、胴部の張り、口縁部の外反度等で若干異なるものの、周防畑B遺跡の第 1号、第 26号土墟及

び、第 17号住居址出土の甕と類似する。概括すれば、竹田峯遺跡 1住の出土土器は、吉田式土器

の範疇で位置づけられるものといえるのであるが、周防畑B遺跡の資料は、壺の場合赤色塗彩の
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盛行、口縁部が大きく外反して開くこと、胴部下半にくびれをもつこと等、吉田式の中でも箱清

水式へ傾斜する要素が強く見られる。これに対し竹田峯遺跡 1住の壺は百瀬式を踏襲すること、

無彩であること等、周防畑B遺跡の吉田式土器よりも古い要素を有することが指摘できる。

従って本住居址の出土土器は吉田式の中でも古い段階の土器として位置づけておきたい。

次に西裏遺跡第 3号住居址の出土土器は、壺・甕がみられる。壺 20-1は、胴部下位に最大径

を有する大型品で外面胴部下位以外にはヘラミガキを行った鮮やかな赤色塗彩が施され、頸部に

は櫛描波状文（右回り）が少なくとも、 5帯以上幅広く施されている。壺 20-2は口縁部のみであ

るが受口状となるハケメ調整の口縁部の上位に櫛描波状文が施され、内面に赤色塗彩が施されて

いる。甕 20-3は小型壺とも考えられる器形を有する。文様は頸部に集中し、櫛描簾状文、波状

文が施されている。また口縁部はハケメ調整、胴部下半にくびれがみられないこと壺 20-2のロ

縁部はハケメ調整を使用して赤色塗彩を積極的に施していないことまた 20-3と同形態と考えら

れる赤色塗彩された壺が周防畑B遺跡の吉田式土器の中に出土していることなどから、箱清水式

の前段階ととらえておきたいが、類例の少ない資料であるため今後再考する必要がある。

竹田峯遺跡第 2号特殊遺構出土の壺 117-1は、胴部下半に鋭いくびれをもつことなど器形的

特徴から箱清水式土器の範疇で理解することができる。しかし無彩であること、頸部文様帯が単

純な櫛描T字文でなく、上段に簾状文が施されるなど純粋な箱清水式土器の系統から離れ始める

要素も認められるように思われる。

以上、西裏•竹田峯遺跡の後期弥生土器は、資料が少ないものの、それぞれの時期に相違のあ

ることが看取できた。但し器種構成上内容に不足の多い資料であるため、本格的な位置づけは後

日良好な資料の増加を待って行いたいと考えている。 （小山）

文様について

文様が複雑かつ多用な弥生時代中期後半の土器を整理するにあたり、私たちは、壺・甕の口縁

部形態及び、頸・胴部文様を中心として、施文具に着目し、以下の様な基準で分類を行った。

ロ縁部形態 頸～胴部文様

I・・・・・・・・・素口縁

II………有段状の口縁部

III……•••内弯する口縁部

ロ唇部文様

A・・・・・・..縄文

B………箆描の刻目

C………櫛描の刻目

D・ ・・・・・・・・指オサエ

a………箆描きのみ

b………櫛描きのみ、

C …•• …•縄文のみ

d………箆描き＋櫛描き

e………箆描き＋縄文

f………箆描き＋櫛描き＋縄文

g………赤色塗彩

h・ ・・・・・・・・無文
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第145図 弥生時代中期後半土器（壺・甕）の施文具別文様分類図
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これらの分類基準により私たちが追求しようとしたテーマ

は以下に掲げる通りである。

0時期的な差異による文様及び施文具の消長をつかむこ ・・・---さ1r,,0(1:4)5cm
~ ~ 

と。 （例えば縄文の消失化の傾向など） 第146図 西裏遺跡第 1号特殊
遺構内出土土器拓影固

〇器種・部位別に、施文される文様及び施文具の相違をつかむこと。 （例えば壺と甕の施文具の

2
 

相違及び口縁部に集中する文様、胴部に集中する文様があるかどうか等？）

〇器種の形態差によって、文様が限定されるものかどうか。 （有段状口縁をもつ壺と素口縁の壺

の施文文様に相違がみられるかなど）

結論から先に述べると、これらの傾向をつかむことは、完形資料の乏しい本遺跡の土器では極

めて困難なことであった。そこで、それぞれの器種及び部位にみられる特徴的・代表的な文様を

以下の拓影図で掲げ、個々に統一的に使用した名称を今後の資料整理の敲台として呈示し、まと

めに替えたいと思う。

中期に分類した壺の口縁部は素口縁の Iと有段状のIIがある。 1の口唇部には縄文A、箆描の

刻目 BとA+Bがみられる。有段状の口縁部IIには a、b、e等の文様が付され、 bの場合は櫛

描波状文、 eは縄文にヘラ描波状文が 1帯か 2帯、又は連続山形文が 1帯か 2帯加えられる。ロ

縁部形態 I• IIの違いによって頸～胴部文様に変化が認められるか否かは今回は全くわからない。

頸～胴部文様は、 a 濱困註~)、 d C箆描き＋櫛描き）、e (箆描き＋縄文）、 f (箆描き＋櫛描ぎ十縄

文）があり、 fの量が多い。また、極まれに g (赤色塗彩） もみられる。 bC櫛描きのみ）、 C (縄

文のみ）はみられないが、 Cは存在する可能性は大きい。

甕の口縁部形態は壺と同様に IC素口縁）、 IIC有段口縁）がある。 1の口唇部は無文のもの、 A

（縄文のみ）、 BC箆描の刻目）、CC櫛描の刻目）、 DC指オサ工）の他A+B、A+Dがみられ、頸

部～胴部文様は、 bC櫛描文）が一般的で、まれにdC箆描文＋櫛描文、胴部に箆描の刻目を有する

ものに多い。）もみられる。文様は簾状文、縦位羽状の斜走直線文、波状文、横走平行線文、斜格

子目文などが、多彩な組み合わせで施文される。 IIは口縁部に a(縄文）が施されることが多く箆

描連続山形文、波状文が加えられる eが一般的である。稀に櫛描波状文も施される。頸～胴部文

様は、箆描「コ」の字重ね文が施される a、eを除けば、甕 Iと大差ないと思われる。甕の場合

は、「コ」の字重ね文を除けば、口縁部形態に制約されることなく、頸～胴部には多様な櫛描文が

施されることが一般的で、箆描文を使用するのは特異と言える。

後期については壺・甕の文様が極めて画ー化される箱清水式土器の延長線上に本遺跡例も含ま

れ、資料も少ないため、文様分類は敢えて行わない。

以上、時間的な差を全く考えない非常に雑駁なまとめとなってしまったが、多様で複雑な、中

期後半の土器を理解するための敲台になればと考えている。 （小山）
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2) 古墳時代以降の土器について

古墳時代前期の土器について

古墳時代前期と考えられる土器は、西裏遺跡第 1 • 4号溝状遺構、第 10号住居址、攪乱溝、竹

田峯遺跡第 1号特殊遺構、第 5号土坑などから出土した。今日まで、佐久平において古墳時代前

期と認識され、まとまった資料が出土しているのは佐久市今井西原遺跡第 1号住、望月町後沖遺

跡第 1 • 4 • 11 ・ 16 号住のみであり、他は佐久市市道遺跡の S字状口縁甕など、断片的な資料を

見るにすぎない。また、弥生時代終末 と位置づけられている土器も、佐久市下小平遺跡の第 1• 

2号周溝墓、小諸市久保田遺跡のY2• 3号住、及び周溝墓などに見られる程度で、弥生時代末

～古墳時代前期の資料は佐久平では著しく少ない。こうした状況をふまえた上で、最も良好なセッ

トがみられ、遺構の帰属性も高い、西裏M4の出土土器を中心に分析・検討を加えたい。

西裏遺跡M4の資料には、複合口縁の壺、ハケメ調整、素口縁の平底甕、小型丸底北、鉢がみ

られ、 S字甕は共伴しない。複合口縁の壺 83-1は球形と考えられる胴部から頸部は短く直立し、

さらに口縁部は、大きく外傾して外反気味に開く。また、口唇部は、上端を外にわずかにつまみ

あげて、ヨコナデをする形態で、一条の沈線を有している。このような特徴をもつ複合口縁の壺

は佐久平では類例に乏しく系統的には、古い要素として位置づけられている（巾 降之下郷

1980)。ハケメ調整が施される平底甕 83-2も古墳時代前期の土器組成中に見られる。佐久平で

は、今井西原遺跡第 1号住居址に類例がみられ、器形的差異はあるものの、本例と同系統に位置

づけられるものと考えられる。小型丸底堵 83-3• 4は口縁部が内弯気味に大きく開き、丸底あ

るいは凹底の底部をもつもので、類例は望月町後沖遺跡、更埴市灰塚第 1号住居址に見ることが

できる。『畿内に起源をもつものとされるが、古墳時代前期にいわゆる「全国的な斉一性」』が認

められるもの（花岡 1986)で小型丸底均の系統では古い要素をもつものとされ，ている。また、薄手

の鉢 83-5も古墳時代前期の土器組成の中にみられるものと考えられる。

以上、西裏遺跡第 4号溝状遺構の出土土器は、複合口縁の壺、小型丸底堵などの系統からみて

今井西原、後沖遺跡などよりも若干古い傾向が看取され古墳時代前期の中でも、前半代に位置づ

けられるものと思われる。その他の古墳時代前期と考えられる遺構内及び表採遺物については単

発的な出土であるため、位置づけは困難であるが、西裏 10住の 42-2の柑は畿内系のものと考え- -
られ、西裏攪乱溝出土の 93-2の小型高坪は北陸系の法仏II・ 月影・古府クルビ｀式の中に類例と

考えられるものがみられる。また、竹田峯D5の132-4の壺は、箱清水式的文様要素を残しなが

らも、胴部が球胴化すること、頸部文様が簾状文と波状文の 2段構成になること、胎土に外来的

要素が認められるなどからみて、古墳出現段階に位置づけられそうである。

単発的な資料が多いものの、これらの土器の散布状況は、西裏遺跡群中において相当規模の古
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墳時代前期の集落址、あるいは墓址が展開されていたものと推測される。 （小山）

古墳時代中期の土器について

古墳時代中期と考えられる土器は、西裏遺跡第 1号特殊遺構から土師器壺・坪・婉（小型甕）．

高坪が、同第 9号住居址から甕・柑・坪・高坪、同第 10号住居址から甕、同第 11号住居址から

杯が出土している。以下、これらの土師器のうち、壺・甕・坪・高坪を中心に分析を進めてみた

し、

゜
壺は、 43-1、78-1の2点があり、うち 78-1は、完形で全器形が明らかで、胴部球状を呈

し、下半で箱清水式土器壺にみられるような屈曲部をわずかに見せている。口縁端部付近はつま

み上げにより内弯ぎみに立ち上がる特徴が観察でき、 43-1も同様である。 43-1は、 78-1に

比べて大型の胴部球状の器形を呈すと思われる。

甕は、 38--:l、43-2の2点で、いずれも頸部から短く「く」の字状に外反し、口辺部と胴部

接合部に特徴を有す。口辺部は器肉が厚く、接合部から下の胴部はかなり薄くなっている。接合

の方法は、「市道遺跡報告書VI市道遺跡出土の土師器について」の中で今井・村山両氏は、甕のロ

辺部接合を分類した d接合と思われ、この接合方法による甕は、和泉に比定される 1例しか認め

られなかったが、該期の堵形土器の中にも類似の接合方法が見られるとして、和泉期に比定され

る土器と報文している。甕か壺の底部である 43-2は、おそらく球状の胴部を呈すと思われ、和

泉期にみられる底部の外縁に粘土帯を貼付け、明瞭な凹を作り出している。

坪 (38-3、46-1、78-4• 5 • 6• 7)は、和泉期から鬼高期前葉に伴出する特徴的な器

形の坪で、体部の立ち上がり方と、口縁の外傾のあり方の細部に違いはあるものの、口縁部やや

ゆるやかに外反し、 シャープな内稜を有する。また、 1-8二J.. 6は、和泉式土器でも古い段階で・ヽ-- -.. -_― 

見られる上げ底を呈し、指頭押えによって円形の凹部を成形している。

高坪は、脚部「ハ」の字状に大きく開き、裾部付近でわずかな稜を有して短くさらに広がる。杯

部は、外稜を有し、ほんの少し外傾して内弯ぎみに立ち上がり、口縁端部付近は壺にみられるつ

まみ上げによりさらに内弯しているもの (78-8 • 9·10• 11)が出土したすべての個体に観察

できる。他に脚部は同様であるが、和泉期に見られる坪部外稜下端に斜下方へ垂下する明確な隆

起帯が観察される 78-11や、脚部に円形透しがある 38-5と10住より出土している脚部棒状で

赤色塗彩が施されているものなどがある。これらの高坪は、佐久地方で数少ない和泉期の市道遺

跡第 3号竪穴状遺構出土高京と比較すると、脚部の形状については類似点のあるものも存在する

ものの、杯部の形状がほとんど異なり、同種と思われる高坪は見られなかった。

以上のことから、これらの土師器は、相対的に和泉期の範疇としてとらえておきたいが、佐久

地方における該期の資料がたいへん少なく、明確な時期に位置づけることはむずかしいため今後、

同様な資料の増加を待って検討したい。
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平安時代の土器について

西裏遺跡第 14号住居址出土土師器、竹田峯遺跡第 1号土坑出土土師器・須恵器、第 4号土坑出

土土師器について簡単に分析してみたい。

西裏 14住より出土した土器は、須恵器・灰釉陶器の共伴がなく、土師器の甕・坪・高台付坪が

ある。坪 54-4• 5• 6は、底部回転糸切りがみられ、 54-5• 6には、古い手法と考えられる

底部周辺のヘラケズリが観察でぎる。また、 14-1の甕は、頸部から、やや「コ」の字状らしき

立ち上がりが見られ、胴部付近はヘラケズリがなされており薄手の土器である。 14-2の甕は、

ロ縁部から頸部付近の破片であるが、おそら く、十二山遺跡既出甕形土器と同様なタイプと思わ

れ、北信地方で一般的に見られる、口縁部から体部上半部のみロクロヨコナデで、体部下半はヘ
(4) 

ラケズリがなされる北陸系の土器と考えられる。以上のことから、これらの土師器は、 9世紀段

階と考えられている若宮・野火付遺跡でもみられる坪 (54-5• 6)の成形手法から、一応、平

安時代前半と位置づけておきたい。

竹田峯Dlより出土している須恵器大甕は、どの遺跡においても時期決定がむずかしく、今回

も同様であるが、共伴している須恵器坪より平安時代前半になるものと考えられる。同じく、 D

4より出土している土師器甕は前章で述べたように、竹之城原遺跡出土甕形土器と類似し、大原

2号窯の灰釉陶器が共伴していることから 10世紀後半の時代と位置づけられるが、本土坑からの

土師器甕は、単独の出土であるため共伴する遺物もなく時期を判定することは危険があるため、

一応、平安時代の土器としておく。 （羽毛田伸、高村）

3) 石器・ 石製品・土製品について

石器、石製品について

今回の西裏・竹田峯遺跡の調査によって、弥生時代の良好な石製品に恵まれた。それぞれの石

器については、第III• IV章で細述した。ここでは、それらの出土背景、形態をもとに客観的考察

を加えまとめてみたい。

西裏遺跡の特徴は第 12号住居址にある。本住居址は剣片屑を含めた石製品数は 45点に上る。

これは全住居址の石製品総数 233点の 19%に当たり 、全遺構の石製品総数 566点の 8%に当た

る。また剥片屑を含めた未完成品は 43点である。他からの混入を考えてもこの数値は異状と思わ

れる。つまり、弥生中期的様相の強い本住居址は、住居内に於いて石鏃等の小型石製品を製造し

ていた可能性が考えられる。また本住居址出土の大型打製石斧 (90-3• 4)は、形状、使用痕

等から陸耕用の打製鍬と考える方が自然かもしれない。

竹田峯遺跡の特徴は第 2号住居址と第 2号特殊遺構にある。第 2号住居址からは、砂岩製の小

型砥石 (143-1)と太型蛤刃石斧 (142-1)が出土しており、砥石は形状、使用痕等から、小
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第147図 西裏 ・竹田峯遺跡出土土製品実測図

型鉄製品の荒仕上げ研磨用のものと思われるが、鉄製品の伴出が無く推測の域を出ない。第 2号

特殊遺構からは、埋葬品としてのガラス小玉と管玉が出土している。管玉の形状から、高度の穿

穴技術、さらには高度の玉造り技術を推察できる。また本遺構は土壊墓としての可能性が強い。

両遺跡を通じ、住居内一括出土の石製品セットが無かったのは残念である。 （羽毛田卓也）

土製品について

土製紡錘車は、西裏遺跡第 8号住居址より 1点、 同 17号住居址より 2点、 D区表採により 1点

の計 4点が出土している。 147-1 ~ 3は、円盤形の土製品であり、 147-4は土器片再利用によ

るものである。また、 147-3は、赤色塗彩の跡が観察でき、弥生土器である。これらの紡錘車は、

遺構との共伴関係もはっきりしないため時代の位置づけは難しい。

土製円盤は、竹田峯遺跡第 4号周溝と第 3号溝状遺構から各 l点の計 2点出土している。 147-

5は赤色塗彩土器片の再加工品であり、147-6は甕形土器片の再加工品で 2点とも弥生時代の土

169 



土製紡錘車
第81表 西裏・竹田峯遺跡土製品一覧表

出土遺構
最大径 最大厚 穿孔最最大径

欠損状態挿図番号
(cm) (cm) 内径(cm小)径 備 考

147-1 8住 No.1 4 5 1. 7 
0.8 

完 形
穿孔両袂り、磨滅著しい。周縁部に赤色塗彩の

0.65 痕跡あり。両面凸状を呈す。穿孔面に繊維物付着。

147-2 17住 4 2 1. 2 
0.9 

完 形 両袂りにより穿孔し、磨滅著しい。
0.5 

147-3 17住 No.6 く60〉 1. 3 
0.9 

半分欠損 赤色塗彩。表面凸状裏面凹状を呈す。磨滅著しい。
0.6 

147-4 D区 く4.4〉 0.4 
0.7 

半分欠損 土器片再加工、断面弯曲を成す。
0.5 

土製円板

挿図番号 1 出土遺構
最大径 最大厚

特 徴(cm) (cm) 

147-5 3周溝II区 7 0.75 外面赤色塗彩の大形壺破片再加工。側面の 2次加工は丁寧で円
形を呈し、断面やや弯曲を成す。

147-6 M3 II区 3 5 0.75 
無彩土器再加工。側面の 2次加工は丁寧で円形を呈し、断面や
や弯曲を成す。

匙形土製品

挿図番号 1 出土遺構
最大長 最大幅 I欠損状態 I 備 考(cm) (cm) 

147-7 I 竹田峯遺跡
4住 No.1 

く10.9〉 く6.5〉 柄、匙先端一部欠 I両面赤色塗彩。遺構と共伴する 。

147-8 I 西 畏 遺 跡
A区

く4.8〉 く2.5〉 端柄一、匙部両欠側、匙先 l磨滅著しい。

器を使用している。他遺跡からも土製円盤が出土しているが、その用途については、はっきりせず

今後の研究を待っことにしたい。

その他、匙形土製品が竹田峯第 4号住居址と西裏A区より出土しており、 147-8は、赤色塗彩

が施され 4住に共伴する可能性が強く、弥生時代に位置づけることが可能と思われる。

（羽毛田伸）

註 1 林幸彦・花岡弘 「弥生時代の炉一千曲）II流域を中心として一」 （「信濃』第 35巻 4号） 1980 

註 2 青木和明 「長野県の周溝墓の変遷」第 5回三県シソボジウム『古墳出現期の地域性』 1984 

註 3 長野県史刊行会笹沢浩氏の御教授による。

註 4 長野市立博物館学芸員青木和明氏の御助言による。
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付編

竹田峯遺跡出土の壺棺内人骨所見

|、はじめに

昭和 60年 9月に長野県佐久市の竹田峯遺跡

から出土した弥生時代後期の壺形土器内におい

て人骨が発見された。筆者は佐久埋蔵文化財調

査センターからの委嘱により現地に赴いてこれ

を調べた。以下はこの人骨の所見である。

II、人骨所見（写真）

この壺棺内人骨片の総重量は約 15gにすぎ

ない。月齢約 5ヶ月のヒトの胎児骨 1個体分と

思われるが、性別は不詳である。人骨片の保存

状態は不良で、いずれも細小の破片となり、欠

損部分も多い。したがって、破片を接合して復

元することは困難である。

頭蓋片としては、右側頭骨錐体、左右の後頭

骨外側部のほか、大きさ 2cm以下の薄い頭蓋冠

片 10余個などが認められる。椎骨片としては、

小さな椎弓片が数個ある。肋骨片は、長さ 1.5cm 

聖マリアソナ医科大学第二解剖学教室

医学博士 森 本岩太 郎

｀ ., f 4 -,, 
會督~..,,、

、·-~~~
書~~ ~-~~ 

嘩，

"~.,~~~ 

冒 I! )~1:
ヽ

以下のものが 20個余り見られる。また、四肢骨 竹田峯遺跡出土弥生時代後期壺棺内発見のヒト
の胎児骨片

片としては、左右の腔骨体、左右不詳の上腕骨

体および排骨体などの各破片が確認できる。これらの人骨片に外傷 ・病変は認められない。

Ill、まとめ

佐久市竹田峯遺跡出土の弥生時代後期壺棺内の人骨片は推定 5ヶ月前後のヒトの胎児 1個体分

と思われるが、その性別は不詳である。
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後記

今回、地方改善施設事業及び同和対策集会所建設事業が西裏遺跡群において計画され、これに

伴なう緊急発掘調査を行うこととなりました。発足まもない佐久埋蔵文化財調査センターの職員

が、調査団を構成し、これにあたった。調査団の組織から、調査各段階において御配慮をいただ

いた佐久市教育委員会、地元の区長さんをはじめ区民の皆様の深い御理解・御援助によって、ニ

ヶ月余に渡る調査を充実したものにすることができたことに心からお礼を申しあげます。真夏の

現地調査に、続いて整理調査に参加して下さ った協力者の皆様の熱意に よって、ここに報告書を

発行できたことに、あらためて感謝の意を表するしだいです。

本遺跡は、佐久平から諏訪地方に豊かな水をもたらす蓼科山地の末端台地にあり、水稲耕作に

適する片貝川流域の沖積地が前面に展開する生活立地として恵まれた地籍であります。

この調査は、台地のわずかな部分でありながら、多くの遺構遺物を検出することかできました。

しかし、集落として、まして前面の沖積地、背後の山地を含む生活の把握をすることはできませ

んでした。本遺跡調査を行なった者として、周辺耕地の調査・片貝川流域に存在する諸遺跡との

関係と地域の原始・古代の生活をひき つづき 研究しなければならない責任を負 ってお り、その意味

からも今後更に各位の御指導を賜わり、本報告書を西裏・ 竹田峯遺跡総合調査研究の出発点とし

たいと考える次第であります。

（藤沢平治）
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l. 西裏遺跡近景 （北方より ）
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2. 西裏遺跡より虚空蔵山を望む （北方より ）
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1. 第10号住居址（北方より）
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2第 8・9・11号住居址（北方より）
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2. 第16号住居址（西方より）
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3第17号住居址（北方より ）
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1第 1号特殊遺構遺物出土状況（束方より）

2第 1号特殊遺構遺物出土状況（西真J:.より）
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1. 第 1号特殊遺構 （東方よ り）
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1第 1号溝状遺構獣骨出土状況 （南方よ り）

3第 1号溝状遺構獣骨No.8出土状況

5. 第 1号溝状遺構獣骨Na26出土状況
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4. 第 1号溝状遺構獣骨No.9出土状況

6. 第 1号溝状遺構獣骨No.28出土状況
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1. 第 3号溝状遺構Pl追物出土状況 （西方より）
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6. 第3号溝状遺構P3遺物出土状況（北方より）
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7. 第4号溝状遺構（西方より ）



図
版

二
十

-・-・ 
3第 3号土坑遺物出土状況 （東方より ）

•'" ~'i11t'· 
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l. 第 2号住居址出土土器
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28-1 

5. 第6号住居址出土土器

2. 第 2号住居址出土土器

3第3号住居址出土土器

16-2 

6. 第9号住居址出土土器

18-3 

1第 9号住居址出土土器

38-2 

38-4 

20-1 42-1 

4. 第 3号住居址内出土土器 8. 第10号住居址出土土器
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18-1 

l. 第 3号住居址出土土器

43-2 43-3 

2. 第10号住居址内出土土器 3. 第10号住居址出土土器



1. 第14号住居址出土土器
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54-3 63-8 

5. 第18号住居址出土土器

54-4 63-5 

2. 第14号住居址出土土器 6. 第18号住居址出土土器

63-6 

63-1 7. 第18号住居址出土土器

3第18号住居址出土土器

63-2 138-3 

4. 第18号住居址出土土器 8. 第 1号溝状遺構内出土土器
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l. 第 1号特殊遣構出土土器

2. 第 1号特殊遺構出土土器

78-4 

3. 第 1号特殊遺構出土土器

78-1 

78-2 

5. 第 1号特殊遺構出土土器

6. 第 1号特殊遣構出土土器

｀ 
7. 第 1号特殊遺構出土土器

78-6 

78-8 

78-9 

78-5 78-10 

4. 第 1号特殊追構出土土器 8. 第1号特殊遺構出土土器
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］．第 3号溝状遺構出土土器 (I; 2) 



図
版

二
十
八

83-1 

1第 4号溝状遺構出土土器

2. 第4号溝状遺構出土土器

86-3 
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7. 第6号土坑（南方より 8第 7号土坑 （北方より ）
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2. 第 2号特殊遺構出土玉類
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5. P 120出土土器
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